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発刊のことば

京都大学防災研究所長 イ呆

本研究所は昭和 26年の設立以来， 45年の齢を重ねました．創設当時はわずか 3部門， 14名

の職員構成でしたが多様化した自然災害に対応する必要かち 研究部門や研究センタ

逐次増設され，平成 7年度末には， 16研究部門， 4研究センター， 7実験所・観測所を有す

る大規模な研究所に発展いたしました．これにより 本研究所は，わが国で問題になる

火山，地すべり，土石流，洪水，高瀬，強風など，雷氷や農業以外のほとんどすべての分野を

カバーした理工学的研究のみならず，社会のシステムをより災害に強い構造にするという，い

わゆるソフト対応のための研究も手がけるようになりました．また，その間，全盟組織である

自然災害科学総合研究班の活動の中心として わが国の災害科学研究の拠点の役割を果たして

きました．このような発展が出来たのは，歴代の所員一向が f災害に関する学理及びその応用

の研究jの目的の下，世界でも数少ない防災学研究の拠点としての責任を自覚し，

用的研究を精力的に行い，多くの研究成果を挙げて，実際の防災施策にも役立つてきたことに

よるものと患いますが，同時に本学および関係当局のご理解・ご支援の賜物でもあり，深く感

し上げたいと存じます．

最近は大都市への人口集中の波が激しく，そのために社会が災害に対する脆弱性を急激に増

させています．このことが平成 7年 1月の阪神・淡路大震災の要因であったと思います．ま

た，人間活動が地球規模で環境を変化させつつある中で，今後猛台風の来襲や海面上昇，ある

いは大干越の発生も懸念されます．さらに，国際的には，わが国の災害多発国への貢献が期待

されています．このような防災学研究への要請の変化と緊急性に対して，従来の防災研究所の

組織は細分化され過ぎて，必ずしも柔軟な対応が取り難くなっているとの反省もあって，ここ

研究所の改組が検討されてきました．幸い，平成 8年5月 11B をま

って改組が実現致しました．新しい訪災研究所は，総合防災，地震災害，地盤災害，水災害，

大気災害の 5大研究部門と災害観測実験，地震予知，水資源，火山活動 日大災害の 5研究セ

ンターから構成されております．設置目的も， f災害に関する学理の研究及び訪災に関する総

合研究jに変更されました．総合訪災研究部門と臣大災害研究センターは 阪神・淡路大震災

で如実に示されたように，都市化の進展，社会構造の護雑化に伴って，人文社会科学，計酉科

学，さらには危機管理までを含めた防災学の総合化が要請されていることを強く意識して，新

たな観点から設置したものです．

さらに，改組を機会に全国共同利用の研究所と致しました．これにより，本研究所を国内は

もとより，国際的にも関かれた共同研究の場とするとともに，情報の発信基地として，従来の

自然災害科学総合研究班のネットワークをさらに拡大発展させ，名実ともに防災学研究の中核



的研究施設としての機能を果たすことを臣論んでいます．

このように本年は防災研究所にとりまして，設立以来の画期的な年になりました．この時機

に本研究所の歴史を顧みて，将来の発展への指針としたいと考え， 45周年小史の編纂を企画

いたしました．本小史の出版のためにご尽力頂いた関係各位に深く感謝申し上げます．
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京都大学名誉教授 島 ｛呆

防災研究所は本年創立訪問年を迎えられることになり，昭和初年に 3研究部門をもって発

足された研究所が その後発展して 今年から全国共同利用研究所になられたことは，私にと

りましでも，誠に感慨深いものであります．昨年の阪神大震災に伴う災害をかえりみても，自

然災害の研究の必要性が一躍強く感じられる時期にあたり，防災研究所の果たす役割の重要性

を痛感するところです．

私が専任として，防災研究所に勤めさせてもらったのは昭和 38年4月からでした．そ

はまだ現在のように宇治地区にまとまっていない頃でしたが，現在の研究部門，実験所及び観

澱所はほ されており，その後幾つかの部門および研究センターが次々 されて，研

究活動が活発になり，平成に入ってからは，国際的な研究活動が一層盛んになっていき，

も多く入ってくるようになりました．私は平成 4年に定年退官するまで地すべり及び地震動

の研究に従事しました．いずれも学際的な分野で，そのため，現地調査においては，

およ と御一緒させていただくことが多く，そのお桧で，それまで経験の無

かった分野に関することを教えていただきました．いろいろの見方のあることがわかったり，

またそれまでと違った方面の方ともお知り合いになり，得るところが非常に多かった研究所で

の生活でした．

防災研究所はさらに整備拡大され ほぽ自然災害の全分野の研究を行うことが出来るように

なりました．昭和 50年頃までは研究活動も主に防災研究所の所員で行うことが多かったよう

に思います．戦後の急激な経済成長に伴い，国土の開発とともに都市化が進んだ、結果，災筈の

形態も護雑になりました．これまで利用されなかった所を開発して生活や生産の場とした所は，

海岸の埋立地や軟弱地盤・傾斜地にしても これまでの知識からは予想されないような，新し

い災害が起こるようになりました．これに対する関心から 自然災害の研究も

庁・会社の研究機関で行われるようになってきました．これまでの 45年間を譲り返ると，防

災研究所も次第に全国で実施されている自然災害の研究活動との関係が密譲になり，各方面の

研究活動をまとめる役を担当するようになってきたように思われます．自然災害自体，原因が

いずれであれ，その災害形態は多面的で，各分野の専門家の協力によってでなければ，解明さ

れないという性絡のものです．自然災害の発生がある限られた地域であっても，その研究には，

各分野の研究協力が必要なことが多く，これまで，災害科学総合研究班などでの働きが大きか

ったと思います．また同じ事は，外国特に東アジアにおける自然災害の研究に関しでも，これ

に参加する機会が多くなってきています．

自然災害は類似のものが続いて発生することは希で，はっきりとした成果を得るには，長期



にわたって一つのテーマを追求していかねばならないという性格のものです．そのため精力

的な研究を長期開継続する体制を考えていかなければならないと思います．

防災研究所に従来以上の活躍が期待されており，これに応じて今年5丹全面改組され，全国

共同利用研究所として新たな道を歩み始めることになりました．今年度からの組織の拡大は大

部門制を基本とし 全国共同利舟として国内の他大学との共同研究，他大学からの運営への参

加が大幅になされることになりましたが このような新しい制度は防災研究所としても初めて

のことです．実際に新しいやり方で運営してみなければ，防災研究所の設立目的にかなうよう

機能するかわからない屈もあることと患います．運営にあまり時簡をとられないよう考える必

要があると思います．

近年急速に進みつつある都市化は，これまで集中豪雨・大地震が発生しでも，それ穏大した

とならなかった場合においても，予期せぬ大災害をもたらすようになってきております．

また既に大都市である所にも，さらに埋立などによって，副都心とするような開発が計画され

ていますが，これらについても，地震・豪雨時の災害発生の可能性が大きくなってくるであろ

うし，これから益々その研究の重要性が増してくるでしょう．

防災研究所の創立 45周年に当たり，防災研究所の一層の発展を祈る次第です．
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京都大学名誉教授芦 田 和

i坊災研究所は本年創立 45周年を迎えましたが，現在は，その歴史の中でも最も目まぐるし

い時期であります．昨年の販神淡路大震災は，訪災研究所をも大きくゆすりました．災害の分

析，震災復興や今後の防災対策のあり方等に関して，訪災研究所には社会から大きな期待が寄

せられました．所員の方々がそれに応えるべく懸命の努力を重ねてこられましたことにまず敬

を表したいと思います．また 研究の活性化総合化社会に開かれた研究所を目ざして全

国共同利用研究所に機構を改革されました．その変化はあまりにも大きく，どのようになって

いるのか私告身まだ必ずしも十分に把握してはおりませんが，今後の研究発展につながるもの

であろうと思っております．新しい研究組織の枠組みが出来たとは言え それをうまく機能さ

せるためには，これからいろいろと試行錯誤が必要でありましょう.45周年はまさにそのス

タートとなる記念すべき年であります．所員の方々を中心として関係者の方々が，これから

剣に取り組んでいかれることと存じます．

私は， 1962年から 1992年までの 30年間 防災研究所で河川災害と砂防部門を担当させて

いただきました．ほほ 10期年から 40局年までの期間に当たっております．自然災害の発生の

メカニズムの解明と防災・減災の手法の確立を目的としたすばらしい研究所で，研究生活の大

を過ごさせていただいたことに感謝しております．

私は研究の柱を，現地観測や調査による災害現象の実態の把握， を支配する法則い

わゆるメカニズムの解明 防災・減災の手法の開発と現地への適用性 の三つにおいておりま

した．幸い，防災研究所の研究環境のおかげでなんとか臣標を達成できたのではないかと思っ

ております．

研究所には多くの鐸秀な学生諸君が来てくれました．彼等と一緒に遊んだり，議論したりし

ながら楽しく研究できたことは幸せでした．

また， 1959年の伊勢湾台風による災害を契機に作られた全留の研究者の研究連絡組織であ

る災害科学総合研究班を通じて広い分野の研究者の方々と知り合いになったことも大変良かっ

たと患っております．

防災研究所はこの度全国共同利用研究所になり，研究所の新たな発展が期待されます．これ

について私の経験に基づいてニ三述べさせていただきます．

，研究対象の問題です．防災の研究は自然と人間とのかかわりの中で安全で安心でき

る豊かな社会をつくることを目標にしており 環境保全とも深いかかわりを持っております．

また，人間の性質や人間社会の構造とも密接にかかわっています．防災の問題を広い視点で把

え研究目標を構築することが必要でありましょう．



第二に，研究のあり方の問題です．これから多くの総合的なプロジェクト研究が展開されて

行くことでしょう．それを成功させるためには豊かな発想力によって的確な目標が設定されて

いること，それぞれの得意な分野を持った研究者の集団と総合的な視野を持ったリーダーが存

在することが必要であります．共同利用研究所では運営のため，所員の方々にかなりの負指が

かかることが予想されますが，常に独自の技を磨いていただき，また人間関係を大切に育てて

いただきたいと思います．

第三は，学生の教脊の問題であります．大学の研究所では特に重要な問題であります．従来

の部門体制では，かなりしっかりやられていたと思います．新しい体制においても，学生の教

も重視してもらいたいテーマであります．

以上，よけいな事を申しましたが，防災研究所が今後益々発展されることを願っている心に

免じてお許し下さい．



改組も研究活動の一環

京都大学名誉教授 土 人

より，文部省所轄全国研究所長会議副会長をやらされていたおり，全国の各研究

所の動静をつぶさに知ることができ また文部省の長期的な方針もよくわかっておりました．

その中で，とくに有目的な研究所の全国共同利用研究所への移行については，かなり情勢が厳

しく，防災研究所の将来に危機感さえ持つようになりました．したがって，研究所長として，

次期所長への申し送り事項は，全国共同利用研究所への改組を至急検討してほしいということ

だけでした．そのために，頼れる将来計画検討委員会を構成させて申し送ったのですが，残念

なことに，それは実行されませんでした．このことが，どれだけ重要なことであるか理解して

いただけなかったのかも知れません．長期計画において，先見の見通しを立てられるかどうか

が，活動的な研究者かどうかの素養に関係するのではないでしょうか．その後，教授会におい

て，幾度かこのことを示唆してきましたが，次の研究所長が決まったとき，文部省から指示が

でる前に，ぜひ全自共同利用研究所への改組を大部門化と並行して検討すべきであると，個人

的に申し入れました．

はじめ，各委員によっ

おいて検討されることになり，研究所長，

に検討が始められました．残念ながら，その結果をみる前

に退官することになっておりましたので，最後の機会と思って， 3月のある日，

術調査官をされていた方を招へいし，研究所長，委員長からの報告に始まり，種々検討する機

を持ちました．その結果は 必ずしも好意的なものでなく さらに検討を要するということ

をわたくしに残されましたので，研究所長に連絡しておいたものの，もっと基本的な改組を進

めるべきだと思いながら，必ずやってくれるであろうと告じて，退官することができました．

その後，数名の教授の方々から，改組の経過を伺いましたので，機会があるごとに，

知理論を本格的に研究する部門を地震動研究部門と一緒にした基幹部門を新設し，

究センターとの関係を明確にすべきであるといってきましたが，残念ながら活かされなかった

ようです．しかし，教授会の総意によって，この大改組案ができ，本年，創立結局年を迎え

て全国共同利用研究所として改組できましたことに対して敬意と祝意を表わすとともに，本当

に合ってよかったと思っております．

局知のように 40周年史には，総長西島安則先生から f為市不侍jという揮事をいただいて

おります．これは老子による『生市不有為市不侍jからとられたもので，先生の注釈によれば，

f生じて寵して有せず，為して宿しで侍まずJとなります．現代社会における訪災の皮省とと

もに，防災研究の反省すべき新しいパラダイムであると認識すべきであります．総長ヒヤリン

グで自然災害の予防について説明したとき，先生は防災技術が進歩しでも，どこか見落されて

いることがあり，それが大災害となりがちではないかと言われ，全く向感であり，そ



感銘したことを思い出します．その後，歴代総長の揮事のコゼーを持参して， 40周年を迎え

るに当たり揮蓄をお願いしたのです．

社会の発展，文明の進歩とともに災害も進歩するといわれますが，「防災研究の成果や進歩

した防災技術を適用したとしても，それにすべてJ侍頼すべからずJというこの名言は，胆に銘

ずべき災害予防の規範であります．事実，昨年 1月17日，近代都市，神戸が被った大震災は，

このことを如実に示したものと反省すべきでありますし，また，紡災研究所の改組を検討して

いなかったら，一体どうなっていたであリましょうか．研究活動には，長期的な見通し，先見

の明が必要であるのと同じように 研究所の将来を研究企顕していくのは教授会の責任といわ

ねばならないでしょう．



続一一桜島火山における研究の歩み

京都大学名誉教授加 茂 幸 介

この度，本研究所の 45周年小史に前例のない一文の依頼がありました．依頼の趣旨は，

面改組となり小史の内容は！日体制のまとめとし 40周年以後の退官者に一文を，という事でし

た．そこで，在任中 30年史と 40年史に執筆してきた私としては，その後在任した平成 3, 4, 

5年度を中心に，雑感を含めて上記の表題で書かせていただくこととしました．

40周年以降の 5年間については現職の担当者が詳しく書かれるので，退官を自前にし

えた事について述べます．第 4次噴火予知 5ヶ年計聞は平成元年度から始まっており私の退官

年度で終わり，また，次の第5次計画の立案にも参画できて，次代への継承性も盛り込めた次

第です．

約 20年かけて構築してきた観測網によるデータを，噴火予知の実用化を目指した即応性の

ある解析処理することで，担当期間を締めくくるよう心がけました．具体的には，桜島火山に

おける多項目の立体観測網と南九州を覆う広域観測網 そして火山活動総合判定装置等です．

これらは，噴火予知計画当初の 5ヶ年に，中域・広域・極小域観測網とデータ処理装置として

されたものでした．次世代への継承ということでは 協議しながら f離島火山の活動評価

と観測の多項目化Jを次予知計踏の主要項目としました．幸運にも 私の最終年度の大規模補

より， Gp Sによる観測を主体にした「霧島火山帯変動観測設備Jと「火山岩岩石磁

山位、出七士ヤ出ll'bt==r-.).- ,,6,.__ -l-－い＋さ九四ふることで これらの一部を実現できました．

この間に火山学会レベノレで科学研究費による「火山学の基礎研究の動向jと題して，

現状分析と将来の展望に関する検討会を主宰したり，また，次期予知計画全体の主要項目であ

る「火山体構造探査jの道具立てのお手伝いする機会に恵まれました．

この度の改組には現職の皆様のご苦労大変だったと拝察しております．この機会に思い出す

ことは，かつて地震と火山の統合改組が取り上げられ，その折，飯田益雄先生

を求められたことがありました．具申した一文が飯田先生の匝顧録に取り上げら

れていました．当時考えたことですが ここにまた引用させていただ、きます．「火山物理学は，

ら派生したものであり，火山噴火予知計画が出発するまで，それを独自に進めていた

のは，北大，東大，京大であり，今も形の上では従来の組織を保持している．一方，火山学は，

物理，化学，地質，岩お，場合によっては地理の諸分野のかかわる学際的学問分野であり，関

係研究者はそれに関連する研究機関に麗しながら，火山を研究対象としている．かつて，永田

武先生は，噴火予知研究で火山物理学の人たちが物質科学の勉強をしないと叱責しておられた

ことが思い起こされる．端的に言えば，気象庁の火山セクションの轍を踏まないよう苦言

していたといえる．火山現象 る情報や火山の新知見が蓄積されてきているが，それらは



十分生かされているわけではなく，専門分野間で共通に理解されるような知見はきわめて少な

い．このような状況の中で，今，関連分野の総合化への道をたどりつつある火山学研究の進展

方向を見失うわけにはいかない．地震予知と共同して解明しなければならないことはわきまえ

ているし，部分的には実行してきているが，組織を統一して当たらなければ解明できない課題

が，今あるいは近い将来にあるわけではないと考える．その様な時期が来れば，当然統合する

必要があると覚悟をしている.J （「科学コミュニティー小犯行一…学術行政の回顧と展望

科学新聞より）．

また，研究組織の拡大については，現職を離れて無責任な評論者的発言は謹むべきでありま

すが，この機会に一言述べさせていただくことにしました．研究組織が大きくなることには功

罪があるように考え，また，研究成果をあげるには，適正規模が大いに関係するとも考えてい

ました．防災研究所では，みなが羨むほど年々研究部門や附属施設の数が，増員を伴って増え

てきました．基本的には，研究成果が先行して組織が拡大し，増員が図られてきました．時代

の趨勢とはいえ，現在では改組による拡大が流行のようです．改組を同じような観点からみる

と，言わば「未来期待型Jの様に思えます．改組による成果の見極めには， 10年かかること

を銘記しておく必要がありそうです．

今回の改組は，防災研究所の 45年間の成果の上に築かれたものでありますし，新生した組

織は育てなければならないと思います．さらに成果ある発展を期待してやみません．



時の流れ

京都大学名誉教授 六 ロい日日
間
以
ハ

防災研究所は本年4月1日をもって創設 45周年を迎えられました．心からお祝い申し上げ

ます．創設は昭和 26年（1951 ですが，当時の私は本学工学部建築学科の 2自生でありま

した．中心となって創設に奔走されたお一人である故棚橋諒先生が，ある日の講義の中で設

ながら防災の重要性，基礎から応用に至る総合的立場からの組織的研究の必

を説かれ，研究所創設を初めて知ったのであります．「許り知れない自然の力は人間業で

は永久に征服困難かも知れないが，いつかはそれを紅服することを夢見ながら，人の英知を結

してそれに立ち向かつてこそ，学問・技術の限りない発展が期待できるのであるjと結ばれ

，十分理解できないまま感銘を受けたことを今でも覚えています．

設立当初の研究所は，災害の理工学的基礎研究，水害防止の総合的研究，震害風警などの防

御軽減の総合的研究の 3部門で発足いたしました．当時は，防災は科学にはなり難く，

やるべき学問ではないとまで言われていたようです．したがって 学内のみならず外部からも

研究所の活動に批判的な目が注がれていたと開いております．しかし，時の経過とともにわが

国の各地で地震，風水害などによる甚大な被害が発生し，自然災害列島という音葉がいつしか

使われるようになって 防災の重要性が一般にも認識されるに至りました．

研究所もこのような時の流れの中で，防災研究の必要性を世に説き，発展を続けてきたと思

います．そして，私が研究所にお世話になった平成 4年の頃は 20余の研究部門を有する防

災研究の中心的組織に発展していましたが 大学改編の大波にもまれ来るべき改編に研究所

が如何に対処，変革していくかの見通しも定かでない時代でした．私はこれといった貢献をす

ることもなく平成6年に退官いたしましたが，研究所の全スタップの並々ならぬ御努力により，

共同利用を軸とする抜本的改編を見事に実現されております．時の流れとは言え，組織の抜本

的改編は勇気と決断を必要とする大事業だと思います．改編された組織が今後如刊に機能し，

防災研究の中心としての役割を如何に果たしていくかは，現役の皆様方の双肩にかかっており

ます．しかし，誰も取ることの出来ない先人が築いた学問の伝統が研究所にはあります．その

f云統を糧に新組織による新しい伝統を築いていただきたいと思います．皆様方の研究の成果が

新しい時の流れを作る原動力となり，防災研究所がますます発展されることを心から期待して

止みません．
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第 1章総

1 .設立の趣意

3見

昭和24年，防災研究所新設の機運が濃厚となったとき作ら

防災研究所新設趣

，つぎのようである．

本邦は世界的災害出のーにして大地震，津波，高潮，洪水，暴風間，雷災及び凶作等各種災

よる損耗は年々巨額に達する．古来災害の復旧及び救済並びに予訪軽減は重要なる政務の

…にして従来政府のこれに力を尽くしたること非常に大なるものあるも災害の救済，復i日にの

み追われ，予防，軽減施設は充分の対策を講じ得られざるJ臆あり，国費の経済的使用の見地よ

りするも，災害予防，軽減方策に力を注がんか災害の損耗を大いに減少し得る り．殊に戦

後限られたる資源にて国の再建を図らざるを得ざる現時においては災害の防止いよいよその必

らる．

惟うに災害に処するの途はその種類に応じ 専門の鵠査研究を必要とすることは勿論なるも

近時あまり分化し過ぎ その簡に綜合統一を欠き，却って大局を失う嫌あり．

おいては思いを葱に致し 関係諸学一体となり 綜合研究体制自然科学の一斑として

災害防止の共同研究をなし，既に多少の成果を挙げたり．市して研究ますます多きを加え，災

害予防に関する特殊新研究を必要とする部門また多く，本学従来の障容を以てしては今後患の

再建に必要なる災害の予訪軽減方策樹立に応ずること

し以て各種災害の防止に貢献せんとす．

るを以て，新にi坊災研究所を設立

2.沿革

昭和26.4. 1 法律第84号により，災害に関する学理及びその応用の研究をつかさどる所と

自召華日26.6.15 

自在意自26.11.8 

昭;fD28.8. 1 

昭和33.4. 1 

昭手口38.4. 1 

して京都大学に訪災研究所が前置される．

災害の理工学的基礎研究部門 （第 I部門）

水害防禦の綜合的研究部門 （第2部門）

ど訪禦軽減の綜合的研究部門 （第 3部門）

設寵委員会は協議員会規程（案），人事などを議決して解散，以後の運営は

協議員会に移される．

防災研究所協議員会規程が制定される．

文部省令第四号により，宇治JI！水理実験所が設置される．

文部省令第13号により，地かく変動研究部門が設置される．

従来の第 1部門，第 2部門，第 3部門の名称、が各々地震動，河JII，耐震構造



2 

に改称される．

昭和39.4. 1 文部省令第10号・第11号により，地盤震害研究部門および鳥取微小地震観測

される．

昭和40.4. 1 文部省令第17号・第21号により，砂防研究部門，地震予知計測研究部門およ

び上宝地殻変動観測所が設置される．

昭和41.4. 1 文部省令第22号・第24号により，災害気候研究部門ならびに、潮岬風力実験所

および自浜海象観測所が設置される．

昭和42.6. 1 文部省令第11号・第12号により，耐震基礎研究部門ならびに屯鶴峯地殻変動

5召不自44.4. 1 

5召;f045.4.17 

昭不日45.5.16 

SB不047.5. 1 

H召和48.4.12 

5召;f049.4. 1 

B召和49.4.11 

am日52.4 .18 

E召不自53.4. 1 

E百不054.4. 1 

／／／／／／ 

日召不057.4. 1 

5召手口61.4. 5 

2. 6. 8 

観測所および穂高砂防観測所が設置される．

文部省令第18号により，徳島地すべり観測所および大潟波浪観測所が設置さ

れる．

文部省令第12号により，北陸微小地震観測所が設置される．

訪災研究所研究部および事務部が宇治市五ケ庄に統合される．

文部省令第四号により，防災科学資料センターが設置される．

8号により，微小地震研究部門が設置される．

4号により，事務部に部課制が施かれる．

文部省令第13号により，宮崎地殻変動観測所が設置される．

文部省令第15号により， される．

文部省令第14号により，水資源研究センタ され，水文学研究部門が

廃止された．

文部省令第12号により，脆性構造耐震研究部門が設置される．

従来の酎震構造研究部門の名称が塑性構造耐震研究部門に改称される．

文部省令第 5号により，耐水システム研究部門が設置される．

文部省令第21号により，都市施設耐震システム研究センターが設置される．

文部省令第15号により，防災研究所微小地震研究部門，地かく変動研究部門，

地震予知計測研究部門，鳥取微小地震観測所，上宝地殻変動観測所，

地殻変動観測所，北陸微小地震観測所，宮崎地殻変動観測所及び理学部阿武

山地震観測所，逢坂山地殻変動観測所，徳島地震観測所，地震予知観測地域

センターを廃止，転換し，地震予知研究センターが設置される．

平成 4.4.15 文部省令第20号により，湾域都市水害研究部門が設置される．

平成 5.4. 1 文部省令第17号により，地域防災システム研究センターが設置される．

平成 8.5.11 文部省令第18号により，従来の16部門， 10附属施設が5大部門， 5附属施設

に改組される．



3. 

3.組織の変遷

(1）機構の変遷

初年度（昭和27年 3月31日現在）

所 長 教授棚橋

1部門（災害の理学的工学的基礎研究）

教授速水頒一郎，佐々憲三＊，西村英ーペ松下

助教授小津泉夫

助 山口

研究 部

員松島昭吾，小林

2部門（水害防止の総合的研究）

教 授 矢 野

助教 授 畑 中

助手

3部門（震災・風災・火災および雷災等防止軽減の研究）

教授棚橋

助教授

助

議雄＊， 文治ネ

渡辺

山田

任 Jr I勝安太郎

員 牧

服部行蔵

3 
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改組前（平成 8年 3月1日現在）

所長高橋 保

教 授 助教授 助 手 文部技官 京高 貝

地 動研究部門 入倉孝次郎 松波孝治 岩田知孝

塑性構造耐震研究部門 野中泰ニ郎 正愛

脆性構造耐震研究部門 藤原悌三 鈴木祥之

酎 礎研究部門 佐藤忠信 北 勝利 清 水 博 樹

士官 研 究部門 園 枝 治 郎 諸問繁洋 市川信夫

砂防研究部門 高橋 保 中川 里 深 好 文 吉田義則

JI i災 研 究部門 椎葉充晴 中 村 行 雄

内 水 災 害 研 究部門 同 太郎 近森秀高 角田吉弘

海岸 災 研 究部門 高 山 知 奇

藤木繁男

海域都市水害研究部門 i井上

地盤 災 研 部門

地形土壌災害研究部門 実西

横山

地すべり研 部門 佐々 恭二 末峯 竹内篤雄

鮮

耐風 構造研究部門 i桂 JI顕治｜ ！丸山 敬 羽 野 淳 介

泰雄 杉 政 和 光

災害気候 研究部門 村松久史 田 中 正 昭 憲敬 多湾英雄

暴風雨災害研究部門 光田 ータEコ古＝ー1マ『 石 川裕 彦 堀口光章

宇治川水理実験所今本博健 石垣恭 輔 宇民 正 Iit/ 11 吉男

（所長兼） 鉄男藤原清司

武 藤 裕 別

桜 島火山観測所｜ 庸夫 菌田忠惟

（所長兼） 潔 高山銭朗

味喜大介 ｜園田忠臣

潮岬風力 験所｜（桂 j顕治）！ 林 泰一 尾崎

河内伸治

白浜海象観測所｜ ｜中村重久芹津

（所長兼）

穂 砂防観測所 （高橋保） 津田豊 明 志田正雄

徳島地すべり観測所 （佐々 恭二） 福岡 浩 小間利史

大 潟波 浪 観 灘所 白井 －：了=r 内山

（所長兼）
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教 授 助教授 助 文部技宮 補佐

地域防災システム ［（高橋保）
研究センター 河田 春男 田中 聡

武藤 直＊

水 源研究センター｜池端周一 友杉 哲｜永田敏治

直＊｜多々納裕一＊

都市施設研耐震究システム 保）
センター

弘行 赤松

地震予知研究センター 久＊ 角本

地 発生 機 充彦 柳谷 俊 小泉 誠｜ 孝子

細

士官 テクトニクス 安藤雅孝 平原和朗 根岸弘明 松尾

山

地 殻 λ~、－ 
動 田中 土語

大谷

地 活 i竹内

地 失自 則彦 大志万直人 小 泉 尚 嗣

地 予知 松村 森井 瓦

（観測所） 伊藤 潔 和田

和田

北陸 平野

岡武山 勝鮮

浅田照行

矢部 征

徳島｜ ｜許斐 近藤

尾上謙介 藤田安良

寺 石 員 弘 園田保美

竹内文朗（漉谷拓郎

大 見 士 朗

J士i会J己、 移 測班｜ l梅田藤弘｜中村佳重郎！中J11 渥

丸出茂徳＊
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務部 I［事務部長］ ［総務課長］ 庶 務掛

岡本克郎永井 修 ［掛長］ ［主任］

荒木憲次山本

木村智子

研究助成掛

［掛長］ ［掛

小西康行杉本知敬

［図書室］ i上道京子

［経理課長］経理掛

明渡志郎 ［掛長］ 任］

［専門職員］下岡貞正松山 ｜中J11 利郎 j舟 橋 多 津

箕部 進 ［掛

施設掛

［掛長］ ［主任］

山田芳男北村 修

（）併任 本客員教官



改組後（平成 8年 5月11

｛呆

3 選宇

授 i助 教 授 j 助

知孝

勝利

好文

7 

文部技官 i補佐員



8 第 1章 総 説

教 授 助 教 授 助 文部技官 補佐

瀬 岬 風力実験所 林 泰一

自浜 海象観測所 中 村重久 芹j事重淳

穂高砂防観測所 津田豊明

徳島地すべり観測所 末峯 ｜小西利史

大 潟 波浪観測所 山下 i盗男

地震予知研究センター

地 テクトニクス 安藤雅孝 根岸 ヲム

地 発 機構 島田充彦 柳谷 正E九久 長尾孝子

土也 殻 λ多／Jζ、 動 田中 土居 光 小 泉 律 子

園宏

文夫

土也 震 渡辺 邦 彦 片尾 ｜竹内靖子

地震 予知 測住友知彦 大志万直人 小 泉 尚 嗣

（センター長兼）

i森井 瓦

（観測所） 上 伊藤 潔

泣谷拓郎

許斐

尾上謙介

寺石巽弘

F会U主Gる、 処 理 解 析 ｜竹内文朗 大見士朗

梅田康 弘 中村佳重郎

茂徳＊

火山活動研究センター

火 山 火 予知 和弘 井口 正 人 江頭庸夫

（センター長兼） 西 潔

大介 園 田 忠 臣

水資源研究センター

地球規模水文循環 池淵潤一 中北英一 哲

（センタ｝長兼）

太郎 馨｜近森秀高

地域水利用システム計画 友杉邦雄

萩原清子＊ 竹門康弘＊
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ンー

百大災 過 i河 田 恵 昭 ｜田中 聡

（センター長兼）

災 情報システム｜林 西上欽也

被 抑止システム 赤松 ｜北原昭男

笹本 松林宇…郎務

広瀬弘忠、＊ 角本

技術 I ［技術室長〕 ［企酉構報班長］

角田 小泉 誠 ［掛長］ （主任］

山田 勝中川 渥

［掛員］

1田

コンピュ タシステム接ト

［掛 任］

多河英雄浅田照行

［機器開発班長］機器設計掛

松尾成光 ［掛長］ 任］

中村行雄藤木

試作指導掛

［掛長］ ［主任］

杉政和光永田敏治

［機器運転班長］

羽野淳介

北JII 清水博樹

市川

［掛

藤原

細

［観測班長］ 観測第一掛

伊藤 勝 群 〔掛

尾崎 内山

河内伸治

［掛員］

正雄



10 言見

観測第二掛

［掛 任］

平野憲雄和田安男

和田博夫

中尾節郎

［掛

矢部 征

任］

藤田安良

高w銭朗

［掛

近藤

盟国

務 ［総務課長］ 庶 務 掛

関本克郎永井 修 ［掛長］ ［主任］

荒木 服 部 正 構

木村

研究助成掛

［掛長］ ［掛

小西康行大柿

｜上道京子

［経理課長］ 経 理 掛

明 渡 志 郎 ［掛長］ ［主任］

［専門職員］ 下関貞正浦嶋真次 i中JII利郎｜舟橋多津

箕部 進 ［掛員］

島尾早津紀

大政征吾

福元 隆

施設掛

［掛長］ 任］

山田 北村 fr多

（ ）併任 ＊客員教官



3. 

(2） 定 の変 遷

昭和26.4. 1 研究所設寵に伴い

教授 3，助教授 2，助手 3，事務官 1' 3, 

昭和26年度 行政整理のため，

l，減

5召手口28.8. 1 

助教授 1' 

昭平日29.4. 1 

助教授 1' 

昭不自30.7. 1 

2 

め，

l，雇員 2，増：傭人 l，減

研究所整備のため，

l，麗員 2,

研究所整備のため，

昭和31.4. 1 行政整理のため，

l，減

昭和33.4. 1 地殻変動部門設援のため，

教授 l，助教授上助手 2，技官 l，雇員 2,

昭和33年慶 定員掠替その他のため，

2，計14名

助教授 l，事務官 2，技官 I，麗人 l，増：麗員 3，減

昭和34.9. 1 地すべり部門設霞のため，

教授 l，助教授上助手 2，麗員 1' 

昭和34年慶

2 

教授 l，助教授 1' 

傭人 1' 

昭手口36.4. 1 

教授 2，助教授 2,

昭和36年度

自苦手口37.4. 1 

教授 l，助教授上

昭和37年度

3, 

4, 

の｛也のため，

1 , i成

め

に麗員 l，傭人 l，増

の他のため，

3，減

め

め，

11 
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昭和38.4. 1 地形土壌災害防止部門及び内水災害防止部門の設置並びに桜島火山観測所整

備のため，

教授2，助教授 3，助手4，雇員 3，傭人 2，増

昭和38年度 定員振替のため，

助手 l，増：技官 I，滅

昭和39.4. 1 地盤震寄部門及び＼鳥取微小地震観測所設置のため，

教授 l，助教授 l，助手 3，技官 l，雇員 4，傭人 1' 

昭和40.4. 1 砂防部門及び地震予知計瀕部門並びに上宝地殻変動観測所設置のため，

教授 2，助教授 2，助手5，技官 l，雇員 4，増

昭和41.4. 1 災害気候部門 潮岬風力実験所及び白浜海象観測所設置のため，

教授 l，助教授 I，助手4，技宮 2，雇員 4'

昭和4年度 減員配当により，

I，滅

昭和42.6. 1 耐震基礎研究部門，屯鶴峯地殻変動観澱所及び穂高砂防観測所設置のため，

教授 l，助教授 l，助手4，技官 l，雇員 2，増

昭和43.4. 1 減員配当により，

傭人 l，減

昭和44.4. 1 徳島地すべり観測所及び大潟波浪観測所の設置並びに桜島火山観測所整備と

特殊装置運転職員増のため，

教授 l，助手2，技官 1，雇員 1' 

昭和44年度 定員削減により，

助手 I，傭人 l，減

昭和45.4. 1 北陸微小地震観測所設置のため，

助手 I，技官 I，増

昭和45年度 定員削減により，

傭人 l，減

昭和46.4. 1 宇治川水理実験所及び鳥取微小地震観測所の整備並びに特殊装置運転職員増

と定員振替のため，

教授 I，助手 l，技官 2，増：助教授 l，減

昭和46年度 定員削減により，

助手 1，傭人 I，減

昭和47年度 防災科学資料センターの設寵及び定員出減により，

助教授 l，助手 l，技官 1，増：雇員 2，減
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昭和48年度 微小地震研究部門の設霊及び定員削減により，

教授 I，助教授 l，助手 2，鹿員 I，増：助手 l，傭人 l，滅

昭和49年度 宮崎地殻変動観測所の設置，桜島火山観測所の整備及び部課制の実施並びに定

削減により，

助手 2，技官 2，事務室 3，傭人2，増：事務官 1' 3，傭人 1，減

昭和50年度 定員削減により，

2，減

昭和51年度 助手定員の助教授定員への振替及び定員削減により，

助教授 2，増：助手 2，一般職員等 l，減

昭和52年度 暴風雨災害部門の設撞及び定員削減により，

教授 l，助教授 1，増：一般職員等 l，減

昭和53年度 水資源研究センターの設震及び宇治川水理実験所整備並びに定員削減により，

教授 l，助教授 l，増：一般職員等 1，減

昭和54年度 脆性構造耐震部門の設讃及び定員削減により，

教授 l，助教授 l，増：助手 2，一般職員等 l，減

昭和55年度 定員削減により，

1，減

昭和56年度 桜島火山観測所の整備及び、白浜海象観測所助手定員の助教授定員への振替並び、

に定員削減により，

助教授 1，助手 1，増：助手上一般職員等 I，減

昭和57年度 耐水システム部門の設置及び、上宝地殻変動観測所助手定員の助教授定員への振

より，

教授 l，助教授 2，増：助手3，一般職員等 l，減

昭和58年度 鳥取微小地震観測所の整備及び定員削減により，

助手 2，技官 l，増：助手 I，技寄 1 一般職員等 l，滅

昭和59年度 定員削減により，

l，減

昭和60年度 定員削減及び定年制施行に伴う より

2，減

昭和61年度 都市施設耐震システム研究センターの設置及び定員削減により，

教授 l，助教授 l，助手 2，増：助手 3，一般職員等 l，減

昭和62年度 定員削減により，

助手 l，一般職員等 l，減



14 

昭和63年度 穂高砂防観測所助手定員の助教授定員への振替及び、定員削減により，

助教授 l，増：助手 I，一般職員等 l，減

平成元年度 定員削減により，

一般職員等 1，減

平成 2年度 地震予知研究センターの設霊及び定員削減により，

教授 6，助教授 8，助手11，技官11，一殻職員等 l，増：

教授 3，助教授4，助手11，技官 6，一般職員等 l，減

平成 3年度 定員削減により，

一般職員等 l，減

平成 4年度 湾域都市水害研究部門の増設及び定員削減により，

教授 l，助教授 l，助手 2，増：教授 l，助教授 l，助手 2，一般職員等 1，滅

5年度 地域防災システム研究センターの新設及び定員削減により，

教授上助教授 l，助手上技官 I，増：助教授 l，助手 l，技官 l，一般職員等 l，減

6年度 定員削減により，

1 , i威

定員削減により，

2 , i成

平成 8 研究所の改組（大部門制 全国共同利用研究所）及び定員削減により，

教授 6，助教授 7，助手 l，増：助教授 3，助手 7' 2，減

ような変遷の結果，現在の定員は下記のようになった．

教授34，助教授38，助手32，事務官11，技官22，一般職員等18，計155名

(3) 職員の変遷

(i）所 長

昭和 昭和

棚 26. 4.21～28. 4.30 

速水煩一郎 28. 5. 1～30. 6.15 

矢 野 勝正 30. 6.16～32. 4.30 

村英 32. 5. 1～34. 4.30 

棚橋 Zロ2尽hよー・ 34. 5. 1～36. 3.31 

佐々 一一 36. 4. 1～38. 3.31 一

石 原藤次部 38. 4. 1～40. 3.31 

速水煩一郎 40. 4. 1～41. 3.31 

藤次部 41. 4. 1～43. 3.31 
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矢野勝正 43. 4. 1～44. 4.30 

石崎譲 雄 44. 5. 1～46. 4.30 

村山朔部 46. 5. 1～48. 4.30 

JI I 48. 5. 1～50. 4.30 

主食 50. 5. 1～52. 4.30 

中 島 暢 太郎 52. 5. 1～54. 4.30 

林 54. 5. 1～56. 4.30 

田和 56. 5. 1～58. 4.30 

由理 58. 5. 1～60. 4.30 

出 60. 5. 1～62. 4.30 

柴田 f散 62. 5. 1～元.4.30 

土 人 元.5. 1～ 3. 4.30 

村 友金 3. 5. 1～ 5. 4.30 

出 中 5. 5. 1～ 7. 4.30 

保 7. 5. 1～ 
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(ii） 職員

平成 3年9月1自以前のことについては，防災研究所十年史，十五年小史，二十年史，

五年小史，三十年史，三十五年小史，四十年史にすべて記載されているので，向日以前に転任

または退職しその後，防災研究所と直接に関係を持たなかった各位については下表から省略し

た．

平成8年11月1日現在

就任年月日 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動

昭26.6. 1 高 田 理 夫 助手（採用） 34.3.1 助停教年授退昇官任，， 40.4.1 教授昇教任授， 
62.3.31 京都大学名誉

6.16 石崎譲雄 兼任助教授（神戸大学） 28.4.16助教授（神戸大学から）
34.3.1教授， 60.3.31停年退官，京都大
学名誉教授

28. 5. 1 村山朔郎 併任教授（工学部） 34.4.1教授（工名誉学部教から）， 50.4.1停年退
官，京都大学 授， 7.12.26死亡

7. 1 岩佐義朗 併任助手（工学部）
29.3.31研併問究任。担4解当1除研（工守究3学6担部1当教2;授ヱ1併学），部任4助教授併， 39.4.1 7.4.1 
任教授， 教授）

9.16 石 原 安 雄 併任非常勤講師（神戸大学） 34.4.16誉教助教授教授昇授任（神，戸大学から）
36.4.1 2.3.31停年退官，京都
大学名

10. 1 関 可 秀 明 助手（採用） 32.1学~－理名16学誉理部教教学授授部にへ配置換， 41. 9 .16研究
担当 63.3.31停年退官，京
都大

29. 6. 1 岩 垣 雄 一 併任助教授（工学部） 31. 6 .1助教授（工学部から）換, 35.4.1教授

究昇任担 4学？工名8学誉部1教工教授学授部），へ配置 , 43.8.1 研当 62.3.31停年退官，
京都大

30. 4. 1 赤井浩 助教授（工学部から配置換）
35.3.1部J名1教工併誉授学教任部）授1解へ4除配9.,4.置1換＼併。.34任11. 5 .1 研究担当（工学 教停授年， 
52.3. 退官，京
都大学

31. 7 .10 角 田 吉 弘 作業員（採用） 32.7.28技技術術室員長, 37.10.1技官任宮，
8.5.11 

32. 6. 1 岸 本 兆 方 併任助手（理学部）

~学（理i·名t学誉i部教助理か授教学ら授部），昇へ3任配3置（理3換1学，停部4年0か退4ら官i'教，京授都昇任大

6.16 古 川 宗 治 助教授（理学部から配罷換） 37.2.1名教誉授教昇授任， 63.3.31停年退官， 京
都大学

33. 5. 1 ーコ一一 砦三p;之 健 併任助手（理学部）
35.4.＼学助教名教授誉授昇教昇授任任，（理学部から）48. 5. 1 4. 3. 31停年退官，
京都大

34. 1. 1 小 林 誠 臨時用務員（採用） 36.4.1技能補佐員配置換， 37.4.1技能員

配置換， 40.10.5技改術姓室（小泉）報, 43 .1.1技
宮任官， 8.5.11 企臨情班長

3. 1 角 震 睦 助手（採用） 35.4.1 助停教年授退昇官任京，39 .1.1名教誉授教昇授任，
4. 3 .31 , 都大学
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就任年丹日

4. 1 I金 多

事 その後の移動

4. 11 i高 持琢馬 i助手（採用） I 36.4.1 
換， 39.4.1
48.4.1研ラ

4. 1 I田中寅夫（助手側） I 40.4.1助教授昇任， 63.4.1教授昇在

5. 1 北川吉男臨時技能員（採用）

8. 1 1土産義人

名

潔 i助教授（工学部から配置換）

4. I I菊地茂智 i助手（採用）

4. 1 I 問 中

6.16 I久保寺

7. 1 I山 田

豊｜助手（採用）

章｜併任助教授（理学部）

勝 i鵠時用務員（採用）

35. 3.16 I柴田 撤！助教授（工学部から配置換）

10.16 I加茂幸介｜併任助手（理学部）

12. I I松尾 成 光 臨時技能員（採用）

36. I. I I i諸 国忠惟 臨時技能員（採用）

2.16 I松村律子 臨時技能員（採用）

2.26 I辻本行雄 臨時技能員（採用）

2.26 永田敏 治 鵠時技能員（採用）

4. 1 南 井良一郎 助教授（工学部から配置換）

4. 1 山元 龍三郎 併任助教授（理学部）

助手（採用）

8. 1 >J5J 野淳介 技能員（採用）

s. 1 I光 田 手信金子＝苦 助手（理学部から配置換）

項

37.4.1 
8.5.11 

43 .1.1 
, 8.5.11 

37.4.1技能員配置換， 43.1.1技官任官

41. 4 .1教授昇任， 3.9.15死亡

40.7.16 
3.3.31 

48.5.1理学部へ配置換， 63.4.1研究担当

43 .1.1技官託官， 8.5.11技術室機器運転
班長

39.4.1助教授昇任， 52.5.1教授昇任
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就任年月自 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 重b

10. 1芦田和男 併任助教授（工学部） 37.4.1助教授停（工年学退部官か， 
4.3.31 

10. 1 i奥 田 節 夫 併任非常勤講師（岡山大学） 38.4.1助教授（岡辞山職大学，から大) , 39 .1.1教
授昇任， 63.3.31 京都学名誉教授

12.16 I和田卓彦 併任講師（理学部） 39.4.1併任助教授（理学部）， 61.4.1研究
担当

12 .16 I島 通 保 併任助手（理学部） 38.4.1劫教授昇任（理学部から），
，京都

37. 4. 1 江 頭 庸 夫 助手（採用）

4. 1 奥西 夫 助手（採用） 50.5.1助教授昇任， 2.2.1教授昇任

4. 1 西 潔 助手（採用）

4. 1 経 JI顕治 助手（採用）
42.3. 1勤6講助講教綱教授師昇授昇，任（広4任ci広島大学i併学かへ任ら解; : 42 .4. I 併任非常 .3.3 除
54.2.1 島大
60.8.1 f壬

7 .16 I野間和代 技能員（採用）

アツ 用務員（採舟）

10. 1若林 賓 イ井任助教授（工学部）
60.3.31宇

38. 4. 1 中村重久 助手（採用） 56.6場 1助教授昇任

4. 1 古揮 保 助手（採用） 51. 7 .1助教授昇任， 2.6.8教授昇任

4. 1 尾池和夫 助手（採用） 48.5.16助教授
（理学部へ） , 2.11.1 

10.16 I村本嘉雄i助教授（工学部講師から昇任） 46.8.1研教授究昇任当, 6.7.1工学部へ記置換，
6.9.26 1旦

39. 3. 1 I多河英雄｜事務員（採用） I 41.4.1 事技務術官室任企官画，情4報5.斑7.1 
8.5.11 コン
ステム掛長

4. 1 i中 ill 博次 助教授（建設省土木研究所から転任） 44.4.1教授昇任（工学部へ） , 49 .1.1研究
担当

4. 1 竹内篤雄 教務員（採用） 40.4.1助手昇任

4 1 横 山 鹿 二 技術員（採用） 43 .1.1技官任官， 7.4.1助手に配置換

6. 1 加 藤 正 明 助手（採用） 40.4.1 40.6.1 併l助任助教授手，
46.4.1 ) , 57 .5. 
昇任， 2.11.23

6. 1 河 内 伸 治 事務員（採用） 43 .1.1事務官任官， 46.7.1技寄配置換

7. 1 矢部 f正 事務員（採用） 43 .1.1事務官任官， 1.11.1技官配置換

8.31 狩野俊子 用務員（採用） 48 .1.1事務官任官， 60.7.1庶務主任に昇
f壬， 63.3.31

40. 2. 1 I野中泰二郎｜助教授（採用） 54.6.1教授昇任
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就任年丹日 i氏 名｜ 事

4. 1 I高橋 保｜助手（採用）

項 その後の移動

4. 1 1竹本修 i助手（採用） 11.10.16助教授昇任（理学部へ） , 2.8.1研
究担当

5. 1和田安男 事務員制） 143 .1.1事附官打9.1技官配援換

5.16 奥 村武 劫手（関東地方建設局から転｛壬） 51. 9 .1助教授昇任（鳥取大学へ）

6. 1 野憲雄 事務員（採用）

8. 1 i小西利 史 事務捕佐員（採用）

8.16 I杉村喜子｜事務員（採用） 43 .1.1 
61.11.15 

61. 7 .1改姓（中村），

民宇

細

4
斗
A

d

斗
A

助手（採用）

事務補佐員（採用）

8.4.1教授昇任（和歌山大学へ）

42.5.16技能

4. 1 i杉政和光｜技能補佐員（採舟）

4.161中島暢太郎i教授（大阪管区気象台か椛） 61.3.31停年退官，京都大学名誉教護

5. 1後藤尚男研究担当（工学部教授） 42.4.1併任教授（工学部） , 50.4.1明究担
当， 62

5. 1 i芹揮 厚 i技術補佐員（採用） 41. 9 .1 43 .1.1技官任官，
7.4.1 

7. 1 田中正昭 助手（理学部から記置換） 48 .1.1助教授昇任

7.16 野 村 新 技能員（採用） 46.8.1技宮任官， 4.3.31定年退職

8. 1 舟橋多津 事務補佐員（採用）

9. 1 崎 秀 事務員（採用）

42. 4. 1 i小葉竹 機 劫手（採用）

4. 1 高山銭朗 技術捕佐員（採用） 47.12.1技官在官

4.16 和田博夫 事務補住員（採用） 45.7.1事務官配置換 48.9.1技官配置換

5. 1 志田 雄 技能補佐員（採用） 42.6.16技能員配霞換， 43.1.1技官任官

6.16 藤田 安 良 技指員（採用） 43 .1.1技官在官

7. 1 尾上謙介 助手（採用）

9. 1 揮出 明 勤手（採用） 63.6.1助教授昇任

9. 1 中尾節部 技街員（採用） 43 .1.1技官任官

10. 1 土岐憲コ 助教授（工学部から配置換） 50.4.1工±
授， 51.4 .1 
5.8.1 
当

10. 1 I谷訂雅子｜事務補住員（採用） I 44. 6 .19改姓（宇民） , 53.1.1事務官に採
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就任年丹日 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 重b

43. 1. 1 倉 内 洋 子 事務官（大阪大学から転任） 1.5.1事務主任に昇任， 3.1. 31辞職

4. 1 間 太部 助手（採用） 45.12.1助教授昇任， 5.4.1教授昇任

4. 1 入倉孝次郎 助手（採用） 48.5.16助教授昇任， 63.8.1教授昇任

4. 1 中村 武 助手（採用） 58.4.1助教授昇任， 63.1.1教授昇任（京
都工芸繊維大学へ） , 63.4.1非常勤講師

4. 1 中 JII 鮮 助手（採用）

4.16 吉田義期 技官（採用）

4.16 石 田 勝 久 技官（採用） 63.4.16施設部へ配置換

4.16 中 川 利 部 技能員（採用） 47.5.1技官任官

5. 1 白井 亨 助手（採用） 51. 6 .1助教授昇任， 8.3.31停年退官

5. 1 藤 原 清 苛 技術補佐員（採用） 43.9.1技官配置換

44. 3. 1 今 本 博 健 助教授（工学部から配龍換） 50.4.1教授昇任

4. 1 瀬能邦雄 助手（採用） 45.12.9改姓（友杉） , 47 .5.1助教授昇任

4. 1 上 野 鉄 男 助手（採用）

4. 1 山口正隆 助手（採用） 49.5.1助教授昇任， 51.4 .1助教授配置換
（愛媛大学へ）満, 51.4.1併任非常勤講師，
63.3.31期間了

8. 1 内山 清 技術補佐員（採用） 45.9.1技官配置換

10. 1 土居 光 助手（採用）

45. 1. 1 枝 JII尚資 助手（採用） 2.3.31辞職

1. 1 小 野 博 尉 併任助手（理学部） 50.4.1研究担当

1. 1 田 中 良 和 併任助手（理学部） 50.4.1研究担当j

1. 1 須藤靖明 併任助手（理学部） 50.4.1研究担当

5.16 渡 辺 邦 彦 助手（採用） 5.1.1助教授昇任

6.16 山口恒二 技官（化学研究所から配置換） 63.3.31定年退職

46. 4. 1 下島築 助手（採用） 4.3.31辞職

4 1 住 友 則 彦 併任助手（教養部） 49.4.1併任助教授， 50.4 .1研究担当，
2.6.8教授（教養部から）

9. 1 市 JI! 信 夫 技官（採用）

47. 4. 1 鈴木祥之 助手（採用） 61. 4 .1助教授昇任

4. 1 赤 松 純 平 助手（採用） 61. 7 .1助教授昇任

4. 1 白石成人 併任助教授（工学部） 50.4.1研究担当（工学部教授）

4. 1 長 尾 孝 子 事務補佐員（採用）

6. 1 松 村 男 助手（採用） 61. 7 .1助教授昇任

6. 1 北 村 宏 之 施設掛長（工学部から昇任） 62.6.1医学部前膳病院第一工務掛長に配
置換

10. 1 清水博樹 技官（採用）

11. 1 文字信貴 非常勤講師（採用） 48年度・ 51年度非常勤講師， 52.10.1助
教授（採用） , 62.9.30辞職

48. 1.16 藤木繁男 技官（農学部から配置換）
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就任年月日 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動

4. 1 藤田 裕一 部 助手（採用） （妓

4. 1 I江頭進治 助手（採用） 57.7.1 
6.4.1 
授）

4. 1 野呂 均 技官（採用）

6. 1 古関 洋 助手（採用）

7. 1 イ国 為成 助手（採用） 61.1.1 
61. 4 .1 

7. 1 I中村 憧 善 併任助教授（工学部） 50.4.1研究担当， 53.8.1教授昇任（工学
部） , 61.4.1 

11. 1 I盟校 治 郎 助教授（工学部講師から昇任） 7.3.16教授昇任

11.16 吉岡 龍 馬 助手（採用） 4.15非常勤講師（富山県

49. 4. 1 住藤忠信 助手（採用） 52.4.1助教授昇任， 6.9.1教授昇任

4. 1 松波孝治 助手（採用） 3.1.1助教授昇任

4. 1 大谷 文 夫 助手（採用）

4 1 河田 恵 昭 助手（採吊） 51.11.1助教授昇任， 5.4.1教授昇任

4. 1関口秀 雄 助手（採用）
4.4.1助

4. 1 安藤雅孝 助手（採用） 1.6.1助教授昇任， 2.6.8教授昇任

4 1 石原和弘 助手（採用） 2.4.1助教授昇任， 6.11.16教授昇任

6.16 竹内文朗 助手（採用） 2.6.8助教授昇任

6.16 井上 治 郎 助手（採用） 3.1.3死亡

11. 1 関田 保 美 技官（採用）

50. 4. 1 梶川関子 事務補佐員（採用） 57.12.24改姓（北村）， 4.3.30任期満了

4. 1 片山 ま青 技指捕佐員（採用） 1.11.11辞職

5.16 諏訪 治a 助手（採用） 1. 6.1助教授昇任

11. 1 末峯 烏コ金主二 助手（採用） 62.12.1助教授昇任

11 1 足立紀尚 助教授（工学部から記寵換） 58.2.1教授昇任（工学部へ） , 58.4.1研究
担当

51. 4. 1 I j事井健 助手（採用） 55.10.1 
5.4.1 

4. 1寺石員弘 助手（採用）

52. 4. 1 山下 i建男 助手（採用） ¥ 8.4.1助教授昇任

4. 1 林 泰 劫手（採用）

4. 1 西 村 進 研究担当（教養部助教授） に配置換， 3.3.1教

7. 1 谷地 義 人 助手（採用） 61. 4 .1助教授昇任， 7.3.31辞職

7. 1 小田卓 美 事務補佐員（採用） 4.10.15辞職

53. 4. 1 六回 京 子 事務補佐員（採用） 61. 7 .3改姓（上道）
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就任年月日｜氏 名！ 事 項

4. 1 I鹿田 勇 i研究担当（理学部助教授）

4. 1 i黒磯章夫｜研究担当（理学部助手）

54. 2.16 I地 獄 周 一l教授（工学部助教授から昇任）

4. 1 i大 年 邦 雄i助手（採用）

4. 1 i平野呂繁｜非常勤講師（採用）

7. 1 I藤原悌三｜助教授（工学部講師から昇任）

55. 4. 11大久保賢治｜助手（採用）

56. 4. 1 I中間 一｜助手（採用）

4. 1 I八嶋 厚｜助手（採用）

4. 1 i石坦恭輔｜助手（採用）

4. 1 i小尻利治｜助手（工学部から配置換）

6. 11佐 々 恭 ニ i助教授（農学部助手から昇任）

6. 1 I井口正人i助手（採用）

その後の移動

59.2.16教授（理学部） , 3.3.31期間満了’

2.3.31期間満了

6.4.1助教授昇任（高知大学へ）

62.4.1非常勤講師（大販府立大学文学部教
授に 2.3.31期間満了

60.8.16教授昇任

7.4.1助教授昇任（岡山大学へ）

2.11.1助教授昇任

2.3.1助教授昇任（岐阜大学へ）

7 .1.1助教授昇任

56 .11.1助教授昇任， 60.10 .1助教授配置
（岐阜大学へ） , 60.10.16併任非常勤講
61年度・ 62年度併任非常勤講師（客
, 63.11.16併任非常勤講師

57. 4. 1 I佐藤昭治｜総務課長（庶務部学務主査か州王） I 62 .4.1原子エネルギー研究所事務長に配

4. 11村上春茂｜事務官（工学部から配置換） 162.1.16教養部へ配置換

4. 11竹内邦良｜併任助教授（客員）（山梨大学） I 57. 5.1併任解除， 63.4.1併任教授（客員），
2.3.31 

4. 1 森 田 司 郎 研究担当（工学部教授）

10. 1 JI j 合 忍 事務官（霊長類研究所から配置換） 62.4.1施設部へ配置換

58. 4. 1 清 野 純 史 助手（採用） 5.4.1助教授昇任（山口大学へ）

4. 1 増本経夫 助手（採用） 63.4.1技官転任（農林水産省へ）

4. 1 一 村 権i助手（採用） 5.10.1助教授昇任

4. 1 山本 清 経理課長 61. 4 .1農学部事務長に配置換， 63.4.1事
ルギー研究所事務長

6 .16 I平鹿和朗｜助手（採用） I 2.6.8助教授昇任， 8.4.1教授昇任（名古

59. 4. 11田中丸治哉｜助手（採用） I 7 .4 .1助教授昇任（神戸大学へ）

59. 4. 1 I鵜 子 孝 夫i経理掛長 I 62.1.16庶務部第二給与掛長に配置換
ら転任）

4. 1 J天 野 慶 子j事務官（採用） I 63 .3.21改姓（由本） , 6.11.1工学部へ配
置換

4. 11岡 田憲、夫 If井任助教授（客員）（鳥取大学） j 61.5.1教授昇任（鳥取大学） , 3.4.1教授

4. 1 I西村敬 研究担当（理学部助手）

4. 1 I山田善一｜研究担当（工学部教授）

7. 1 I 中田豊二｜事務官（理学部から配置換） 62.4.1経理主任に昇任， 2.4.1経理部へ
配置換
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就任年丹日 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動

10. 1水本邦 63.3.31期間満了

62.10.16助教授昇任（鳥取大学へ）

4. 1六 車 6.3.31停

4. 1 I足 立

4. 1 I秋吉駿 1.4 .1木材研究所庶務掛長に配置換

7. 1 I佐藤良 63.6.1ヘリオトロン核融合研究センター
に配置換

10. 1 丸出 敬 助手（採用）

10. 1 中北英 助手（採用） 3.1. 1助教授昇任

61. 2. 1 語上欣塩 助手（採用） 8.4.1助教授昇任

4 1 漆田純 5号 助手（採用） 6.4. 1助手配置換（工学部へ）

4. 1 岩 井 哲 助手（採用）

4. 1 渋苓拓郎 助手（採用）

4. 1 水 主主義彦 併任教授（客員）（富山大学） 63.3.31併任期間満了

4 1 重富盛 宏 研究担当（理学部助手） 2.6.8助手（理学部から記置換）

4. 1 藤田 欣 也 事務部長 62.4.1 に配置換，
ルギー研究所事務長 3.3.31 

4. 1 I西 村 正 i経理課長 1.4.1薬学部事務長に配置換
ら配醤換）

4. 1 藤田 f散 事務官（庶務部から露日量換） 1. 4.1農学部へ配讃換

4. 1 小／II 俊 雄 併任非常勤講師（高知大学教護） 63.3.31併在期間満了

4 1 川崎 一 朗 併任非常勤講締（富山大学教授） 1. 3. 31併任期間満了

4. 1 下 津 司 併任非常勤講師（熊本大学助教授） 63.3.31併託期間満了

6. 1 堀口光主義 助手（採用）

6. 1 永田硲 事務官（工学部から配誼換） 1.1.16経理部へ記置換

7.16 上白木 事務捕佐員（採用） 1. 7 .15辞職

8. 1 篠 塚 63.4.1プリンストン大学教授， 3.3.31期
期満了

12 1 元.3.31併任期間満了

62. 1.16 I塩 63.8.1 医学部前臆病i
量換

1 16 山下勝郎 事務官（霊長類研究所から記置換） 1. 6 .1若狭湾少年自然の家へ転任

4. 1 村松久史 教授（運輸省から転任）

4. 1 黒田勝彦 研究担当（工学部助教授） 13.3.31期間満了

4. 1 小林正英 研究担当（工学部講師）
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就任年丹臼｜ 氏 名 事 項 その後の移動

4. 1 I北原昭男｜助手（採用）

4. 1 i山下輝夫 i併任非常勤講師 I 2.3.31併任期間満了
I （東京大学地震研究所助教授） ｜ 

4. 1 I石 井 孝 行i併任非常勤講師 I 63.3. 31併任期間満了
｜（大阪教育大学教育学部教授） I 

4. 1 I泉 拓良｜非常勤講師（客員助教授） I 3.3. 31期間満了
｜（奈良大学文学部助教授）

63. 4. 11小林信久i非常勤講師
（アメリカ合衆国デラウエア大
学准教授）

4. 11松村昭一｜事務部長（理学部事務長から昇任） I 63.3. 31辞職

4. 1 I林 泰 司｜総務課長（庶務部学務主査から昇在） I 3.4.1経済研究所事務長に配置換

4. 1 I安藤捷行｜施設掛長 I 7. 4 .1工学部経理課施設掛長に配置換

4. 11間 瀬

4. 1 浦圭

（医学部施設掛長から配置換）

肇i研究担当（工学部助手）

非常勤講師（客員教授）
（立命館大学文学部教授）

4. 1 I吉田健邦

4. 11高 橋 徹｜事務官（庶務部から配置換）

4.16 I.：：：.方春房｜技官（施設部から配置換）

6. 11中村 隆 i事務官（薬学部から配置換）

6. 11長谷川 勉 i事務寄（施設部から配置換）

6.16 I関村美津子｜事務官（工学部から配置換）

8. 11 i窪田 陽 i経理掛長
｜（経済研究所会計掛長から配置換）

11.16 I山田道夫｜助教授（理学部助手から昇任）

64. 1. 11小泉尚嗣｜助手（採用）

8.4.1助教授配置換（工学部から）

63.8.1死亡

1.12.31辞職

3.4.1施設部へ配置換

2.4.1医学部附属病院へ配置換

3.4.1教養部へ配置換

3.4.1陸学部附属病院へ配置換

2.4.1施設部庶務掛主任に昇任

2.12.1経理部支出掛長に配霞換

4.10.1助教授に転任（東京大学へ）

8.10.15通商産業技官（工業技術競地質諦
査所）に転任

平 元 1.161押谷宗薩｜事務官（原子炉実験所から配融） 14.4.1経理部に配置換

4. 11黒深好文｜助手（採用）

4. 11近森秀高｜助手（採用）

4. 1 I梅田康弘｜研究担当（理学部助手） I 2.6.8助教授昇任（理学部から）

4. 11小 林 芳 正i研究担当（理学部助教授）

4. 11渡 遺 晃 i研究担当（理学部助教授） I 2.6.8助教授配置換（理学部から），
I I 4. 7 .1教授昇任

4. 11仲 村 研 i非常勤講師（客員教授） I 2.3.13死亡
I （悶志社大学人文科学研究所教授） ｜ 

4. 1 I西田良平｜併任非常勤講師 I 3.3.31併任期間満了
（鳥取大学教養部教授）

4. 11山本康正｜非常勤講師（客員助教授） I 3.3.31期間満了
（帯京大学文学部助教授） I 

4. 11近藤心正｜経理課長 j 3.4.1名古屋大学工学部事務部長に昇任
（名古屋大学工学部から配置換）
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就在年丹al氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動

4. 1 i大塚勝弘 研究助成掛長 4.11.1人文科学研究所庶務掛長に配霞換

掛（東長南かアらジ配ア置研換究）センター庶務

4. 1 I大山達 夫 庶務主任（教養部から配置換） 5.10.1医学部庶

7. 1 真下 ’刀＝会て， 事務官（工学部から配寵換） 2.3.31経理部へ配置換

7. 1 岩田知孝 助手（採用）

11.16 森 井 瓦 助手（採用）

2. 1. 1 田中自出男 I 2.12.1庶務部庶務掛長に配置換
ら昇任）

4. 1 酒井哲郎 研究担当（工学部劫教授）

4. 1 嘉門雅史 研究担当（工学部助教授） J 3.4.1教授昇任（工学部から）

4 1 木村 一7口"G 研究指当（工学部助手）

4. 1 巽 好幸 研究担当（理学部助手）

4. 1伊東太作

4. 1 I秋山紀子

4. 1 I蓮田 清

4. 1 i田中農吾

4. 1 谷 津 充 事務部長（霞学部事務長から昇任） 4.4.1化学研究所事務部長に配置換

4. 1 奥村 成 和 経理主任（経理部から配置換） 5.1.1法学部会計掛主任に配置換

4. 1埜遺 勝 事務官 4.7.1大学入試センタ に転任
オトロン核融合研究セン

ターか

4. 1 木村浩一 事務官（経理部から配寵換） 15.4.1数理解析研究所へ配誼換

4. 1 余田成男 研究担当（理学部助教授）

5. 1 野藤監志 助手（採用）

6. 1 小山靖憲、

6. 8 島田充彦 助教授（理学部助手から昇任） 4.12.1教授昇任

6. 8 行竹英雄 助手（理学部から配置換） 5.6.1助教授昇任， 6.11.16死亡

6. 8 菊 田 車取 経理主任（理学部から配置換） 5.4.1大型計算機センター会計掛主任に記
寵換

6. 8 伊藤 潔 助手（理学部から配置換） 3.11.1助教授昇任

6. 8 中 村 佳重郎 助手（理学部から配置換）

6. 8 飯 尾 能 久 助手（理学部から配置換） 15.4.1防災科学技指研究所技官に転任

6. 8 許 斐 産 助手（理学部から配謹換）

6. 8 空手田市 技官（理学部から配置換） 16.3.31定年退職

6. 8 中 JII 渥 技官（理学部から配寵換）
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就任年月日 氏 名 事 項 -f の 後 の 移 動

6. 8 伊藤勝祥 技官（理学部から配置換） 8.5.11技術室観測班長

6. 8 浅田顕符 技宮（理学部から配霞換）

6. 8 近 藤 和 男 技官（理学部から記置換）

6. 8 堀畑 美 智 子 事務補佐員（理学部から配置換）

6. 8 竹 内 晴 子 技術補佐員（理学部から配置換）

8. 1 藤 森 邦 夫 研究損当（理学部助手）

8. 1 中 JII 良巨 研究担当（理学部教授）

12. 1 藤 田 勝 I s.1.1薬学部会計掛長に配置換
ンタ

12. 1 I前 野 正 世

12. 11深尾良夫
（名古監大空

3. 4. 1 片 尾 浩 助手（採用）

4 1 勝見 武 助手（採用）

4 1 西 憲 敬 助手（採用）

4. 1 入船徹男

4. 11藤井 健

4. 1 TAKAHASHI, 
TSUTOMU 

4. 1 I室 崎 益 輝
（神戸大学工学部教授）

4. 1 I林 春男 併（広任島助大教学授総（客員） 6.4.1 ら），
合科学部助教授） 8.5.11 

4. 11増谷晃一 総務課長（庶務部給与主査から昇任） 4.12.1経済学部事務長に配置換

4. 1竹内義之 6.4.1大阪教育大学経理部経理課長に配置
ら配霞換） 換

5.4.1理学部第一教務掛主任に配建換

4. 1和田俊奇 5.10.1生態学研究センター研究協力掛長
に昇任

4. 1 杉 本 知 敬 事務官（採用） 8.4.1放送大学学菌に転出

4. 1 尾 原 邦 子 事務補佐員（採用） 4.12.31辞職

4. 1 有 村 加奈子 技宇野補佐員（採用） 6.3.30任期満了

9. 1 金尾政紀 助手（採用） 5.3.30辞職

4. 3. 1 大志、万直人 助教授（採用）

4. 1 能 島 暢 呂 助手（採用） 15.3.31辞職

4. 1 味 喜 大 分 助手（採用）

4. 1 中島正愛 助教授（神戸大学から転任）
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就任年月日｜ 氏 その後の移動名 項事

4. 1 I丸山 科 輔i研究担当（農学部教授） I 5.3.31期間満了

4. 1 i長谷JII 高志 i研究担当（農学部教授） I 5.3.31期間満了

4. 1 I北 勝 利 l研究担当（工学部助手） I 6.4.1助手配置換（工学部から）

4. 1 I北関豪－ I研究担当（理学部助教授） I 

4. 1 I森野 捷 輔i併｛壬非常勤講師 I 7.3.31 f井任期間満了

4. 1 i大 村 誠｜非常勤講師 I 6.3.31期間満了

4. 1 I塩 野 耕 ニi非常勤講師 I 7 .3.31期間満了

4. 1 I矢守克塩i非常勤講師（客員助教授） I 7 .4.1非常勤講師

4. 1 I 1靖国守 正 ｜ 事 務 部 長 I 6.3.31定年退職

4. 1 I前野敏 昭i事務官（工学部から配置換） I 7 .4 .1京都田立博物館に転任

6. 1 i井 上 和 世i教授（工学部助教授から昇任）

10. 1 i細田 尚｜研究担当（工学部講師）

関1
1ム
守

1
ム

ハH
V

1

1

A

句

1
i

方

gA

12. 1 i土田芳

5. 1. 1 I山本幸

1. 1 I f乍 出

2. 1 I 北 村

4. 1 i大 石

雄 l研究担当（工学部助教授）

谷 7.4.1庶務部人事課器科掛長に配置換

6.7.31辞職

7.4.1経理部主計課監査務長に配謹換

8.4.1経理部へ配置換

7.4.1施設掛主任に昇任

4. 1 I津田純男｜助手（採用） I 6.4.1助手ι記置換（工学部）

4. 1 I釜江 克 宏i研究担当（原子炉実験街頭j手）

4. 1 I河野允宏i研究担当（工学部助教授）

4. 1 i岩嶋 樹 塩i融担当（理学部助教授） I s.4.1併任非常勤講師

4. 1 I金田章裕｜研究担当（文学部助教授）

4. 1 !GE山 R ｜併託非常勤講師 I s.3.31併任期間満了

4. 1 I校 JII 尚 資 i非常勤講師（朝日大学教養部教授） I 8.3.31期間満了

4. 1 i中高 靖 人i非常勤講師 I 8.3.31期間満了

4. 11下 島 栄 一 ｜ 非 常 勤 講 師 I 7 .3.31期間満了

換置
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部
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4. 1 I木村政昭i併任非常勤講師 I 7 .3.31併任期間満了
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就任年月日 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動

4. 1 武藤 直 非（手常勤講師（客員教授） 8.3.31期間満了
同志社大学文学部教授）

4. 1 長谷川 5召 併任教授（客員） 7.3.31併任期間満了
（東北大学理学部教授）

4. 1 西村 廉 専門職員 7.4.1医学部F付属病院医事課専門職員に配
（人文科学研究所会計掛長から配置換） 置換

4. 1 山 本 正 幸
庶（工務学掛部総主務任課庶務掛主任から配置換）

8.4.1大型許算機センター庶務掛主任に配
置換

4. 1 三井唱子
庶（大務型掛計主算任機センター共同利用

7.4.1工学部衛生工学科事務主任に配置換

掛主任から配寵換）

4. 1 松 山 圭 子
経（農理学掛部主用任度掛主任から配置換）

8.4.1総合人間学部総務掛主任に配震換

9. 1 福間 浩 助手（採用） 8.4.1助教授昇任

10. 1 飯 田 恭 敬 研究担当（工学部教授）

10. 1 本 多 信 義 成務掛長 7.10.1理学部庶務掛長に配罷換
（へリオトロン核融合研究セン
ター庶務掛長から配置換）

10. 1 田中敏明
経（化理学掛研究主所任経理掛主任から配置換）

7.10.1農学部経理掛主任に配置換

12. 1 河合宏允
非（東常京勤電教機師大学工学部教授）

6.3.31期間満了

12.13 松本武雄 非常勤講師 6.3.31期間満了
（金沢工業大学工学部教授）

6. 2. 1 大 見 士 朗 助手（防災科学技能研究所から転任）

4. 1 費 馨 助教授（蚊車大学から転任）

4. 1 五川硲彦 助教授（採用）

4. 1 武藤格別 助手（採用）

4. 1 縄田篤正 研究担当（理学部教授）

4. 1 鎮 西 清 高 研究担当（理学部教授）

4. 1 小 橋 澄 治 研究担当（農学部教授）

4. 1 木 田 秀 次 研究担当（理学部教授）

4. 1 鳥居雅之 研究担当（理学部助教授）

4. 1 椎葉充晴 研究握当（工学部助教授） 7.4.1教授昇任

4. 1 東 敏 博 研究担当（理学部助手）

4. 1 久 家 慶 子 研究担当（理学部助手）

4. 1 家 森 俊 彦 研究担当（理学部助教授）

4. 1 大倉敬宏 研究担当（総合人間学部助手）

4. 1 鈴木 有 非常勤講師（金沢工業大学教授） 8.3.31期間満了

4. 1 古谷尊彦
併（千任葉非大常学勤教講養師部教授）

4. 1 今脇資郎 併任非常勤講師
（九州大学応用力学研究所教授）
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4. 11檎弁 8.3.31期間満了

4. 11西山 8.3.31期間満了

4. 1 i角本

4. 11渡 辺 8.3.31併任期間満了

4. 11多々納裕 8.3.31併任期間満了

4. 11岡本 克郎 事 務 部 長 （ 工 棚 務 課 問 任） 8. 9山9口3吋職

4. 1明渡志

8. 11永井
（庶務部人事課課長補佐から昇任）

12. 11笹井洋 7.3.31辞任期間満了

12. 11塩崎 7.3.31併任期間満了

7. 4. 1 高山知司 教授（港湾技指研究所から転任）

4. 1 田 圭 助教授（採用）

4. 1 奥田泰雄 助手（謀用）

4. 1 上谷宏 研究担当（工学部教授）

4. 1 長 谷川 高 士 研究担当（農学部教授）

4. 1 深 尾

4. 1藤震建

4. 1 筒井智

4. 1 吉田

4. 11定道成

4. 1 林 JI慎

4. 1櫛谷

4. 11丸

4. 11小西康
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就任年月日｜氏 名 事 項

4. 1 I箕部 進

4. 11 f 岡 貞 正｜経か（福理ら井転掛医任長科） 大学会計課監査係長

4. 11山 田 芳 男i施（京設都掛国長立
博物館管理課施設主

任から昇任）

4. 11木 村 智 子
庶（人務文掛科主学任研究所から昇任）

4. 1 福本 隆 事務官（採用）

6. 1 諸問繁洋 助手（採用）

7. 1 田中 聡 助手（採用）

9. 1 根 岸 弘 明 助手（採用）

10. 1 根回 胞 研究担当（理学研究科助手）

10. 1 荒木 次

10. 11浦嶋真

8. 1. 1西 田 泰 典

1. 11石 経 士

4. 1 立川康人 助教授（工学部助手から昇任）

4. 1 馬 場 康 之 助手（採用）

4. 1 山 本 圭 吾 助手（採用）

4 1 布野｛彦可 研究損当（工学研究科助教授）

4 1 杉万俊夫 研究担当（総合人間学部教授）

4. 1 淡 路 敏 之 研究担当（理学研究科助教授）

4. 1 松本 勝 研究担当（工学研究科助教授）

4. 1 後 藤 仁 志 研究担当（工学研究科講師）

4. 1 中西 良5研究担当（理学研究科助教授）

4. 1 中 JI! 大 研究担当（工学研究科助教授）

4. 1 綴 顕 一 紀併（東任京非大常学勤地講震師研
究所助教授）

4. 11沖 村 孝 併（神任戸非大常±勤講師
学工学部教授）

4. 11松 田 誠 祐 併（高任知非大常学勤農講学師部
教授）

4. 11五十嵐 丈 ｜併実（東任験京施非大常設学勤助理講教学授師部） 附属地殻科学

その後の移動

8.9.1庶務部研究協力課専門職員に配置換

8.4.1経理掛主任に昇任

8.3.31併任期間満了

8.3.31併任期間満了



4つ． 31 

の 移 動

4. 11高橋 介ヴ主よー？ 

4. 11萩原 清 子

4. 1 i竹門康弘

4. 11 笹本正 治

4. 11松林宇一郎

4. 11服部正樹

4. 1 大柿 泰 章

4. 1 島 尾

4. 1 大政 征 吾

5.111長能 正 武

5.111渋谷秀樹

5.111ft 瀬弘忠

9. ll!l! 本 明

10. 1 1中村典秋
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(4) 予算の変遷

度｜ 初年度

司片

人 ｛牛 費

物 件 費

営 繕 費

補科学研助究費金

計

5,639 

2,394 

3,152 

93 

5,639 

円
万

7 

7 / 

平成 3年度

2,353,941 

1,506,774 

835,867 

11,300 

177,200 

2,531,141 

ー ノ

／ 

一

， ，， 

－酬・’

平成 4年度 平成 5年度

2 197 911 3,521,347 

1,312,878 1,548,227 

837,033 1,967,328 

48,000 5,792 

133,100 221,600 

2,331,011 3,742,947 

土ゴ

I ¥ 
I ¥ 
I¥ ／ 

／ 
／ 

ν 
／ 、＼ ¥ / 

／ 

／ 

J” ・9卜＼ ／ 
『，， 、ν

,' 

伯mmmmmm刈刈mmmmMmmm山川mmmm抑制mmmm抑制m側mm抑制問側側抑制側抑制抑制問団444444333333333322A2222Z22ZI－－hILL－－HLL 

／ ／  ，，， F『‘・ －－－－圃守－』 _..,..•'"-. I/ 
I I J J ‘ 、ι師同・・・・

-/-h ’ 
I ¥ 

I I 

/ ／，’ I ミ‘ 
／／／ 

a”“、 ，，，、、．． ，，， 』一 ト.；－ 』也、 .... 
IP .,,..,,,. J;  』『『.J/

・---一－ 、、
II!,乙＃ーーー h 句、レ’

（単位千円）

平成 6年度 平成 7年度 備 考

2,318,182 4,058,312 

1,346,525 1,349,277 

933,254 2,663,035 

38,403 46,000 

182,300 212,900 

2,500,482 4,271,212 

予算総額

I 1 
I ¥ 
I ¥ 

¥ I 
¥ I 
¥ I 
¥ I 

物件費

／ ＼ 

17 
司、

11', 

ノ、‘ i〆 、＼.. . 

/ ＼ 、17/ い同一－
口F ．． 

人件－費

， 

，．． 

」回’F 』．ー－ i-

._ .. -一’ 、、、

， 
..... 

ーー・・

科学研究費補助金

営繕費
』 旬 、 ， ， ， 

26 56 57 58 59 60 61 62 63 元 2 :1 4 5 6 7年度
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(5) 土地および建物の変遷

( i) 土地の変遷

名 称！所 在 地 Is. 4. 1 

現有

守！ m2 

災害観測実
験センター

61,594.28 

4,099.17 

2,150.92 

7,779.73 
観測所

3,380.49 無｛賞

2,047.27 

3,292.23 

232.20 無償

1,776.00 

33 

選

備考

2m 
m2 マ，

m・ 

｛昔地
1、194.lm2 

有償

992.06 

82.70 

2,826.00 2,826.00 
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名 称 ｜所 在 地 Is. 4. 1 I車 q佳世｜車 A相官 I:w: i:;住昨i車問庇l:s:iz7佳唐｜備 考

現有

I 1」248. 

m2 

火山活動研I観鹿鶴測郡所桜児崎本島島所
究センター 町県鹿横兇山字島

ハ鹿郡揚ル松児ケタ島谷島山観県町鹿赤測室児生原島I 37,840.22 

6,377.48 

390.751 l有償

1,497.46 有償

5,095.25 有償・無償

150.00 無償

小池鹿郡観桜児測島島室
303.501 ｜無償

郡 横県鹿山芋児羽島

山

古里観測室 i無｛賞
鹿見島市脊村町
30 

l有償’

16.00I ｜無償

16.11 I i有償

7. 711 l有償

14.401 l無償

黒神潮位島観市測室 ｜ 12.201 ｜無償
鹿児 黒神町
塩ケ元
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平成

名 称 i所 在 地 Is. 4. 1 7年度｜嬬 考

現有

1~ ！無償

16.19 有償

168.00 

64.50 有償

82.801 i有｛賞

113.00 有慎’

90.80 有償

103 .oo I i有償

36.00I ！無償

12.001 ｜無償

16.00I i無償

36.00I l有｛賞

366.00I i無償

3.001 ｜無償

36.001 i有償

4.001 i無｛賞
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平成
百づkえ 遷

名 称 i所 在 地 Is. 4. 1 
年減度 平増6年減度 年減度｜ 髄 考

現 有

m' 百1' 町1宮 出？ m' 

新鹿島桜観児測島島室県町鹿赤児水字島
100.00 100.00 

郡島村3509

｜有償

634.50 無償

10.00 無償

100.00 100.00 有｛糞

1.621 1.62 I ｜有償

口鹿永良部島島観熊灘点l 110.001 I 110.00¥ 1有償
見原毛郡

上屋久町口永良
部島字新獄

吉松鹿吉松児GPS観姶測良点｜
｜有償

島田T県中津川郡字

中津久弥

大根占島町G神県P肝川S字観属郡H測｜点大路｜ 
｜有償

鹿根迫児占

開臆閉GPS観揖田測宿字郡点酋｜ 
｜有償

児関島県

抱関地町仙

i有償

口永良部島GP s I 16.ool ｜有償

観測鹿点児久島県熊毛郡

上屋町口永良
部島字上中関

屋久島島町G一県P熊捧5観字毛測郡手点上ノI 
｜有償

鹿屋見久

字都西
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平成
方3公ζ 選

名 称 ｜ 所 在 地 Is. 4. 1 年減度｜ 備 考

現 有

江1'

16.00 16.00 

16.001 16.00I ｜有償

地究震セ予ン知タ研l｜ 
385.401 ｜有償

429.87 

鳥取観測所 12.00 無｛賞

12.00 有償

12.001 ｜有償

16 I i有償

172.90 I i無償

13.17 I ｜無償

8.99 I ｜有償

126.011 ｜無｛賞

73.611 i無償

203.30 無｛箕

上宝観溺所 観測所本所 3,461 
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平成
万3すζてー 遷

名 称 i所 在 地 I s. 4. 1 年減度｜ 備 考

現有

m2  泣12 立1空 打r 行1'

蔵柱岐宝観阜村測字県室
443.60 

吉城郡上
村 蔵柱

鎌田山観測室 I 1,129.sol ｜脊｛賞
長野県須坂市和大
字阪国字大合
705 

天生岐合観阜村測室
｜無償

下県吉丹城ケ郡瀬河

橘原観測室 ｜有償
富山県上新川郡長
大沢野町町
152 

福光富福観測室
｜有償

山県西砺波
光町才JI！七郡字

八坂75のl

｜有償’

222.001 i無償

朝自観測室 i無償
富山県下新川郡
朝日前石谷上土
247 

七尾観川町測県字室七子尾利市 ｜ 
｜有償

石 多
根屋
477-4 

宝立観測室 ｜有償
石川木県宝立町大
町混 55-11 

宝立観測室 ｜有f賞
石川県宝立町大
町泥木592甲56
字34

｜有償

宝立観測室 ｜脊｛賞

お川木県宝立町大
町泥 56字28

宝立観測案 ｜有｛賞

石川木県宝立町大
町泥 56字37

宝立観測室 i有償
石川木県宝立町大
町沼田字38
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平成

名 称 ｜ 所 在 地 Is. 4. 1 考

現 有

m2 n12 m2 凶？ m2 m・ 

161.82 無｛賞

北陸観測所 観溺所本所 1,055.00 

21.48 手H言

1,687.94 有償

16.00 無償

12.001 ｜有｛賞

12.001 i有憤

9.90 I ！有償

150.00I i有償

16.00I i無償

40.00I l有｛賞

宮崎観測所 2,988.28 

699.92 無償

412.00 無償

244.00 有｛賞
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平成 変 遷

名 称｜所 在 地 Is. 4. 1 
年減度 平増7年減度｜ 備

考

現有

mz m 2  mz 百1' 立12 

高城宮高蕨観崎城ケ測野県町北室大国諸字県四郡家

95.14 

野国有林

串字間宮国観崎大有林測矢県室

i有償

串間市矢大
取大取

伊佐西姶観良川郡測西室吉国松有町林川
｜有償

114林班そ，れ

屯鶴峯観測所｜観概所良本県所 ｜ 675.94 

奈 県町北穴葛城郡
香芝 虫

774.57 

55.92 有償

由良観歌測室 218.18 有償

和 町山大県日高郡
由史 字星字
里山1228のl

観都長測室
180.22 有｛賞

市左京区岩
谷町1032

天ケ瀬府観仙測宇郷室
3,095.00 

京都 治市志
津川 谷

紀州観測室 ｜有償
和歌山県南牟婁
郡峰紀和町湯の口

10 12 

徳島観測所i観f測恵所島本県所 I 1,328.oo 
県名井西郡石

井町石 2642-1 

那徳賀観賀島測室
｜無｛費

県那賀谷郡字上
那町平 下
モシキ谷9

穴徳吹観島測県室 ｜ i無償

美馬字郡首穴
吹町口山 野
520 

鷲動徳敷字観町北島測大地県室那字56和賀9郡食郷鷲

｜無償
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平成

名 称 ｜ 月号 在 地 I8. 4. 1 備 考

現有

mz m・ mz mz 紅12 m2 

19.83 無償

188.02 有償

140.00 無償

130.00 I ｜無償

逢坂出罷ill~所 i 観測所本所 162.751 ｜無慣

2,485 無f賞
12.00 無償

312.43 無償

320.29 無償

開武山観測所i観部所本所 7地,196.0 
（ 上権

91,345) 

［無｛震

30.871 ｜無償

191.08 有償

33.11 有｛賞

13.22 無償
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名 称 i所 在 地 Is. 4. 1 
年減度 平増6 年減度｜ 備 考

現有

和肉都町親字測府室
138.ool 

京 船井郡和
知 坂原小字
架ノ谷12-1,13,
65 

八木京都観測室 ！有償
府船井郡八

朝木倉町八15木－2嶋小字

京北京都観測府室 48.521 i有償・無償
北桑田郡

京北町大字塔

妙見観阪町測府大宇室豊能野郡間 ｜ 
i無｛賞

自主
勢町 中

i無償

70.001 i有償

118. 38 無償

4017 

山崎兵富観庫町測三県室
25.00 無償

町三森宍粟字郡ハ安ヤ

355-8地先

北淡町地震｜｜兵庫県島津名浦郡字北淡｜ 35.叫無償
予知観測施設町野墓 拝夫

1023-3 

36.ool無償

272.00 272.00 無償

兵1町0庫4舟3－県木7津字名中郡ノ北淡熊｜ ｜ 140.00 140.00 無償

543…102 

そ の 他｜炭山観都直測府谷室 ｜ 
113. 00 

京 宇治市炭
山 31

醍醐宇観治測市室 ｜ 497.00 
炭山乾谷

24番地2

強震観都測府室 ｜無償
京 久世郡久
御山町
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平成

名 称 i所 在 考

m' 
口Tl｜無｛賞

5.70 

9.721 ｜有｛賞

2-2 

有償

有償

償

償

境

賞

有

有

有

有

償

償

有

有

有｛賞

無償
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(ii）建物の変遷

平成
万c::;'F:ι 選

名 称 ｜所 在 地 Is. 4. 1 
平増3 年減度 平増6年減度 年減度｜ 備 考

現 有

店1宮 口1守 m' 立1' m 空

防災研究所 5,560 559 

18,473 1,648 5 下段延面積

草災食害セ観ン潟タ実ー

宇治川水理 路京都下市三伏栖見罷横大 ｜上下段段建延面面積積実験所 9,407 

潮岬風実験力 実験所本所西潮（本牟岬館婁） 建 83 
所 和歌山県 延 228 

郡串本町潮

25 
25 

153 
335 

建 244 
延 280 

建 40 
延 40 

徳島地す観べ測所り｜｜観徳測所島本県所三好（本郡館池） 延建 182 
182 

田町

観測本室所内に設置
建 154 
延 154 

大潟波浪 I観測新所本所中（本館） 建 166 
観測所 潟県頚郡大 延 166 

潟町

観視本1室所内に設置
建 99 
延 99 

火山活動研 観鹿郡鶴測所児桜崎本島所県町横鹿（本児山館島字） 建
41 

究センタ… 島 延 868 41 

ハルタ山島観県町鹿測赤室児島｜｜建延
83 

鹿郡揚松児島 生原
183 

ケ谷

記録室 ｜建 77 
ハルタ山観測室延 77 
内に設置

30 
ハノレタ山観測室延 30 
内に設建

黒神鹿児黒観神測島室県鹿児島l建延 48 
48 

市町5738 
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平成

名 称｜ 所 在 地 Is. 4. 1 年減度平6年度平7年度i備 考

現 有

ロY m2 mz 町1宮

建 3 
延 J つ

F主 3 
延 3 

建 134 
延 134 

建 8 
延 8 

建 5 
延 ;) 

建 J つ

延 3 

建 4 
延 4 

建 4 
延 4 

建 3 
延 3 

建 3 
延 3 

建 4 
延 4 

建 4 
延 4 

建 6 
延 6 

建 6 
延 6 

建 6 
延 6 
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平成
万,5'r<ι 遷

名 称 ｜所 在 地 Is. 4. 1 
平増6年減度 平増7年減度｜ 備

考

現有

m2 打1雪

6 

鹿児島町巌県字日罷郡延 6 
郡山 大谷
1905番

新北鹿岳観島島測室 ｜｜ 建 5 
児県鹿児島延 5 

郡桜前武字鹿
馬野2778-1

ハ 山 観測震｜建 54 
観測井 延 54 

鹿児島島町県鹿赤見島
郡揚桜 生原

ヶ谷1563-2

建 5 5 
延 5 5 

建 3 3 
延 3 3 

町字柴立下
2214-2 

浜充観測室 建 3 
鹿字児島市持木町 延 3 

浜元13-1

ヲIノ平送信県町績鹿室 建
5 

鹿児島 児字島延 5 
郡桜島 山
御山獄1718

地究震セ予ン知タ研ー
建 119 
延 165 

観測鳥所取分市館円護寺字
建 95 
延 95 

浜田

鳥取観測所｜鹿野鳥観取測室 I 建 5 

取県気高河郡内鹿字 延 5 
野町大字
上別所2763

智頭観測室 ｜建 5 

鳥取大県八頭郡字智延 5 

頭池町字大呂
本174の1

建 5 
延 5 

建 5 
延 5 

丹町下本郷高
85 

大屋観庫町笠測県室養谷父字郡栃 建
5 

兵 大延 5 
屋谷
55 
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考構

選万K
3ζ  平成

8. 4. 1 

現有

治山
U

42F 
荘所称名

ぱ
2 m 宮

、inu 
ロ1'2 m 2

m
5
5
 
ω

「
υ
F守
U

τ
3ム
宅

3
・

品

門

1Jt
円

J
t

門

J
S
【
J
4

1
Bよ

1
Bよ

建

延

建

延

建

延

建

延

建

延

308 
308 

7 

23 
23 

18 
18 

A
斗ん

4
4
A
n
u
J
ハ
吋
υ

6 
6 

6 
6 

ウ

i
円

i

円

Je
門，

t

建
延

建

延

建

延

建

延

建
延

建

延

建

延

建
延

建
延

建
延

建
延

上宝観測所

477-4 
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名称｜ 所在地 Is. 4. 1 I平 3年度
現有｜増減

平成
方公
3ι 遷

平 5年度i平 6年度平7年度｜備 考
増減 i増 減 ｜ 増 減

ぱ

7
7

ぱ

宝立観測室 ｜建
石川県宝立町大｜延
町泥木58宇57

北陸観測所｜観測所本所（本館）｜建
植井県鯖江市下i延
新庄町88字下北
山

浅井観測室 ｜建
滋賀県東浅井郡｜延
浅井町大字高山
曲谷327

建
延

小松観、側室 ｜建
石川県小松市大｜延
野町ト之部101
番地

勝山観測室 l建
福井東勝山市片｜延
瀬第31字上野2
番甲

英浜観測室 i建
福井県三方郡三｜延
浜町新庄200号
ホトロ原l

宮崎観測所｜観測所本所（本館）｜建
富崎県宮崎市大｜延
字加江田字深田！

観測室 i建
本所内に設置 i延

棋l蜂観測室 ｜建
宮崎県西臼杵郡｜延
日ノ影町

エボシ
4824-69 

高城観測室 ｜建
宮崎県北諸県郡i延
高城町大字問家
蕨ケ野田有林

串間観測室 ｜建
宮崎県串間市大｜延
字大矢取大矢取
国有林

屯鶴峯観溺所｜観測所本所（本館）｜建
奈良県北葛城郡i延
香芝町穴虫

建
延

建
延

2 
立1

2 
江1 ぱ

2m 

145 
245 

5 
5 

5 
5 

5 
5 

5 
5 

5 
5 

5 
5 

150 60 
326 60 

61 
61 

52 
52 

10 
10 

6 
6 

6 
6 

129 
245 
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考備

選
，，品、
3乙平成

8. 4. 1 

現有

・駒山
g噌
as’

在所君、名

m2 ' m・ ' m・ ぱヮ
Tn
 

？
 

明

u

n
吋
υ
口
H
U

勺
t
門，

t

門
J
S
円

jt

T
A

円
λ
“
d
斗
A

F

h

d

F

h

d

9 
9 

ms「
U
同

h
d

建

延

建

延

建

延

建
廷

336.0 
336.0 

建
延

徳、島観測所

72.0 
72.0 

6 
6 

6 
6 

建

延

建

延

建

延

逢坂出親鵠月号

15 
15 

2,006 
2,176 

73 
73 

8 
8 

15 
15 

9 
9 

4
斗
A

d斗
A

d

斗＆

d
斗
A

建
延
建
延
建
延

建
延

建
延

建

延

建

延

阿武山観測所
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平成
河c:,'F:ζ 選

名 称 i所 在 地 Is. 4. 1 
年減度 平増4年減度 平増6年減度 平増7年減度｜ 備

考

現有

m2  紅J2 訂1' 立12 立12 立12 

交野大観阪澱府室 建 4 
交野市大 延 4 

字傍示331-1

建 4 
延 4 

和知室 建 6 
京観都府滞船井郡和延 6 
知町小字粟の谷
12-1 

八木京都観測府稲室井郡八｜！建延
7 
7 

木皮町八半木島小字
五 1

7 
7 

その 26 
26 

建 21 
経 21 

北能兵淡人庫町E工舟県谷振2津木源4字名発2郡中生北室ノi建延 85 
85 85 

青島

北淡兵淡観庫町測室 l 建
35 

県津名墓郡北延 35 35 
時野島ノ浦

4.諸 規 程

(1) 京都大学訪災研究所規程

〔平成 8年 5月11日達示第22号制定〕

1条 この規程は 京都大学防災研究所（以下「防災研究所Jという．）の組織等に関し必

を定めるものとする．

第 2条 防災研究所は，災害に関する学理の研究及び防災に関する総合研究を行うとともに，

全国の大学その地の研究機関の研究者の共同利用に供することを目的とする．

第 3条防災研究所に，所長を置く．

2 所長は，防災研究所の専任の教授をもって充てる．



4 

3 所長の任期は 2年とし，再任を妨げない．

4 所長は，防災研究所の所務を掌理する．

第 4条 防災研究所に，次の研究部門及び附属研究施設を寵く．

研究部門

総合防災

地盤災害

附罷研究施設

ンター

ンタ

火山活動研究センター

水資源研究センタ

ンタ－

5条 府属研究施設に長を置き，防災研究所の専任の教授をもって充てる．

2 前属施設の長は，附属研究施設の業務をつかさどる．

3 前属施設の長の任期は， 2年とし，再任を妨げない．

8条 防災研究所に，その重要事項を審議するため，教授会を誼く．

2 教授会は，防災研究所の専任の教授で組織する．

2 

7条 防災研究所に，その運営に関する事項について所長の諮問に応ずるため，

く．

は，別に定める．

51 

8条 防災研究所の技術室及び事務組織については，

の定めるところによる．

（昭和48年達示第22

9 
、？

」ー るもののほか，防災研究所の内部組織については， る．

附真。

1 この規程は，平成 8年 5月11日から施行する．

2 次に掲げる規程は，廃止する．

(1) 

(2) 京都大学防災研究所前属水資源研究センタ

(3) 京都大学防災研究所附属水資源研究センタ

(4) 京都大学防災研究所附属地震予知研究センタ

(5) 京都大学防災研究所前属地震予知研究センタ

9 

（昭和53年達示第25号）

2 



52 

(2) 京都大学防災研究所教授会規程

〔平成 8年3月8日協議員会決定〕

1条 この規程は 京都大学防災研究所の教授会（以下「教授会Jという．）に関し必要な

を定めるものとする．

2条教授会は，防災研究所の専任の教授をもって組織する．

第 3条教授会は次の事項を審議する．

(1）所長の選考に関すること．

(2) 附属研究施設長の選考に関すること．

(3）教官の人事に関すること．

(4）研究所の組織の改廃の基本的事項に関すること．

(5）研究所の諸規程の制定・改撲の基本的事項に関すること．

(6) 予算及び決算に関すること．

(7) 研究所の共同利用の基本的事項に関すること．

(8) その他研究所の運営に関すること．

4条所長は，教授会を招集し，議長となる．

2 所長に事故あるときは 年長の教授が前項の職務を代行する．

第 5条教授会は原則として，月 l田開催するものとする．

6条教授会は，構成員（外国出張者を除く．）の過半数が出席しなければ，開くことがで

きない．

第 7条教授会の議事は，別に定める場合を除き，出席者の過半数で決し，可否同数のときは，

議長が決する．

第 8条議長は，教授会の議事録を作成し 次回の教授会において その承認を得るものとす

る．

9条 この規程の改廃は，構成員の 3分の 2以上が出席する教授会において， 3分の 2以上

の向意を得なければならない．

附 則

この規程は，平成 8年5月11自から施行する．

(3) 京都大学防災研究所協議会規程

〔平成 8年5月11日達示第23号制定〕

I条 この規程は，京都大学防災研究所規程（平成 8年達示第22号）第 7条第2項の規定に

基づき，防災研究所の協議会に関し必要な事項を定めるものとする．
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2条協議会は，次の各号に掲げる委員で組織する．

(1) 防災研究所の専任の教授のうちから総長の命じた者 若干名

(2）前号以外の京都大学の専任の教授のうちから総長の命じた者 若干名

(3) 学外の学識経験者のうちから総長の委嘱した者

53 

2 委員の任期は 2年とし 再任を妨：げない．ただし，補欠の委員の缶期は，前任者の残任

期間とする．

3条所長は，協議会を招集し，議長となる．

2 所長に事故があるときは あらかじめ所長が指名した委員が前項の職務を代行する．

4条協議会は，委員の過半数が出席しなければ，開くことができない．

5条 協議会は，必要があるときは，委員以外の者の出痛を求めて意見を聴くことができる．

6条協議会の事務を処理するため，協議会に幹事を置き，事務部長をもって充てる．

7条 この規程に定めるもののほか，協議会の運営に関し必要な事項は，協議会が定める．

附奥日

この規程は， 8年5月11日から施行する．

(4) 京都大学訪災研究所共同利用委員会規程

（平成8年3月8日協議員会決定〕

l条 この規程は，京都大学防災研究所共同利用委員会（以下「委員会jという．）の組織

及び運営について定めるものとする．

2条委員会は，次のことを審議し，教授会に提案するものとする．

(1）研究所の共同利用に係る計癌案の作成及び運営に関すること．

(2）共同利用の評儲に関すること．

第 3条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する．

(1) 防災研究所の専任の教授又は助教授のうちから所長の命じた者

(2) 前号のほか京都大学内外の学識経験者のうちから所長の委購した者

2 委員数については 前項各号ほぽ同数とする．

3 委員の任期は， 2年とし，再任を妨げない．ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任

期間とする．

4条所長は，委員会を招集し，議長となる．

2 所長に事故があるときは あらかじめ所長が指名した委員が前項の職務を代行する．

5条 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，開くことができない．

第 6条 委員会に必要に応じて専門委員会を置くことができる．

2 専門委員会には第 3条の委員以外の者を その委員として加えることができる．
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3 前項の規定により専門委員会に加える委員は，所長が委瞬又は任命する．

4 前 3項に規定するもののほか，専門委員会の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定め

る．

附則

この規程は，平成8年 5丹11日から施行する．

(5) 京都大学防災研究所長候補者選考規程

〔昭和48年 2月6日達示第10号制定〕

第 l条 防災研究所の所長候補者の選考については この規程の定めるところによる．

第 2条所長候補者は 防災研究所の専任の教授のうちから選考する．

3条 所長候補者選考の必要が生じたときは，所長は，速やかに防災研究所の専任の教官に

対し所長候補者となすべき適任者の推薦を求め その結果，推薦多数の 3名以上を教授会に

るものとする．

4条所長候補者は 前条の規定により報告された者のうちから，教授会において選出する．

5条 前条の選出は，全構成員の 4分の 3以上が出席する教授会において，

によって行う．ただし，外国出張中の者は，構成員の数に加えない．

6条 投票の結果，過半数の得票者を所長候補者とする．

2 過半数の得票者がないときは，得票多数の 2名について決選投票を行い，得票多数の者を

所長候補者とする．ただし 得票同数の時は 年長者を所長候補者とする．

3 得票同数の者があることにより決選投票における被投票者の 2名を定めることができない

ときは，当該得票同数の者について投票を行って定める．この場合において，なお得票同数

のときは，年長者を先順位とする．

7条 所長候補者に選出された者は，やむを得ない事情がある場合のほか，所長候補者とな

ることを辞退することができない．

第 8条 所長候補者の選出を行う教授会は，所長の任期満了による場合には満了の臼の30日以

前に，その地による場合には速やかに開催するものとする．

第 9条 この規程に定めるもののほか，この規程の実施に関し必要な事項は，教授会の議を経

て所長が定める．

附員日

この規程は，昭和48年2月6日から施行する．

附則

1 この規程は，平成 8年 5月11日から施行する．

2 この規程施行の捺現に所長の職にある者は，この規程により選考されたものとみなし，
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成 9年 4月30日まで引き続きその職にあるものとする．

(6) 防災研究所前属研究施設長候補者選考内規

1条 防災研究所附属研究施設の施設長の候補者（以下

は，この内規に定めるところによる．

2条施設長候補者は，防災研究所の専任の教授のうちから

3条施設長候補者の選考は教授会において行う．
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〔昭和50年12月四日制定〕

という．）

る．

2 前項の教授会は．構成員（海外渡航中の者は除く．）の 3分の 2以上の出席を必要とする．

4 ，任期満了による あっては，満了の日の約 1ヶ月前に，

その他の場合にあっては，速やかに行うものとする．

5条 この内規に定めるもののほか，この内規の実施に

て防災研究所長が定める．

附員ぜ

この内規は，昭和50年12月19日から施行する．

前則

この内規は，平成 7年 5月 1佳から施行する．

附則

1 この内規は，平成 8年 5月11日から施行する．

2 この内規の施行の際現に地震予知研究センター長及び水資諒研究センター長の職にある

3 

は，この内規により選考されたものとみなす．

命されるセンタ

ンター，火山活動研究センタ ンター設置後初めて任

ついては，この内規にかかわらず，防災研究所協議員

ついて，所長が行うものとする．





第 2章組織および研究活動

1 .地震動研究部門
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本部門は 1991年 1丹より教授入倉孝次郎，助教授松波孝治，助手岩田知孝が研究を担当し

ている．研究担当として， 1991年から西村敬一（理学部助手， 93年より理学部講師， 95年大

学院理学研究科講師），同じく 1993年より釜江克宏（原子炉実験所助手）が，非常勤講師とし

て 1990年から 3年間は蓬田清（広島大学理学部助教授） 1993年より 3年間は GellerRobert 

James （東京大学理学部助教授）が研究に参画した．招蒋外国人研究者として 1991年と 1994

年にメキシコ自治大学 FranciscoJ. S互nchez-Sesma教授， 1993年にアルパニアから Arben

Pitarka研究員，同年中盟国家地震局工程力学研究所の裳ー凡教授，摩振鶴教授，金星助教授，

1995年にフランス，グルノープル大学から Pierre-YvesBard教授， MichelCampillo教授，

Nathalie Wajeman劫教授， CorinneLachet研究員が，同国土木技術研究所 Anne-Marie

D肝心博士が来訪，当部門の研究に参画した．在外研究活動として，入倉は 1994年7～ 8月

にメキシコ器立訪災センターに招聴され滞在，共同研究を推進した．入倉， は 1995年 7

～8月に米留地質調査所研究プロジェクトとしてサンブェルナンド盆地の地下構造調査に参加

した．入倉，岩田はスペイン国グラナダ大学との共同研究に 1992年から参加し，グラナ夕、盆

地の地震ゾーネーションに関する共向研究に参画渡西した．松波は 1992年 9～ 10月に文部

省在外研究員として中国国家地震局工程力学研究所の招轄を受けて中層唐山地域における

動観測及び共同研究を推進した．また，岩田は 1995年より始まった強震動予鴻に関する日仏

共同研究を推進するために渡仏した．尚，当部門が現在推進している国際共同研究は， 1994

～ 98年中間臣家地震局工程力学研究所との「中閣における強震動予澱と地震災害の軽減・紡

御に関する共同研究J（文部省） , 1995～ 96年「強震動予測に関する日仏共同研究J（文部省

である．

1993年鎖！路沖地震，北海道南西沖地震， 1995年兵膿県甫部地震と立て続けに起こっ

た被害地震に対して 当部門は緊急の全国的な応用地震学研究グループによる共同強震観棋や

表層地質と地震動に関連した共再強震・微動観測を積極的に推進し，その中心的役割を果たし

てきた．

当部門においては地震動災害の予測及びその軽減を目的として，地震動の生成・伝播に関す

る基礎的研究とそれに基づく先端的な強震動予測手法の開発を行っている．現在行われている

研究課題は大別すると以下の 4つになる．

(1) 震源の物理に基づいた地震波の発生機構：都市甚下地震の典型であった 1995年兵患県

南部地震の場合においては，継続時間の煙いパルス的な強震動によって甚大な地震動災害が引

き起こされた．このような震源特性と地震動の発生過程を解明するためには広い局波数帯から
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見た破壊過程の解明が重要課題のーっと考えられる．広く用いられている近地地震記録を用い

た震源過程の波形インパージョン法のみならず＼高周波数地震動生成過程を推定するために，

エンベロープインパージョン法を開発し， 1993年釧路沖地震，北海道南西沖地震， 1995年兵

j車県南部地震等の被害地震の震源過程を推定し，プレート境界地震，内陸地震の特長を抽出し

た．一方，近傍の強震記録を準リアルタイムで収集し，大まかな断層運動を早期に推定する研

究を進め，地震発生時の早期地震動情報伝達システムに関する研究を行っている．

(2) 地殻の物理的性質と地震波の伝播機構：地震波記録を基に，地震発生場である地殻の物

性の時空間的変動を検出することは 地震活動予灘及び地震動予測に関連する重要な課題であ

る．この観点、から，コーダ波部分を含む地震波の伝播・生成機構を解明するために，まず＼超

を利用した波動実験が行われ，車違波の散乱減衰特性とコーダ波の励起特性の強い相関か

ら，コーダ波の生成には後方散乱波が大きく寄与していること，また，コーダ波の振幅の時間

的推移（コーダQ）は媒質の intrinsicQ vこ強く依存することが示された．次に，和歌山市域

をテストフィールドとして，和歌山市直下の地殻浅部で発生する地震の解析から，地震波の減

衰特性，局所的な散乱体分布の推定及び地殻上部の物性に関する研究が行われている．これま

でに， S波部分に近いコーダQは直達S波のQにほぼ一致すること，深さ 22km付近に局所的

な強い反射面が存在することが示された．また，観測された地震波から震源特性・イ云諸経路特

・サイト特性を分離する手法の開発が行われ，これを実地震記録に用いて各特性の分離が行

bれた．

(3) 表層地質の地震動への影響：堆積平野や盆地上に拡がる国内外の佳大都市における地震

動災寄の軽減には，堆積層構造や極表層地盤，地形の影響によって空間的に増幅・変化する地

を定量的に評価することが重要である．大阪盆地をテストサイトとして，アレイ広帯域強

震観測を行い，得られた記録の解析とモデルシミュレーションから，盆地構造による地震動の

生成・伝播過程の解明を行った．また，強震動時と弱震動時における地盤の地震動特性の変化

を地震動記録から評価する方法を提案し， ¥WII路沖地震に適用した．また 兵庫県南部地震時に

人工地盤の神戸市ポートアイランドで得られた鉛直アレイ記録の解析を行い，強震動時の地盤

の非線形応答の解析を行った．一方，地下構造を推定する一方法として 盆地構造と地震動の

関係を利用して，地表で得られる地震動記録から盆地の基盤形状を推定する方法を提案し，そ

の有効性がモデルシミュレーションによってなされた．

(4) 大地震時の強震動予測に関する研究：将来の大地震の強震動の予測のために，震源から

サイトに至る波動特性（グリーン関数）の評価，及び震源断層における破壊過程の研究がなさ

れた．波動伝播に関して複雑な現実の地質・地盤構造を 3次元的にモデル化し，差分法を用い

て数｛直的に評価する方法を開発した．この数値的方法の適用は地下構造の推定の国難さと数値

計算上の精度から 1Hz以下の低周波数に限られる．より高周波数域については小地震の記録

を経験的グリーン関数として用いる．地震の震源過程に関しては マグニチュード 6程度の中
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までは小地震のフラクタ／レ的な分布とその結合により構成されるが，より大きな地震

は護数のアスペリティーの集まりで構成されていることがわかってきた．これらの結果を基に，

アスペリティー震源モデルとハイブリッドに評価されるグリーン関数を用いた強震動予測法が

開発され，兵庫県南部地震の時の震度 7の地域の強震動の再現の研究に応用されている．

2.塑性構造耐震研究部門

当研究部門の沿革は防災研究所創設の 1951年 4月に遡る. 3研究部門をもって発足した防

災研究所の第 3部門がそれで，初代所長，棚橋諒教授が， 1953年 2月に横尾義貫教授に引

き継がれるまでその主任を併任した.1959年 3月には代って石崎滋雄教授が主任となった．

と風害の防御軽減が設立当初からの主要な研究目的であったが， 1961年 4月には酎風構

造研究部門が新設され，石崎が新設部門の主任として転じた．第 3部門は構造物に関する

防御軽減の研究に専念することとなり 1963年 4月には部門の名称が，

された． は小堀鐸二教授が務めたが， 1964年 4月に，

と

さ才し

て小堀は新部門に配置換えとなった.1964年 12月から若林 貫教授がその任に当たったが，

1979年 4月には脆性構造耐震研究部門が創設されて若林は新設部門へ移った．それまで研究

対象としていた構造物のうち 脆い性質を有する材料から成る構造物は新部門で扱うこととな

った．鋼など，靭性に富む材料で構成される構造物の耐震性に研究の主力を注ぐこととなった．

と称され， 1979年 6月から

を務めて，現在に至っている．塑性構造耐震研究部門の助教授は中村武が 1979年 8月から，

1986年 4月に脆性構造耐震研究部門へ配置換えとなるまで務めた．代つ

の助手であった鈴木祥之が昇任助教授の任に当ったが 1990年 10月脆性構造耐震研究部門へ

移った．配置換えのあと中村は 1988 として車云出した．そのf麦，

1992年 4月 ている．

に亘る荘外研究活動として， は， 1981年 10月から 1982年 3月ま

…ストラリア大学に 1982年 10月から 1983年 3月までウイットウォータース大学（南アフ

リカ共和国）に， 1989年 10月から 1990年 2月までイスラエノレ工科大学に，それぞれの大学

から招へいを受けて滞在 国際交流に寄与した．

1996年 5月 11日から発足した抗災研究所の新体制のもとでほ 現スタップは地震災害研究

となったー

における研究は，構造物の強度と変形に関する

を積み重ね， るものであるが， 5 に千三二わ

れできな研究活動の概要は次の通りである．

(1) 繰返し載荷を受ける部材の弾塑性性状に関する研究：骨組を構成する

返し載荷を受けるときの弾塑性挙動に関する研究で，鉄骨筋かいやトラス部材など，



60 

部材を対象とする理論的研究が主である．有効長さの完全弾塑性部材が， ，強制変位，或

は，温度変化を繰返して受けるときの復元力特性を閉型の解析解で表わすことに成功した．ま

た曲げや軸方向変形座屈 採れなどの相互干渉・連成効果を明らかにした．

(2）構造部材の塑性疲労に関する研究：構造物が破壊的な地震などによる厳しい繰返し載荷

を受ける場合，その構造物の要素は部分的に塑性変形を繰返し受け，その繰返し数は限られて

いても，塑性化の度合いが非常に大きくなると，構造物は極低サイクル塑性疲労によって破壊

する可能性がある．鏑構造部材ならびにその要素が数回からせいぜい十数回程度の繰返し変形

によって大きな損傷を受けるような極低サイクルの疲労破壊過程における終局的な耐震性能を

実験的に調べた．鋼板要素及び山形鏑断面が座屈した後，引張り，圧縮，曲げ，振り等に伴う

損傷を受け破断に至る過程を詳しく追跡・観察し，併せて有限要素法による数値解析も遂行し，

履歴吸収エネルギーに基づく損傷評価のモデルを提示すると共に，極低サイクル疲労における

累積査の重要性を明らかにした．

(3) 鏑柱の産屈耐力に関する研究：完全弾塑性材料から成る中心圧縮柱に対して，弾性座屈

から塑性鹿窟に移る限界細長比附近に対しても清らかな座屈曲線を与える理論を，荷重・変形

関係から導き，軟鏑縮小モデルを用いた実験も遂行して，その妥当性を確かめた．

(4) 構造物の衝撃的破壊に関する研究：主として直下型地震などの強震動に基づく構造物の

筏撃的破壊現象を解明するための基礎的研究として，棒状部材を伝わる応力波を解析した．特

に，縦波の伝播，反射，干渉などの現象に対し，弾性挙動を仮定して特性曲線法によって理論

的な一般解を導いた．柱に対する兵産県南部地震の記録を用いた応用例では，コンクリートの

破断や圧潰強度，鋼管の座屈耐力に達する程の衝撃力が発生し得ることがわかった．一方，弾

性応答が塑性応答に比べて無視できる様な，厳しい信撃荷重を受ける梁などの塑性挙動を理論

的に解き，その解を用いて，ニューヨーク・ワールドトレードセンターの爆発に伴って破断し

た鉄骨部材の破壊メカニズムを考察した結果 曲げに対する勇断の棺対的重要性などが明らか

になった．

(5) ハイブリッド型地震応答シミュレーション法の開発に関する研究：大型構造物の地震時

応答を過度の縮小模型を使うことなく忠実に再現するための新しい実験方法を提案した．サブ

ストラクチャ法の考え方を導入し，複雑な履歴特性を呈する部分だけを実験対象とし，他の部

分はコンビュータのなかで数鑑モデル化するもので，これを実現するための新しい数値積分法

を導くとともに，その有効性を多層建築物に適用することから検証した．

(6) 塑性変形のばらつきを考慮した耐震信頼性設計に関する研究：構造部材の耐力だけでは

なく，塑性変形能力や要求塑性変形のばらつきをも信頼性設計手j嘆に組み込むことを目的とし，

鉄骨部材がもっ塑性変形能力のばらつきを定量化したほか 構造各部材に要求される塑性変形

とその変動を組織的に算出する方法を導いた．

(7) 損傷制御型構造システムに関する研究：地震荷重下において損傷させる部材を予め指定
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しておき，損傷部材を随時取り蓄えることを可能にする高度化構造システムとして，題低降伏

点鏑からなる履壁ダンパーを組み込んだ、鉄骨構造システムを考え 履歴ダンパーの復元力特性

54 

るモデノレを提案し，そのモデノレを用いた解析から，各層タ令ンパーへの適正損傷分配規

3.脆性構造耐震研究部門

日召不D43 

し

えとなり，昭和 63

を契機に耐震構造の研究対象が拡大，具体化の要求が高まった昭和

ちれ，

となって，これまでの研究ととも

に当たった．昭和 60

武助教授が

として転出するまで構造物の履歴挙動に

する研究を分自した．平成 2

ら今巨ま

ている．

により，

なり

ている．昭和 57

し

システム研究センターの研究活動にも協力し，同センタ

姉 帯 地 宮 地c::;::?!T¥問自も行ってきた．平成 8年防災研究所の改組

は総合防災研究部門の都市空間安全制御分野として組織換えと

に協力している．

てきた研究活動を要約すると以下のようであり，それぞ

している．

(1) 構造物の復元力特性： RC造，鉄骨造の部材・架構の農歴復元力特性，変形能力につい

て研究してきたが 阪神大震災後は木造建物の耐震性に関する

らかにしている．構造物の動的崩壊過程の研究は，平成 7年度に導入さ

't',('."cpEE,¢.壮摺を用いて，より具体的な研究へと発震させる計画である．

(2) 非線形・不確定地震応答解析と耐震設計：構造物の復元力特性・部材ひずみ速度と

応答の関係， RC造・鋼構造建物の多次元非線形応答解析と

，さらに，履歴復元力特性の微分表示と

による定式化，応答の統計量や同時確率密度関数の評値方法などを導いた．地盤の時間領域で

の波動伝播解析と観測波形の生成に関する研究などを行ってきた．平成 8年に設置さ

市域の 3次元地震fiG答観測ネットワークによる地盤応答・構造物拡答，さらに，市域の地震被

と発展させる．
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(3）耐震信頼度解析 ：最大変形 累積塑性変形などの破壊規範を含む状態変数を一価非負非

線形関数によって表現し 確率微分方程式で耐震信頼度が定式化されることを示した ．設計変

数が多い場合に実験計画法と応答曲面法を導入した方法を導き 構造物の耐震信頼性設計法を

確立する理論を提供した ．阪神大震災後は建物の用途 ・コストに対応する性能設計の方向にあ

り，信頼度解析に基づいた性能設計 ・信頼性設計の研究を進めている

(4) 応答推定 ・応答制御 ：特定位置の観測値から全ての状態量を推定する確率論的漉波推定，

不確定要素を含む剛性 減衰などのパラメ ータ推定手法を導き ，さらに，履歴構造物系の最適

制御手法を導いた．防災研究所の実大試験架構による制御手法の検証実験，振動台を用いた応

答制御実験を計画中である

(5）都市震害予測と防災計画 ：都市域に分布する 構 造 形 式 建設年代の異なる種々の構造

物の耐震性を評価し，地震活動 ・建物 ・地盤のデータベースをもと に，都市建物群の地震被害

の推定，室内被害とその波及効果について研究した．都市変遷を考慮した被害想定，既存不適

格建物の耐震補強による防災ポテンシャルの向上と都市耐震計画についての研究を進めている

(6）地震災害調査 ：釧路沖地震では， 現地被害調査 木造住宅 ・学校校舎の微動計測，建

物 ・室内の被害，生活支障などに関するアンケー ト調査などを実施し，被害の原因と無被害の

理由を明らかにした． 兵庫県南部地震では地震直後の現地調査，建築学会の全数調査，表層地

盤の微動計測を行うとともに 芦屋市，宝塚市の被害データベースを分析し，地盤特性 ・建設

年代など個々の建物の被害原因 都市防災計画との関係を明らかに した．謝｜｜路，珠洲，八戸，

兵庫の木造建物の耐震性の地域比較から都市災害予測手法の改良を試みている

写真一2・1 分散並列型強震応答実験装置（3軸振動台）

写真一2・2 鋼構造 5階建て試験架構に

よる応答制御実験
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4.耐震基礎研究部門

構造物や施設の耐震性に関する研究の主流は構造物騒体や上部構造物にそ

いたために，下部構造物や用辺地盤についてはそ られながちも十分な検討を受

ける機会が少なかったように見受けられる．ところが， 地盤の軟弱

じさせたことが判明さに起因

するに及んで， した研

れるに至った．このよう

和 39年 11月および昭和 40

を研究する必要のあること した．

こうし をは

かるとともに，

ることを自的として，

てきた．

助手出河勝ーをもっ している．自召和

43 として方自わった． は

昭和 45

はBi35f口49

った．

ングへ転出した．昭和 58年に

51 

し7こ．昭和 51

となり，田中は昭和 53

として転出し，

となった．日召手D59 

61 

とな

らは工

リ

となり

システム研究センターに

5年に清野が山口大学助教授として転出し，

出しで として復帰した．同年土岐が，ま

した．平成 6 勝利が工学部から助手とし は佐藤が教授に

は昭和 42年から昭和 50し，以後本部門を担当してきた．こ

まで併任教授として，その後昭和 62年ま として，また工学部教授白石成人は昭和

50 ら昭和 54年まで， は昭和 59年から 5年まで，
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5年以降それぞれ研究担当として本部門の研究に協力してきた．

現在の主な研究課題について述べると以下のようである

(1) 地震動の同定と模擬：広域ライフライン絹などの地震後復旧の効率化を目的として，限

られた数の地震観測記録を基に，地震動の時空間場の統計的性質を満足し該当地域内の任意点

における地震動の時空間分布を実時間内挿予測するための手法論を開発している．また耐震設

計における合理的な入力地震動設定のために，断屠の破壊過程を考慮、した理論地震動を基に，

地盤による増幅や 1自由度系の応答を考躍することにより 地表面における最大地動および加

速度応答スペクトルを理論的に推定するための方法論を提案している．加えて，実地震記録を

用いた，理論最大地動および応答スペクトルの補正方法も提案している．

(2) 地盤の動的問題への遠心模型実験の適用：地盤材料の力学的性質の応力レベル依存性を

勘案して，実際と同様の大きな自重応力場を再現しうる遠心力載荷模型実験を実施し，波浪の

り返し載荷による海底地盤の不安定化現象や，

象を調べている．

おける防波堤構造物の揺込み沈下現

(3）地盤と ：離散化波数法や有限要素法 およびこれらのハイブリッ

を用いて，不整形表層地盤の震動特性を調べている．また離散化波数法に確率論を導入

することにより，不整形境界の不確定性を考慮しうる震動解析手法を開発している．一方，カ

ルマンフィルタリンク、手法やニューラルネットワーク理論 ロバスト推定法を適用することに

より，地震観測記録を基に地盤および構造物の非線形動特性や物理モデルを向定する

観測記録に混入したノイズや異常値に対して安定な間定アルゴリズムを開発している．さらに

漸化型最小二乗法を用いて，時系列に応じて変化するパラメータ値に追随しうる同定手法も提

している．

(4）構造物系の最適震動制御：地震時における構造物震動の軽減を目的として，テンドン型

および可動質量型のアクティプ制振機構を対象に 構造物に入力する地震エネルギーの影響を

時間依存型評価関数に導入した開閉ループ型最適振動制御則を提案している．またバリアプル

ダンパー型可変減衰装置の試作開発を通して，セミアクティプ観震機構の理論体系化およ

用化に取り組んでいる．

(5) ライフライン系の甜震性：想定地震による影響閣の設定や選点法の導入により，構成要

素数数万の大規模ライフライン網にも対応しうる効率的な地震時信頼性解析アルゴリズムを開

発するとともに，既往の歴史地震データや活断層データを利用したライフラインの耐震安全性

の評価手法を提案している．また地震後の災害復旧の効率化を昌的として 遺伝的アルゴリズ

ムを適用した，復旧の重要度の時系列変化を考慮しうる復旧願序の策定，および復旧の飽和効

果を考慮した複数復旧斑の最適配分のためのシミュレーション手法を開発している．
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5.地盤震害研究部門

本部門は昭和 39年 4月に設置された．その設置目的は，第 3

じ

明と

おける最重要課題の一つであった構造物の震害と地盤の動特性との関連性の究

とその基礎地盤の地震応答性状の的確な把握により 地盤－構造物系の合理的

・軽減の方策を揺てることにあった．耐震構造部門から，小堀鐸ごa教授，

部助教授，井上豊助手が所属換えとなって

有助手が任用され これに加わった．昭和 41

助教授に昇任し，

えとなり，昭和 51年 4月に鈴木

7こ． 4月に鈴木（祥）

し， 10月に鈴木

は，夫々，教授及び

は大阪大学

は

し

システム研究センターに えとな

月

5月の組織改編により

l，助教授 1' 

った．従って，

（助教授ポストの流用），

となっている．

；ま

(1) 

こと

を遂行してきている．

りである．

と

えとなったが平成6 した． 3 

は他へ移

と

ため

と広域的並びに局地的

く

るための非線形時変動力学的モ

：地盤－構造物系各部の地震時の動的破壊或は機能障害を

藍譲的に表わす尺度を地震応答量として採用し，確率論的な地震応答解析に基づいて，地震外

と系に内在する不規則，不確定要因が系各部並びに系全体の耐震性に及ぼす影響を安全の礁
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率として統一的に評価する方法を導く ことを主目的として，最大変位応答，累積塑性変形，低

サイクル疲労損傷等の耐震安全性の尺度として非定常地震外乱を受ける諸種の履歴構造物の耐

震信頼度関数の評価法に関する研究を行った

(3) 複合材料構造物の耐震性 ：鉄筋コンクリートあるいはプレストレストコンクリートを用

いて構成される構造物あるいは杭について，繰り返し荷重下での弾塑性復元力特性の解明と靭

性増強手法の開発を行って ，脆性材料を主体とする複合材料構造物の耐震性の改善に関する基

礎的，応用的研究を推進した

(4) シェル ・空間構造の振動特性と地震応答特性 ：動的外乱を受けるシェル，大張間構造物，

膜構造，吊屋根等の動特性を明確にし，当該構造物の合理的な動的設計法を導くことを主目的

とした研究を理論解析的な方法により行っているが，ここ数年は特に球形，円筒形シェル，立

体骨組架構の地震応答解析法に関する研究と地震応答挙動の解明を行っている ．また，当該構

造物の力学的特性による幾何学的非線形性の考慮の必要性により動的安定限界地震強度の予測

法の開発研究をも行っている

(5) シェル ・空間構造の静力学 ：雪，積載荷重，あるいは静的置換された地震荷重等の静的

外力載荷時のシェル 立体骨組構造物の座屈安定限界解明の研究を推進し 球形ドームの対称

座屈値の解明，向「111立の過大な立体骨粗構造の取り扱いに簡便な解析法の開発等の成果を得て

いる ．また ，球形ドームの応力近似解析法の開発，不安定架構の体系的分類と解析法，構造形

態解析手法の開発等静力学における諸問題の解決への研究を推進している

(6) 地震被害調査 ：兵庫県南部地震による阪神地域の社会 教育施設体育館等の空間構造の

被害調査を行い，被害の極めて軽微なることを明らかにすると共に，強震動記録波に基づく地

震応答解析を推進して軽微の被害にと どま った現行設計法に関する検証を行っている

以上要するに，本部門は，地盤と構造物或は構造物の動力学を解明して地震応答性状を的確

に予測し，その結果に基づいて合理的な建築構造物の耐震設計法と震害防御 ・軽減の方策を得

るべく ，研究組織全員が協力して研究を行っている

写真一2・3 KOBE-JMA地震波に 写真一2・4 阪神大震災時の骨組構造の損傷状況

よる応答解析
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6.砂防研究部門

本研究部門は土砂の生産・流出・ おい る らび

された．当初は河川災に防止軽減に関する研究を行うことを目的として，昭和 40

ら矢野勝正教授が移って担当したが，昭和 46年 3月

4月，河川災害研究部門から芦田和男教授が移って，平成4 した．

4月からは，脱水システム研究部門から

ては，発足から 42年 10月ま

保教授が移って担当している．助教授とし

え）が，昭和 43

さ士Ltこ．

になったことに伴い

4 

月に耐水システ

して助教授となった．

した． 7年 4月中JI[ ている．助

，昭和 43年砂防

（昭和

としては，

47 

中JI[ 

されてきた．さらに

6 

山地流域における

している．

るので，砂防研究部

ンター

く．

里

とともに，

さら

よって，従来のように，

と連携をとりながら研究

は以下のようである．

(1) 山地流域からの土砂流出に関する ト
品

らなる土砂流出システムの構造がほぼ明らかにされ，各サブシステムのメカニズ

ムとそれに基づく定量的な予潤法の研究を行っている．例えば，山地流域から

出した土砂は，勾配3～ 4度の河道区間に一旦貯留され，その後の洪水によって，

形で土砂を下流河川へ排出しているが そのようなプロセスによる

ら土砂補給がある場について研究している

d
H
H川
J

ロロハ
r
d
E
B
 ，
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(2) 土砂の集合流動機構の研究：土石流や火砕流は，粒子群に働く による推力が抵抗力

を上回って集合的に流動するのであるが，構成材料によって顕著な特性の違いが生じる．土石

流では粒子の笛突効果が卓越する石様型土百流，水と粒子群が一体となった大規模乱流を呈す

る泥流型土石流，および間際流体の粘性が卓越する粘性土石流が代表的であるが，前二者の流

動機構，事在領域等はほぼ明穫になったので，現在では粘性土石流の究明に力を入れている．

火砕流に関しては，粒子自身からの噴出ガスの役割に注目した流動式の導出に成功しているが，

さらに，従来の連続体モデルからはなれて，粒子運動論に基づいた流動式を示し，流動中に粒

子の破砕や結合が起こる場合についても議論を拡張すべく研究を進めている．

(3) 流砂と河道・河床変動の研究：流砂量の多い 幅の広い河川では網状の流路形態を呈し

ているのが一般的であるが，一本の水みちが分裂する機構について詳細な実験を行い，そのよ

うな機構を反映できる数値モデ／レを考案して，網状流路発生のシミュレーションを実施した．

現在， w地渓流のように芭擦が存在する場で，それが流路分裂にどのよう えるか研

している．また，砂州による河口の閉塞は排水不良による災害の原因であるが，洪水時の関

前流路の拡大過程を研究し 最小限の人工的手段によって災害を防捻する方法の開発に努めて

いる．

(4）砂防構造物の機能に関する研究：砂防構造物の適切な配置は土砂災害の防止・軽減にと

って極めて重要でトあるが そのためには，砂防ダム 床面め，遊砂地護岸等の構造物の機能

を明らかにすることが必要である．最近では 遊砂地の機能について 実験と数値シミュレー

ションによって検討し，効果的な形状に関する知見を得ている．また，護岸の一部に大型の水

制を設置することによって水みちを閤定し，水当たり箇所を集中的にi坊御する方法についても

検討している．

(5) 土砂災害予測及び対策計画に関する研究：任意の流域から流出する土石流がどのような

規模になるかを崩壊の発生規模，場所をも考慮して予測する方法を考案して，計画対象土石流

検討の手法を与えた．このような土石流による災害予測，避難計画樹立の方法も示している．

また，天然夕、ム決壊による洪水の規模および災害の数値シミュレーションによる予測手法も与

えた．雲仙の火砕流に関しでも 数値シミュレーションによってある程度の再現が可能となっ

た．流木の挙動とそれによる災害の予測に関する研究も行っている．地震時の山腹崩壊に対し

て，地下水の役割と安全率の非定常性に着目した研究を行っている．

7.河川災害研究部門

本研究分野は，防災研究所創設時に河川および海岸の水害防御に関する総合的研究を行うこ

とを目的として「第二部門jの名称で発足し，昭和 38年に「河川災害部門jと名称を改めた．

その後，平成 8年，防災研究所改組に伴い，水災害研究部門洪水災害分野として新たに発足し

た．本研究分野の教官定員は，創設当初，教授・助教授・助手各 1名であって，昭和 26年以



7 

来矢野勝正教授が部門主任を担当してきたが，同羽

田部門に移り，後任として芦田和男助教授が昇格した

田教授は砂防部門主任となり，

（現工学研究科）に配置換えとなり，平成 7

っし現仕に至っている．助教授として辻，昭和 26

赴任し，間 30年畑中助教授が神戸大学工学部教授

37 として車云出し，その後：昭来日 40

それぞれ助教護

って，

69 

は

えとな

ら配置換え

した．昭和

ヲiき

れぞれ任用された．

となり向 39

当しそ 6 

とし している．さらに，昭和 26

に協力した．

このよう

研究から

に多くの人々によっ

と併せて河川およ

研究へと

近におけ

(1）洪水氾濫と ：バングラデシュ

の資料を分析し，

を示した．また，

ら植生粗度と

の対応、を明らかにした．

ら

(2) 流路変動と河岸侵食： 1980年から始め

継続して実施し，侵食速度と水理条件，

されるとともに

る

と

る

している．

とそれに｛半う

を行い，

現地の破堤については 10

と

よび

と

を
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バングラデシュの 1987年， 1988年の大洪水以蜂におけるガンジス ブラマプトラ両河川の流

路変動について，衛星写真から河幅と流路の年次変化を検討するとともに，メグナ河下流部に

おいて 1988年の洪水後に著しく進行した湾岸侵食を対象として，流況と河道変動の資料解析，

2次元流の数値解析に基づく考察を行った．また 傾斜地域における流木による河道

を明らかにするために，流木が湾岸侵食に与える影響に関して実験的な検討を

カ日えた

(3）護床工周辺部の流れと局所洗掘：護床工下流部の局所洗掘に関して，イボ型の護床ブロ

ックによる粗面から移動床への粗度急変部を対象とした洗掘実験を行い 洗掘穴の横断形状と

水面形の変化過程及び最大洗掘深とその発生位置の時間変化などの河床の変動特性に関して詳

細な検討を加えた a 実験結果に基づいて洗掘形状とせん断応力分布をモデル化し，非平衡状態

における河床変動の基礎式を数値的に解いた解析結果は実験結果とよく適合しており，洗掘の

進行過程をある程度予測できることを示した．さらに，加古川水系万願寺川西脇井堰の護床工

下流部の河床形状を実測し，それらと実験結果との相似性を検討して，現地の洗掘現象につい

した．

(4）洪水流の観測手法と

しながら水深・流速・濁度・

：洪水流の新たな観測システムとして，水流とともに流下

を測定する観測カプセ／レを中心とした空間的連続観測シス

テムを開発するとともに，平匝 2次元の変化を対象とする移動床水理実験において高精度の実

験を効率よく行うためのラボラトリーオートメーションの開発を試みた．一方，最近，流域条

件の変化に柔軟に対応しうる洪水流出予測システムとして 構造的水文モデ、ル化手法の開発に

した．

(5) 湖における成層破壊過程と水温・濁度の変動機構：夏期の浅水湖において界面波の温度

変動を観測した結果をもとに，その変動機構が多層で並列の螺旋渦を持つ組織的構造を持つこ

とを示している．また，琵琶湖南湖における日サイクルの水温成層が吹送流の流速と濁度分布

る機構について考察するとともに，北海における内部波と濁度変動の関係を冬季・夏

期の観測結果と河川の洪水による濁度流入のある条件について検討し 水温と濁度による密度

変化の相互作用の重要性を指摘した．

(6) 大規模流域の水循環：大陸規模河川流域での水循環を定量的に把握するために，気象モ

デルとの連携を念頭においた水文モデノレの開発進めている．この連携を考える場合，地表面に

おける水の運動と大気中の水の運動との間の時空間スケールの違いをいかに考慮するかが特に

問題であって，分布型流出モデルのスケールアップを図るための手法について検討している．

8.内水災害研究部門

堤防によって，洪水・高潮などの外水災害から防護されている堤内地に多くの人々が居住し

ている．このような地域では，破堤等による大災害が起こらなくとも，中小河川の氾、濫，排水
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路の越水，地下水の湧出などによって各種の災害・湿害を受けやすい．とく

済の進展にともなって急激な都市化現象が各地に見られ排水機能の不均衡化

雨時はもちろん， は災害をもたらさなかった も，

ば発生するようになってきている．

を推進する目的で，

｝ア

丸一 は，教授矢野勝正

39 

ら移り，向 45

治JI

なお，両

雄，同 50年 4月

田中丸

され，また平成 6

本部門の研究は，

同58

互いに協力もしく

ため

された．

まで

（環同教授），

した．

に採用され

4月～昭和 62

より移り研究に参画している．

れてきたが，いずれも以下に示すような研

る形で行われ，多くの成果を挙げてきている．

(1) ：内水氾濫は，流域内の丘陵山林域や

らの流出水の集中によってもたらされる場合が多く，したがって，これらの流出特性

し，洪水予測の手法を開発，確立することが肝要である．このため，

JI ' ;j＼畑JIi流域など しつつ，

してf子っている．こうし

形効果と流出モデ、／レへの反映法，

－低水流出解析が連続して行える モデル

－水位の観測網を

－地

るとともに，

し，全国各地の夕、

ム流域に適用して その適応性を吟味するとともに カルマンフィルターを利用した 1～ 3

問先の洪水予測法に関する研究を行っている．

(2) 内水の挙動とその解析モデル：低平地域の氾濫流は下流条件の影響の大きい緩流であり，

その適切な解析モデルの開発が待たれていた．この問題に基礎的に対処するため，山科JIi下流

域・庄椋流域などにおいて低平地氾濫水の実態観測を続けるとともに 数値シミュレーション
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モデルの開発を行ってきた ．まず，不定流の基礎式に基づく数値計算法を各種条件下で検討し，

流域モデルの集中化方式とその効果を明らかにするとともに，次いで不等流式と連続式に基づ

く低平地タンクモデルを開発して内水災害の解明に役立てられた ．さらに外水氾濫が併存する

場合に対処するため，昨今は水理学的諸特性の解明と有限要素法を適用した平面解析法の研究

に重点がおかれている

(3) 都市化 ・土地利用変化に伴う出水 ・水害ポテンシャルの変化及び対策 ：近年，自然丘陵

地の開発に伴って流出形態が変化し いわゆる都市水害が頻発している ．この問題に対処する

ため，前述の自然山林流域の他に京都 ・宇治市内の都市河川及びゴルフ場などに水文観測施設

を整備して観測研究に力を注いできた．また 各種衛星 ・航空機によるリモー トセンシングデ

ータを用いて画像データの分解能が土地被覆分類に及ぼす影響を明らかにするとともに， 土地

利用の経年変化の定量的表示について基礎的な研究を進めている こうした結果を利用して，

都市化に伴う水害ポテンシャルの変化の研究を行っている． さらに ，自然丘陵地，住宅地での

雨水の浸透問題を実験的 ・理論的に究明すると ともに 住宅地の流出抑制と地下水沼養を目的

として，埋管浸透法 ・隙間貯留浸透法などの開発研究を行っている

写真一2・5 巨椋試験流域における内水氾濫

(1986年 7月21日）

口 PaddyField 

図 Field

• Road 

ロBareLand 

• Urban 

ロFor邸 t

• Water 

写真一2・6 リモー トセンシングデータ（LandsatTM) 

に基づく巨椋試験流域の土地被覆分類

(4) 地下水の数値シミュレーション法 ：土砂災害 ・地盤災害 ・水資源問題と深い係りを持ち ，

土地利用変化に伴う環境アセスメントの面でも重要な意味を持つ地下水問題に対処するため ，

昭和 43年度より琵琶湖東北部の高時一姉川扇状地に試験流域を設定して観測研究を行うとと

もに，数値シミュレーション法の開発研究を行ってきた ．最近では，差分法の他に有限要素法

の応用手法，地盤沈下地帯での可能揚水量の推定のための準 3次元モデルの開発を試みている

また，離島における水資源開発として重要視されている地下ダムの設計 ・施工に関する研究に

着手している

(5) 水工計画と水文統計 ：部門創設以来 水工計画の基礎となる水文量の統計処理に関する

研究を進め ，極値統計論 ・2変数ガンマ分布 ・水文量の模擬発生 ・計画降雨波形 ・多変量解析

手法などの研究で数多くの成果を挙げてきた ．昨今は パターン情報による降雨波形の研究・
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排水機の最適制御やDp 

上・下限値が帯在すること

している．

自し

る計画法の研究 している．また，水文統計量には

し，その性能評儲に関する研究

9.海岸災害研究部門

は昭和 34

機として，教授，助教授各 1名，

よび翌年のチリ

2名の構成で昭和 36

昭和 43

き継ぎ，平成 6

となった．

助教授としては，昭和的年ま

同51年まで山

4月

dynamics, 

つ
、〉

れた．とくに，わ

山下i逢男がそ

っている．

石田

してきた．現在は古関助手である．

において，大潟波浪観測所における波浪・

された．その成果

インドネシアのノてリ

ンガノレ湾における

との関係から，

を契

同49年より

となっていたが，

，木村晃，山

洋がそ

よる nearshore

とく

を女台め， わ

された．

けでなく

すること

初めて

日することとなり 平成 5年 12月5日

した．大阪湾から曳航してきた観測塔本体（約 1,500t）を

の こった 9月26日であった．

さらにきたるべき を推進中に，平成 5

が発生し， えて， とく デルの選択

モデル化などの研究が集中的に実施された．

これらの研究成果を由際誌のみならず， した．まず，平成 2 22 

' i可田および山下らが出席し，合計5編の論文を，ついで平成4

の第 23 よび山下が出席し 合計4編の論文を発表した．さ
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らに，平成 6年の第 24 は，土屋教授および大阪大学樫木教授が実行委員

として神戸市で開催されたが，土屋，山下および吉岡らが出賭し，大規模海浜過程に基づく

安定海浜工法の適用と高潮に関する研究など合計5編の論文を発表した．また，平成 5年の第

16呂田際津波シンポジュウムは土屋教授が東北大学首藤教授とともに実行委員長として和歌

山市で開催され， 78編の論文による講演集を編纂するとともに， selectedpapersのほか

opening addressesなどを収録した“Tsunami:Progress in Prediction, Disaster Prevention 

and Warning”を編集した．同年，土屋は出台合同防災に関するセミナー（3rdIOC & Japan 

Joint Seminar on Natural Hazards Mitigation）に出席し，山下との連名で陸棚における

潮の挙動に関する研究を発表した．また，土屋および山下は平成 4年の PACON’92に出席し，

陸棚における高潮に関する理論を山下が発表した．平成 5年ブロリダで開催された大規模海浜

過程に関する国際シンポジュウム (InternationalSymposium on Large Scale Coastal Be-

haviorうでは，その組織委員会委員として土屋教授が参加し，土屋および山下が論文を発表し

た．山下は平成 6年の PACON’94にも参加し，わが国における高潮の挙動に関する研究を講

し，さらに平成 6年 1月に開催された日米合同の海洋施設の耐風・耐震技舗に関する国際ワ

クショップに参加し 高潮に関する研究成果を発表し討議した．

7月に台湾問立成功大学に招へいされ，台湾西

と侵食制御に関する技術指導を実施した．さらに インドネシアとの防災に関する

国際共同研究の推進を図ってきたが，平成6年よりさらに 5年間継続することとなったので，

パリ島のほかジャワ島における海岸侵食の研究のため，土屋，山下および吉岡がたびたび現地

に出張して観測調査を実施し，共同研究の推進に努めてきた．

以上のように平成 7年 3月まで，海岸災害部門として実施してきた主要な研究課題をまとめ

れば，次のようである．

(1）海岸侵食：大潟波浪観測所と共同で波浪，海浜流，漂砂，潟浜変形の観測や数値モデル

によって海浜変形の機構を解明し，海浜を安定させて侵食を制御する安定海浜工法を提案した．

，新潟海岸および大潟海岸における施工のモニタリングによりその適用性を検討している．

(2) 津波災害：数値モデルによって津波の変形による を行い，災

害の発生機講を検討し 災害防御の対策の効果や危険度の予測を行ってきた．

(3) 高潮災害：べンガノレ湾，東シナ海，わが国の太平洋沿岸の主要湾を対象とした高潮の発

生機構を数値モデノレにより検討し，災害危険笛所および危険な台風，最大偏差の沿岸分布を明

らかにした．また，高潮観測塔での大気・海面境界過程の観測研究により，気象，海象の基礎

研究や数値モデルの開発も並行して行ってきた．

，平成 7年4月に就任した高山教授のもとで これまでの研究課題を継続するとともに

港湾施設や沿岸水質等に係わる現場の未知の問題に積極的に対応するべく 水理実験方法の改

良や係留船舶の動特性の観測および海水交換の数値実験などを手がけている．
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10.湾域都市水害研究部門

我が国の社会・経済活動においては，

中心的な役割を果たしている． 法悪化しており，水災

おいても，災害の されている．このよう し

よる水災害のた湾域都市部を対象として，洪水， ，波浪，内水や，それら

どの臨海部の境界・

防災・減災のシステ

を付し

ったが，平成 7

における

，劫教授中｝II ーであ

として赴在した．

本研究部門の研究内容は以下のとおりである．

(1) 高潮，洪水，内水等による

，洪水，内水，あるいはそれら

ている．

る

る

：大阪湾域を対象として，

を，地球環境の変化や

デノレを用い してき

ジェーン台風による

して辻，現行の大阪湾域の

るとともに，ソフトな対策を検討するにあたって，仮に一部の防災

システム

高潮解析の開境界条件の取り扱い，

氾濫水の侵入する

氾濫解析モデノレの構築といっ

(2）都市域における

都市域での氾濫水ならびに流動・

究と連携して実施してきている．

hるのと

では

をとりあげ，洪水・

ポン

漂流物の代表的なものとし

と流木群のラグランジュ

より，

よってひきおこされる

を加えた．さらに

モデル化の

も取りくんできている．

る高度・多層に発達した

といった氾濫水理の研究を，

した．

として大

いら

じることが示されるとともに，氾濫水の

られた‘一方，氾濫の際の流動・

る流木について，流水のオイラー

らなる解析手法を開発した．また，その手法を用

により ること ら

かにした．

(3) －間接防御システムに関する研究：都市域での水災害を訪止・ るシ
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ステムの確立を目指して，直接防御システムおよび土地利用規制や警戒・避難等の間接防御シ

ステムに関する研究を行ってきている．直接防御システムとしては，大都市部の大深度地下空

を有効利用することを念頭に置いた地下河川の合理的な設計法の確立を研究目的のーっとし

ている．今までのところ，地表河川あるいは下水道からの取水流入地点の立坑形状について，

を適切に減勢処理し，かつ空気混入量を撞力抑止する形状を検討してきた．その

渦流式立坑が適切な立坑形状であり，混入空気の抑止には，らせんの案内条を設置した

り，立坑下方に狭窄部を設置することが効果的であることを明らかにした．一方，間接防御シ

ステムとしては住民の避難行動を取りあげ，氾濫の数値解析とリンクした形で，住民の避難場

所への移動モデルを開発した．すなわち，住民の避難行動を，住民が複数個帯在する避難場所

から特定の避難場所を最短経路として選択する問題，あるいは，あらかじめ指定された避難場

所への移動問題として捉えてモデル化した．得られたモデルを，バングラデシュ国サンドウイ

ップ島での高潮氾濫からの避難 淀川流域での河川洪水氾濫からの避難に適用するとともに，

適切な避難所の配置や避難命令の特性（命令の伝播速度，発令時間，強制避難と自主避難）に

した．目し，それらが避難行動に及ぼす影響

(4) 沿岸域における河川水の流動構造 る研究：河JIiの河口域にみられる塩水遡上現象

は， における水理・水質の基礎をなすとともに，生態系などにも大き

また，沿岸域に埋立などを計画する場合，それが流れの場にどのよう

を与える問

を与え

るかを事前に評価することは重要な技術的課題である．このよう

る河口部の 3次元的な流れの特性を，静水圧分布を仮定した 3 を用い

ることに努めてきている．塩水侵入の解析においては， 3次元解析の解析手法を明らかにする

とともに，現地への適用にあたって問題となる初期条件の取り扱いについて実用的な方法を提

し，観測結果と良い一致をみる計算結果を得ることに成功した．沿岸域における河川流出水

の拡がりにおいては 単純な地形の沿岸域に 比較的大きい流量の河川流入が生じる場合を想

して解析したところ，流れの場は水平面内にも鉛直面内にも循環流が発生する高度に 3

的な構造を有すること 流向が逆転する特徴的なせん断層が現れること， しない

はせん断層が現れないことなどが分かり，密度差の存在が大きい役割を与えることが知

られた．また，この方法を大阪湾域部の埋立が河川流出に及ぼす影響の解析にも適用した．

8年 5月の防災研究所の改組に伴い，従来の湾域都市水害研究部門は，水災害研究部門

の都市耐水分野に移行された．主な研究内容は目下のところ従前と同様であるが，湾域部に限

らず都市域の水災害およびその対策について，同部門の他の関連 3分野と連携し，より総合的

な研究の推進に努めていこうとしている．

11.地盤災害研究部門

本部門は，地盤の災害ならびに構造物が地盤から受ける災害の防止・軽減に関する研究を進
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めるために，昭和 37年 4月に設置された．地盤は社会活動の足場である．しかも我が国の都

市の多くは軟弱な河口沖積平野に位聾しており，地盤の沈下や構造物基礎の変形・破壊などに

十分な考慮が払われなければならない．近年で辻，ウォーターフロントへの社会活動の進展に

より，海底地盤特性や沖合い構造物の安定性の問題もク百一ズアップされており，特に平成 7

年兵庫県南部地震による被災にみられるようにウォーターフロント地区の地盤防災が重要な課

題として取り上げられている．一方 廃棄物による土地造成や 建設事業から発生する

物・副産物の処理など地盤に関わる環境問題も無視し得ない課題となっている．

以上の背景のもとに 本部門の研究範囲は多岐にわたるが，特に重要な課題として，軟弱地

盤上の構造物災害や地盤環境災害などを防止・軽減するための研究と それらの基礎となる地

盤材料の物性ならびに地盤改良のメカニズ、ムの研究を進めている

としては，新設以来，村山朔朗教授が昭和 50年4月に定年退官するまでの 13

年間にわたり担当した．ついで昭和 50年 11月に柴田 徹教授が耐震基礎部門より配置換えと

なり，平成 2年 10月に工学部に配置換えとなるまでの 15年開を担当した．平成 3年4月から

より転じて，現在に至っている．

助教授は，柴田 37～ 41年），八木則男（昭和 41～ 46 松岡

元（昭和 48～ 50年：現名古麗工業大学助教授） 足立紀尚（昭和 51～ 58年：現工学研究科

教授），関口秀雄（昭和 59～平成 4年：現工学研究科助教授）がそれぞれ担当し，平成 5年か

らは三村衛が拒当している．助手は，昭和 56年以降，清水正喜（現鳥取大学），八嶋

（現岐阜大学），砂坂善雄（現鹿島建設），三村らがそれぞれ担当し，現在は勝見 武が担当し

ている．

併任あるいは研究担当教授としては，昭和 49年から平成 2年まで工学部赤井浩一教授，昭

和 58年より工学部足立教授（平成 8年より工学研究科），平成 2年より平成7年まで工学部柴

田教授が本部門に協力している．研究担当助教授としては平成 2年よワ向 3年ま

門助教授，平成 4年より工学部関口助教授，平成 6年より工学部木村 亮助教授，研究担当助

としては平成 2年より平成 6年まで工学部木村劫子 平成 4年より平成 7年ま

勝利助手（現・防災研究所地震災害研究部門助手）が，それぞれ本部門に協力している．

さて，地盤災害の研究は，災害事例に基づき個々の自然現象を調査する対処療法的・災害フ

ォロー的色彩の濃い分野である．しかし これと併せて …般的な災害発生の条件や機構を解

明することが不可欠でトあり，災害の対象となる地盤材料の特性や，災害防止のために適用され

る地盤改良のメカニズムに関する基礎的な研究を推進する必要がある．このような観点から過

10年間に行ってきた主な研究課題を以下に略述する．

(1）海底地盤の工学的特性と構成モデル：ウォーターフロント開発の進展により，海底地盤

の工学的特性を明確にすること辻重要なことである．本部門では 海底粘土層の力学的特性に

加えて，物理化学的，微視的特性の研究を行い との関連を検討してきた．また，
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に基づく有限要素法にて表理立に関連する軟弱粘土地盤の応力一変形の関係

ることを検討してきた．

(2) 沿岸埋立地ならびに沖合人工島の動的地盤特性：平成 7年兵庫県南部地震における埋立

地の液状化，護岸の被災状況の調査結果に基づき，現地採取土を中心に埋立土の液状化特性の

把握を室内試験により行っている．また， と地盤の動的相互作用に関して，遠心力

によりモデ、ル実験を行い 震災メカニズムの解明に取り組んでいる．

(3）地盤の原位置調査法：地盤の原位置調査法として 本部門では 中性子水蒸気コーン

(NM Cone）と核密度コーン（ND-Cone）よりなる RIコーンペネトロメータの開発を行い，

その適用性を検討してきた．これは通常の三要素とともに自然合水比 湿潤密度を測定するも

ので，粘土地盤および砂地盤への適用性を示すとともに，コー カニズムの解明を有限

より試みている．

(4) 斜面災害と防止技術：自然斜面や盛土斜面などの崩壊メカニズ、ムの解明と災害防止対策

中でも重要なテーマの一つである．本部門では災害防止の観点から特に補強土工

について，（a）ジオシンセティック水平排水材による軟弱粘性土盛土の補強効果の検討，（b）斜

としてのマイクロパイリン

：地盤防災の観点から

中でも化学的安定処理を中心に，

り返し荷重に対する耐久性，

ている．

(5) は不可欠である．本部門

カニズムの解明，

とその毘囲に及

では

(b）安定処理し

について検討を行ってきた．

(6）廃棄物の地盤工学的処理と利用：近年廃棄物問題への解決が迫られているが，地盤工

学の分野においても 環境地盤工学の観点から廃棄物の有効利用に関する研究が進められてい

る．本部門では，石炭灰，砕石粉，発生土等の工学的性質および安定処理効果の評価と，これ

らの地盤工学的利用に対する新しい提案を行うとともに，魔棄物利用がもたら

スク等について検討を行ってきた．

けノ

12.地形土じよう災害研究部門

本部門は地形の変動と岩石・土壌の変質移動に伴う災害について，その予知ならびに防

止・軽減に関する研究を行うために昭和 38年に設置された．わが国における地形構成の複雑

さは，岩石・土壌分布の多岐性とあいまって，さまざまな形態の自然災害の潜在的原因となっ

ており，地形変化の諸プロセスを物理科学的な手法で総合して究明することは防災上極めて重

要な課題である．

このような観点から 故速水頒一郎教授（昭和 41年退宮）は新しい物理的地形学の分野の

研究が防災科学の進歩に必要なことを唱え，本部門の創設に努力し，部門設立後は，奥田節夫

助教授（昭和 39年教授に昇格，昭和 63年岡山理科大学教授として転出入福尾義昭助教授
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（昭和 48 ，奥西一夫助手（昭和 50年助教授， 2 

と共に研究を推進してきた．その後昭和 39

北海道大学教授），昭和 48年に富岡龍馬助手（平成 6

49年転出，現

として転出），

50年に諏訪 浩助手（平成元年助教授に昇格），平成 5年に斎藤隆志助手が加わり，幅広い研

究が行われている．平成 8年の防災研究所改組により，本部門の研究は大部門として発足した

地盤災害研究部門の山地災害環境研究分野および傾斜地保全研究分野に引き継がれたが，研究

は次の通りである．

(1) 岩石の風化過程： による

きわめて密接な関連を有する．そこで本部門では，山崩れ， t也すべりなどの

る地域を選んで，地下水や湧出水の水質分布，水量測定を行い，風化の棺対

的に進んだ地域の識別や，岩石の粘土化の速度の推定を試み，他の地形的特性とあわせて風住

の進行と してきた．また，降水警地下水，および河川水の

した雨水の流動経路と滞留時間を決定するための

研究を行っている．

(2) 水文地形学的方法による崩壊災害ポテンシャルの研究：

している．それは特に

スムープメント）の形を取ることがある．そこ

ムーブメントおよびその地の土砂移動現象について，そ

山地では，ほとんどの

（マ

ス

と地形変化過程の研究

めている．これは，地形変化が災害の蔑接的・間接的原因になるだけでなく，マスムーブメン

トの発生には地形変化のトレンドが密接に関係しているためである．山地小流域では降南流出

と風化帯の措造の関連において マスムープメントの発生条件および浮遊物質，掃流物質およ

れている．また，

し，表層崩壊の発生賠期を推定する試みも行われ

ている．

ないが，

スムープメント

！き

ることは少

し

の解析，資料解析的手法などを駆使して， と

を明らかにするために，

どの解明に

努めている．さらに山地の地形変化と

縦横断形の相互関係， についても研究を進めている．

と土石流による地形変化の研究：豪雨や融雪あるい ト
Am(3）土石流の発生・

っし究止した土石流の被災地の調査においては，現地調査と空中写真をはじめとする

の併用によって，土お流の発生条件，素因としての地形・地質条件，土石流の流下に伴う侵食

と堆積による地形変動の特性など 被害のタイプと大きさを産接左右する重要な要素を明らか

にしている．さらに 土石流の発生・流動・ という動的な現象のメカニズムを明らかにす
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るために，土石流の発生頻度の高い長野県の焼岳東斜酉および長崎県の雲仙普賢岳東斜面に自

動観測網を設けて土石流の現地観測を実施している．このような観測研究を通して，土石流発

生条件と発生規模 土石流の流動特性と岩屑材料の粒度特性の関係などの詳細が明らかにされ

ている．また，土石流の集合堆積や各個堆積のプロセスと扇状地の形成過程，および土石流に

よる河道閉塞の特性を解明してきた．最近はインドネシアのメラピ火山南斜面，およ

南省の東JII泥石流観測所（成都山地災害・環境研究所所轄）などで国際共同研究を行い，流動

特性の異なる土石流の比較と，発生・流動・土佐積メカニズムの一般的定式化を目指している．

(4) 斜面災害防止のための警戒・避難に関する研究：斜面における急激な地形変化は山地域

における自然災害の主たる原因であるほか，山地に近接した都市域にも重大な影響を及ぼすた

め，その研究は地域の防災と開発に関連して重要な意義を有する．そこで本部門では，居住地

域や道路・公共施設などに隣接する斜面の安定性の評価，安定度に応じた警戒体制，および期

される場合の対策や避難についての基礎的な研究を行っている．急、崖の崩壊や落石に

よる道路や家屋の被災については，発生の突発性のために，予測がきわめて国難であるが，最

について，発生産前予測につながる前駆現象を解明するとともに，過去の崩壊

をデータベース化し 危険度評価と災害防止に生かす方法について研究を進めている．

(5) 湖沼の物理環境に関する研究：湖沼における堆積物の堆積および捲き上がりは防災と開

よび環境保全に関連して重要なプロセスであり，このようなプロセスに関して，主として

奥田節夫教授の在任中に研究が行われてきた．また人間活動による水臆地形への影響や湖盆状

態の人工改変が湖内の水循環や物質循環に与える影響が災害科学的観点および環境科学的観点

から検討されている．さらに堆積過程に関連した環境劣化現象として 富栄養海における水質

と底質の相互関係，底泥の風波による捲き上がりとそれによる湖内での物質の再配分の研究が

行われてきた．

13.地すべり研究部門

本部門は，地すべり・山崩れなどの山地災害の発生機構 その災害の形態及び災害防止工法

を研究することを白的として，昭和 34年に設霞された．地すべり・山崩れの発生は，しばし

ば家屋の倒壊，田畑の荒廃，河道の閉塞，鉄道・道路の阻害を生じ，時には多数の人的被害を

も招き，その研究の進展は社会的にも強く要請されていた．その研究課題としては丘陵・山腹

の地すべり・崩壊・斜面安定に及ぽす地下水及び地震力の影響，地すべり・山崩れの移動形態，

地すべり地特有の地盤構造の調査法，山津波や土石流の流動特性と破壊力などの基礎的問題と

これらの研究成果を地すべりの予知・予測及び防止工法に適用する応用的問題とがあげられる．

これらの研究は本部門設置以前から行われており，佐々憲三教授は，山口真一，高田理夫ら

とともに，地球物理学を地すべり研究に適用し，地下構造採査法及び土の物性の研究を行い

さらに捧雨と移動の関係を明らかにした．村山朔郎教授・赤井浩一教授は土質力学的見地から
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その発生機構や防止対策を研究した．本部門の組織はその新設に当たり，村山教授，赤井助教

より転じて，本部門の専任教官となって研究を行った．その後，赤井は工学部に配

置換えとなり，柴田 徹が助教授に任命された．村山・柴田らはその後，地盤災害部門に転じ，

昭和 37年佐々教授（併任），高田（理）劫教授が地すべり部門を担当して地球物理学的手法を

用いて研究を促進した．昭和 38年からは部門主任を山口教授が引き継いで，高田雄次助手と

ともに研究を行ってきた．高田（理）らは他部門に転じ，昭和 40年高田助手が助教授に昇任

し，助手には竹内篤雄，古谷尊彦，中川 鮮が任官し研究を進めてきたが，昭和 46年山口教

授，高田（雄）助教授が他大学転出後は，吉川宗治教授が地すべり部門主任代理になり，

通保助教授が地震動部門より配置換えとなり，地すべり部門助教授となった．

島は昭和 47年教授に昇任し，地すべり部門主託を担当することになった．小林芳正が昭和

48年に国鉄技備研究所より転じて 地すべり部門助教授に任官した．その後，昭和 56

となった．島は平成 4

することになった．

し

え

し，地すべり

となり地すべり

となった．平成 8年 4月に えとなり，

浩助手が地すべり部門助教授に昇任した．

本部門で行ってきた研究のうち ると次のようである．

(1）地震時地すべり

大崩壊， 1995

すべり

ん断ゾ一

度が大幅に減少するた

名付けちれ，

また，

(2) 

: 1984年長野県西部地震で発生し

－仁川地すべり， 1792

と し多大な被

る高速地すべりのメカニズムについて研究するため

し，各々の地すべり地で採取した土について飽和非排水条件

る試験を繰り返した

．土粒子構造の破壊が起こり

した後，せ

せん断強

まることがわかった．この現象は fすべり面液状化Jと

る高速地すべり運動の原因の解明に大きく資することになった．

る過剰間隙水圧を算定する式を提案し，

も行っている．

り機構の研究： 1984 (10km以上流動）や， 1985

長野市地前山地すべり（約 200m移動） , 1903年のカナダ・ブランク地すべり（約 1.6km）は

移動距離が大きくかっ高速だ、ったことから，数十名の死者を出した．仁川地すべりの教訓から

都市域での長距離運動地すべりの研究の重要性は高まっており 当部門では非排水載荷リング

せん断試験を実施し これらの現象が飽和した土層が地すべり よって非排水載荷さ

れることによって生じていることを確かめた．さらに地すべりの移動距離の簡｛更な予灘法およ
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び地すべり運動の準三次元計算機シミュレーション手法の開発 ・改良と地すべり災害危険地図

の作成の研究を進めている

(3) 地すべり地の移動計測法と地下水調査法 ：地すべり移動計測法として，従来より用いら

れている伸縮計，パイプ歪計に加えて 水平 ・鉛直 2成分の地すべりの横断移動形状を測定す

るせん断変位計，およびこれに改良を加えた

三次元せん断変位計を開発し，これを徳島県

内の結品片岩地すべり地で長さ 500m余りの

測線に 100台を設置し観測を行っている ．三

次元的な移動形状を CADを用いて解析し地

すべり移動ノマターンの変化の様子を明らかに

している．また， GPS（人工衛星測量）を地

すべり移動計測に用い，地すべり地の三次元

的な移動の観測に応用する研究も行っている

地下水調査法としては地下水と地温の差を利

用して，地温測定より地下水の水脈を推定す

る方法を開発した．現在，地すべり地で地下

水脈探査に実用的に用いられている．また，

ボーリング孔を利用した地下水調査法として，

孔内にヒーターとサーミスタを入れて温度の

分布の変化より水みちの深度，方向，流速を

推定する流向流速計の開発を行っている

14.耐風構造研究部門

写真 2・7 地震時地すべり再現試験機

わが国には大きな台風が数多く襲来し，構造物の風による被害も少なくない．しかしながら，

台風などによって生じる強風に対して構造物を安全かつ合理的に設計するという問題について

は，いまなお不明な点が多い．さらに最近では構造物の高層化及び軽量化により ，風に対する

構造物の安全性が重要となりつつある 加えて，空気膜構造や新しい工法による大規模な構造

物の出現に伴い，従来考えられなかったような新しい問題さえ生じつつある．このような事柄

に関連し，風の性状やそれによる構造物の挙動などの解明を行い，風災害の防止， 軽減のため

の研究を進めることが本分野の課題である

耐風構造に関する研究は本研究所設立当初 第三部門において耐震構造の研究と一緒に進め

られてきたが，その研究の重要性から昭和 36年度に独立した部門を設けて研究を行うことが

認められて ，耐風構造研究部門が設立された．本部門設置当初の研究者の構成は教授石崎滋雄，

併任教授横尾義貫，助教授金雰 潔，併任助教授山元龍三郎， 非常勤講師畠山直隆，助手川村
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純夫ならびに光田 寧であった．これらのうち ，畠山，金歩， JI

ら耐風構造の研究を進め， ち外的条件である風の研究

を進めるといった研究体制をとった．昭和 37年JII村は大阪市立大学に転出し，

が助手となり風洞実験による研究を始めた．その後川村は非常勤講師として昭和 43年まで研

に参加，昭和 42年に桂は広島大学に転出，非常勤講師となったー昭和 3ヲ

師となり畠山は講師を辞した．間年金安は工学部に転出し，光田が助教授

は

る を

することとなり，

されたが，

用された．昭和 46

7こ．

ス

48 とし

になった．河井は昭和 52

し，中村は昭和 53

のものの研究とそ

40 

は森武雄が助

になっ

ウ

とが分離され，それぞれ独立した部門で研究が行われることになった．昭和 52

となり，昭和 54年枝が万二島大学から助教授として復帰した．昭和 55年金安は研

し，新しく白石成人が研究担当となった．昭和 56年に

成し，乱流境界層中での実験が始められた．昭和 60

なった．同年控が教授に昇任し，丸山 し

された．平成 8

となった．同年防災研究所の改組によ

り ている

(1) 

12月

たサイクロンによる被害調査等を行った

(2) と よび構造物の動的応答

よび風洞内で行われている．

おいて建物に加わる 日 ，株式会社大林組と

われている．また， しそ

面に加わる風圧力を 180 を用いて

作用する

に形成される 2

の性状を研究している．風絹においては乱流中

円錐状渦を可視化によって示し，側面に発生する との関係を明
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らかにした ．また，強制振動された角柱模型側面の風圧力を多点同時計測し，振動中の物体ま

わりの圧力場の研究も行っている

(3) 建物周辺気流 ：模型実験によって種々の建物周辺の気流性状が乱流境界層中で測定され，

風環境予測の資料として蓄積されつつある．中立強風時に市街地上空に吹く風の性状を知るた

め，都市の縮尺模型を使って，粗度上に発達する乱流境界層内の気流性状を実験的に明らかに

している

(4）相似則：乱れに関する Taylorの凍結仮定

を拡大解釈すれば，すべての時系列データを距離

座標に変換することが可能となる．これを風速ベ

クトルに適用し，流路に関する流程という概念を

定義して，流程の曲率が物体まわりの流形形成に

関与していることを発見した．この視点から，い

わゆる境界層風洞実験というものを解釈すれば，

それが低レイノルズ、数と送風機の一様かつ定常性

に依存するという欺踊性が明らかになった

15.災害気候研究部門

写真－2・8 屋外における模型実験

わが国は温帯低気圧，熱帯低気圧，冬季の北西季節風 夏期の梅雨前線な どの影響を受けや

すい気象条件下にある．これにともなって，豪雨， 豪雪，長雨， 干ばつ，冷害，暖冬，酷暑な

どの気象災害が発生する．わが国の自然災害をひきおこす外力であるこれらの気象現象を研究

することは災害科学にとって必須でトある ．一方局地風，冷えこみ，霧などの局地気象現象も環

境汚染，農作物被害などと関連して災害科学にとって重要な問題である．

これらの問題を研究するために 昭和 41(1966）年 4月本部門が設置された ．当初の研究

者の構成は教授中島暢太郎助教授樋口明生助手後町幸雄および田中正昭であった．昭和

44 (1969）年後町助手が水文学研究部門の助教授に昇任し 昭和 45(1970）年枝川尚資が助

手に採用された．昭和 47(1972）年に樋口助教授が愛媛大学教授として転出し，田中助手が

昭和 48(1973）年に助教授に昇任し現在にいたっている．昭和 49(197 4）年に井上治郎が助

手に採用された．昭和 48(1973）年から 1年間藤谷徳之助助手が また昭和 48(1973）年か

ら2年間佐藤和秀助手が研究に従事した．昭和 61(1986）年 3月中島教授は停年退官し，昭

和 62(1987）年 4月村松久史が気象庁気象研究所か ら部門担当教授として転入し，現在にい

たっている．平成 2 (1990）年 3月枝川助手は朝日大学教授として転出した．平成 3 (1991) 

年 1月井上助手は中華人民共和国雲南省の氷河地帯の学術調査中遭難事故のため死亡した．平

成 3 (1991）年西 憲敬が助手に採用され現在にいたっている．

併任教官では，非常勤講師として樋口明生愛媛大学教授が昭和 47年から 54年まで，柳 哲
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雄愛媛大学講師が昭和 54年から 59年まで，枝川尚資朝日大学（平成 7年奈良大学に転任）教

授が平成 5年から平成 8年まで務めた ．平成 8年から岩嶋樹也名古屋大学教授が現在まで務め

ている ．研究担当として平成 5年4月から 1年間理学部岩嶋樹也助教授が協力し，平成 6年か

ら理学部木田秀次教授の協力を得ている

本研究部門が行っている研究の概要は次のとおりである

(1) 地球規模での気候変動に関する研究：モンスーンアジアの気候変動の実態について，過

去 100年間の気象資料からモンスーンアジアの気候変動の実態を研究している ．南極，ヒマラ

ヤの地形 ・熱収支と大気循環の関係の研究を行っている．また地球規模の気候変動（温暖化）

の要因と考えられるオゾン ・メタンなどの温室効果気体の発生 ・分布 ・消滅の実態把握の研究，

化学 輸送モデルによる温室効果気体を含めた微量気体分子の分布 ・変動の研究，二酸化硫黄

から生成される微粒子，土壌粒子などの浮遊微粒子の気候への影響の研究を行っている．さら

にエルニーニョー南方振動 (ENSO），テレコネクション，季節内変動などの変動現象の実態

の把握，原因の解明のための研究を行っている

(2) 降雨 ・降雪に関する研究 ：大きな災害をもたらした長崎豪雨（昭和 57），北陸豪雪（昭

和 55-56）などについてその局地性， 集中度に関する研究を行って きた．一方梅雨期の降雨に

ついて大気大循環 モンスーンの変動等の観点からの研究を行っている

(3）局地気象に関する研究 ：京都盆地 琵琶湖流域などの地域における局地風と地表の形

状 ・規模，熱収支，上層の気象等との関連，盆地内の風に対する海陸風の影響などの観測およ

び理論的な研究を行っている．また台風などの強風に伴い発生する海塩粒子による被害の研究，

琵琶湖からの蒸発量の年々変動に対する気候変動の影響の研究を行っている．大気境界層内の

気象現象の基礎的な研究を行うため，昭和 53年に

宇治川水理実験所構内に高さ 42mの気象観測塔を

もっ局地異常気象観測解析装置が設置され，気象要

素，運動量 ・熱量 ・水蒸気量の鉛直輸送の測定など

から，京都盆地における早朝の局地風，冷え込み，

霧の発生機構の解析等がなされている ．また粗いメ

ッシュの気象資料から ，注目する特定の領域の気象

状態を詳細に計算するネスティングの手法の研究を

行っている．

(4) 大気 ・海洋相互作用に関する研究 ：瀬戸内海

の潮流残差流，水温 ・塩分等の分布と変動，海域の

熱収支，赤潮の発生の気象 ・海況の研究を行ってき

たが，現在は琵琶湖の湖面上の熱収支，水蒸気輸送

などの観測研究を行っている

題

写真－2・9 局地異常気象観測塔
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長期かつ積算的に作用する －気候変動の要因として従来は自然の環境異常を研究対

象としてきたが，新体制への移行にあたっては要因に人間活動の影響を含める．また研究手法

として観測・解析の他に数値シミュレーションの方法を活用する．研究課題として，従来の（1)

地球規模での気候変動に関する研究の一部（2）降雨・降雪に関する研究 (3）局地気象に関する

は新体制では， f大気組成と気候の研究J，「異常天候の研究」に発展させ，（4）大気・海洋

の研究は新体制では，「大規模な陸面・海面と大気の相互作用の研究」に発展させる．

また（1）地球規模での気候変動に関する研究の一部は「東アジアのモンスーンの研究Jおよび

fオゾン層と紫外線の研究」に発展させる．

16.暴風雨災害研究部門

本部門は，台風あるいはそれ以下の規模のいわゆる中小規模気象現象の基礎的研究と，それ

らに伴う異常気象環境に関する研究を巨的として昭和 52年 5月に設置された．当初は耐風構

造部門助教授より昇任した光田寧教授と潮岬風力実験所より配置換えの塚本修助手でスタート

したが，

昭和 59

10月文字信貴が大阪府立大学工学部助手より

9月塚本修が岡山大学教養部助教授として較出し，そ

した．その後：，

10月村林成が日

ータゼネラノレ社から採用されたが，昭和 61年5月に退職した．その後昭和 62年6月に，

された．昭和 62年9丹に

学農学部助教授として転出し 後任に同年 11月山田道夫が京都大学理学部助手から助教授に

昇任した． 4年4月に山田道夫が東京大学大学院数理科学研究科教授として転出し，

6年4月石川裕彦が呂本原子力研究所より助教授に採用され現在に至っている．また平成 2

度まで京都大学理学部山元龍三郎教授および鹿田勇教授が，平成 3年度以降は京都大学理学部

余田成男助教授がさらに平成 7年からは超高層建波研究センター深尾高一郎教授が研究担当と

して研究の実施に協力している．平成 3年度から 7年度にかけては，

健教授が非常勤講師として研究に参加した．

研究を進めるための研究設備としては，超音波風速温度計，赤外線湿度計，赤外線水分計な

どの各種測器を用いた地空相互作用観測設備を中国甘粛省臨沢県と宇治のグラウンド横に持っ

ているほか，静止気象衛星「ひまわりJS”VISSR信号受信装置，アメダスや気象レーダーな

どの気象情報をリアルタイムで収集する「気象情報システムj，大気中の拡散をシミュレート

する大気ガス拡散シミュレーションシステム 恒温恒湿室および竜巻実験装置などがある．

研究内容の概要は以下の通りである．

(1) 日本を襲う被害台風の性状に関する研究：日本を襲う台風について，強烈なものについ

てはそのつど被害地の現地調査および、気象観測記録の収集を行ってきた．この研究の結果，日

本に上陸する合風の性質を一般的に表現するための気圧分布モデルを確立し，さらに猛烈な台

風の限の壁の内側においては地表風が傾度風よりも強いスーパーグラーディエントの状態とな



16. 

っている場合があること，強烈

いる場合があることなどを見いだした．

額を用い，これと

とを見いだした．また，

満足するような台風を長期間分にわたっ

本国内の任意地点において台風により
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を有する 2セノレ型の渦から多渦型に変化して

とし

によい対応を示すこ

を求め，この統計的性費を

シミュレートし，こ て日

るいは強風の確率付き

する手法を確立した．

をリアルタイム

を総合イヒし， fひまわりJのデータ，

られるデータを入力して，日本に接近しつつある台風の風による被

う総合システムの開発をめざして研究を進めている．

(2）メ

ている．また

る竜巻，夕、ウンバーストな

まなメ

(3) 

ている． までに研究対象としたのは，

を進めている．

を行つ

を製作し，渦の構造やその地

し じ

ダストストーム等のさまざ

る観測研究を行っ

，鈴鹿山紙，

どである．これらの研究を実施するに当たり，潤

データを解析する新しい方法として 地形による流れの変形の研究に能用する MASCON

，および乱流観測データの解析に適用するウェイブレツト解析手法の開発を行った．

(4) 人工衛星を用いた暴風雨の監視に関する所究：静止気象衛星「ひまわり」の観測データ

をリアルタイムに受信し，これを用いて観測点の無い地域での降水量の推定手法の研究，

る研究などを実施している．また 飛行機観測が行われなくなっ

るための研究にも，衛星データを用いている．

(5) 地空相互作用の研究：異常気象発生の背景となる気候変動の重要な要因のーっとして，

目されている． (WCRP）に関連して， 1989ー

1993 において，半乾燥地域の砂漠化現象

の観点から精密に調べることを目的とした訪中共同研究 (HEIFE；五Eiheriver basin Field 

Experiment）を，日本側の代表機関として実施した．この研究では，接地境界層内の乱流輪

と水収支などの観測が行われ，多くの新し

られた.1993年 11月には「HEIFE国際シンポジウム（京都）Jを主催した.1994 1995 

には， HEIFEの延長として日中共同乾燥地域自然環境総合モニタリング計思（AECMP;

Arid Environment Comprehensive Monitoring Program）を実施し， HEIFEの観測を継続

するとともに，乱流輸送量の高度変化，砂漠ーオアシス相互作用の観測研究を実施した.1996 

年以降はチベット の観演を行う る．
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(6) 気象環境の計測法に関する研究：部門創設時の超音波風速温度計の開発に続いて，大気

のリモートセンシング手法の確立を目標として，電磁音響探査装寵（RASS），開

（ドップラーソーダー）の開発研究を行ってきた．また地空相互作用観測設

において，地空相互作用研究に必要な各種観測技術の開発を行ってきた．

17.宇治川水理実験所

宇治jI として水と土に関する災害の防止・軽減を臣的とした実験研究を行う

ため，昭和 27年 3月に発足し，昭和 39年度より 4カ年計画で行われた河川災害総合基礎実験

施設の建設に伴って 敷地も約 6万ぱに広げられた．昭和 45年には宇治構内の研究所本館の

竣工に伴い，それまで本実験所で実験を行っていた 8研究部門が移転し，その後は，当実験所

研究員が中心となり，関係部門等（災害気候・砂防・河川災害・内水災害・海岸災害・耐水シ

ステム・地盤災害・耐震基礎の各研究部門，水資源研究センターおよび自浜海象・大潟波浪・

穂高砂防の各観測所）による共同研究の場としてきたが，平成 8年5月の研究所改組に伴い

2 と4観測所を統合し ンターが設置され，その 1

ている．

に認められ，初代施設長に矢野勝正

した．昭和壮年よりは村山朔郎教授 昭和 43年より再び矢野勝正教授が施設長に

した．同年5月矢野教授が研究所長となったので村山教授が再度施設長に就任した．その

，昭和 45年石原安雄教授が施設長に就任したが，昭和 46年度より助教授振替えで教授の定

られたので，石原教授がその任に当たった．昭和 50年には今本博健助教授が教授に

るとともに，石原教授が研究所長となったため，同年5月より今本教授が施設長として

勤務してきたが，平成 8年 5月の研究所改組に伴って定員接替えが行われ，災害観測実験研究

センターの教授として当実験所に務め 現在に至っている

助教授については昭和 28年に 1名の定員が認められ，昭和 29年にはさらに 1名増員された

えにより昭和 46年以蜂は再び 1名に減員されている．この間，足立昭平，

，岩塩雄一，石原安雄，楳木亨，角屋睦，樋口明生，村本嘉雄，中JIi博次，余越

正一郎，今本↑専｛建，長尾正志，津井健二が助教授を務め，平成 7年 1月より石垣泰輔助手が昇

して勤務していたが平成 8年5丹の研究所改組に伴う定員振替え後災害観測実験研究セ

ンターの助教授として当実験所に務め 現在に至っている．

一方，助手については昭和 28年に l名の定員が認められ，その後昭和 29年に 1名，昭和

30年に 2名，昭和 53年には水文学部門の廃止に伴う定員接替えによりさらに l名と逐次増員

されたが，昭和 57年には耐水システム部門の設置に伴う定員振替えにより l名減員され，

成8年の改組に伴う定員振替えにより 1名減員され，現在の定員は 3名となっている．この間，

足立昭平，国司秀明，樋口明生，山本願一，角屋 睦，吉田幸三，野田英明，今尾昭夫，寺谷
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卓三，西勝也，中村重久，富井宏，余越正一郎，谷泰雄，塩入淑史，奈良井修二，芝野

照夫，久下俊夫，北村長介，小葉竹重機，大年邦雄，石垣泰輔，宇民 正が助手を務めており，

昭和 44年より上野鉄男が，平成 6年より武藤裕別が，平成 8年より馬場康之が勤務していた

が，平成 8年5月の研究所改組に伴う定員接替え後，災害観測実験研究センターの助手として

当実験所に勤務している．

以上の専任研究員の廷か， じた国司秀明助教授が昭和 36年まで併任助教授を，

工学部岩佐義朗教授が昭和 46年より 47年まで，工学部中JIi博次教授が昭和 49年より

まで，農学部藤京建紀助教授が平成7年より研究担当を，また，

教授（昭和 52年ま が昭和 46年より 48年までならびに 51年より

56年まで，東京工業大学福岡捷二助教授が昭和 60

4年より平成 7

7年より日本下水道事業団の定道成美氏が，平成8年より

を務め，実験所の研究推進に大きな貢献をなしている．

本実験所は研究所における関係部門等との緊密な協力の下に，水と土に関係する

ついて広範な実験研究を実施し，わが国におけるこの分野の研究の指導的な役割を果たしてき

ている．これらの研究のいくつかは関係部門等の項で述べられているため，以下に

を中心として行っている研究について述べる．

，レーザ流速計による速度 3成分計測法，流れの可視化法および乱流モデルの

る代数！之、力モデノレを用いて産線開水路流れの 2次流と組織構造の関係について検討し

し る2次元的なもの，断面形状に起因するもの，およ

ら2次

ることなどを見いだした．一方，字民・上野は流れ

を多段階相関法を用いて解析し 水路床近傍の縦渦群のスケールを

見いだすとともに，それらの渦と水深規模の渦の関係について考察している．さらに，

iの洪水時の航空写真や斐伊川における洪水時の観測結果を用いて洪水流におけ

る並列らせん流の特性や河床形状の特性などを検討し，その乱流構造が，河床形状に対応した

えて水深規模の並列らせん流やボイルなどから多量的に構成されていることを明らか

にした．また，今本・石塩・武藤は，複断面流れおよび複断面蛇行流の乱流構造をレーザ流速

よる速度計測法や流れの可視牝法を用いて検討し，｛思水路と高水敷上流れの混合機構およ

び2次流の構造について速度差による水平混合と斜昇流と呼ばれる 2次流の 2撞の形態、が存在

することを見いだすとともに 低水路が蛇行している複断面蛇行流で、は鑓水路内の蛇行流と

水敷上の流れが交差する部分において新たな 2次流が発生して大きなせん断抵抗が生ずること

を示した．

－武藤・馬場は，歴史的な河川工法を検討するため，岡山県旭川の江戸期の河川
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改修工事を取り上げ，その水理学的意義に関する実験的検証を行った．その結果，旭川｜の河道

付替が洗掘現象を考慮した工事であったこと，百間川分流工事の治水効果が高かったことなど

によ り，当時の技術水準の高さを示した

今本 ・大年は，閉鎖性海域の海水交換特性を実験および数値計算法によって検討し，同一面

積の湾であっても湾内の仕切り方によって海水交換が促進されること 潮流と恒流が共存する

と潮流のみの場合より平均滞留時間が長くなること などを見いだ、した．また，今本・大年・石

垣 ・馬場は， 大阪湾の潮流に関する水理模型実験を行い，潮流により形成される還流の特性や

淀川，大和川などの河川｜水の拡がりについて検討している．さらに，今本・石垣・武藤・馬場

は，久美浜湾，琵琶湖南湖などの閉鎖性水域の流れについても水理模型を用いた実験的検討を

行うとともに，久美浜湾では現地観測も行い，総合的な観測 ・実験研究を進めている．これら

の種々のスケールの基礎実験ならびに模型実験を通して 水理現象の相似則を検討している．

津井は，非定常河床変動実験でネックとなっていた河床形状計測の効率化を自動計測制御法

で図り，蛇行水路の河床変動計測結果より最大洗掘深やその発生位置が主として流路の平面形

状によって支配されていて流量が変化しでもさほど変化しないことなどの結果を得ている．ま

た，津井は，今本をはじめ所内の多数の水理関係部門の研究者と共同して 流砂実験における

自動計測，流れの可視化結果の解析法などの移動床現象自動計測法の開発を行った ．これらの

方法を用いて津井は，潮汐貯水池を用いた河口堆積制御に関する研究を行い，潮汐貯水池の存

在により河口部の洗掘量が大きくなるなどの結果を得ている

水害時の人的被害を防止・軽減する方法として，災害発生前の危険地からの避難が重要であ

写真一2.10 宇治川水理実験所全景
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ることが近年の大水害の教訓として得られている．また，避難を円滑かつ速やかに行うために

は充実した避難システムの確立が望まれ それを具体化するには現状の把握と分析が急務であ

る．今本 ・石垣 ・大年 ・武藤 ・馬場は 水害時の警戒 ・避難行動の実態を自治体側と住民側の

両面よりアンケー ト調査結果を基に検討するとともに 情報伝達 ・防災意識について検討を行

っている

18.桜島火山観測所

当観測所は「火山爆発予知の研究」を目的として 昭和 35年に設立された ．昭和 30年に始

まった桜島南岳の山頂噴火活動は現在まで約 41年間にわたり継続している ．昭和 47年秋から

の南岳の爆発活動を背景に昭和 49年から始まった火山噴火予知 5ヶ年計画は，第 l次計画

（昭和 49～ 53年） 第 2次計画（昭和 54～ 58年），第 3次計画（昭和 59～ 63年），第 4次

計画（平成元～ 5年）と繰り返され，現在は第 5次計画（平成 6～ 10年）が，火山観測研究

の拡充強化，噴火機構解明のための基礎研究の推進，予知手法等の開発と基礎資料の整備及び

火山噴火予知体制の整備を柱として 引き続き実施されている ．第 1次から第 4次計画までは

桜島を中心とした地震及び地盤変動の観測に基づく噴火機構の研究とそのための施設の整備に

重点がおかれた．主な成果として 桜島 ・姶良カルデ、ラのマグマ供給系と長期予測に関する研

究，画像解析による爆発機構の研究，観測坑道での精密地盤変動観測による噴火機構の研究と

直前予知システムの開発，溶岩流のシミュレ

ーション手法の研究などが挙げられる．詳し

くは，京都大学防災研究所四十年史などを参

照されたい．これまでの研究により，桜島周

辺の地殻上部のマグマ供給システムの概要が

明らかになり，観測データの分析による火山

活動の長期，短期及び直前予測が可能な段階

に達しつつある．なお，予知計画発足後，九

州地区火山活動移動観測班の設置に伴い助手

l及び技官 lの増員 及び広域火山観測網設

置に伴う助手 lの増員があった．他方，技官

1及び事務官 1の定員削減を受けた

写真一2・11 桜島火山観測所本館（手前の白い平屋が

磁気遮蔽室である）

最近 5年間の教官の異動は以下の通りである ：平成 4年4月味喜大介が助手に採用された

昭和 48年から教授 ・施設長として観測研究の指導にあたっていた加茂幸介（現名誉教授）が

平成 6年に停年退官し 同年 11月石原和弘が教授に昇任した．平成 7年 11月には井口正人が

助手から助教授に昇任し 山本圭吾が平成 8年 4月助手に採用された．平成 8年5月の防災研

究所の改組にともない，桜島火山観測所は火山活動研究センターに移行した．次に，主な研究
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活動を観測研究施設の整備と関連させて概説する

ブルカノ式の爆発的噴火を引き起こす安山岩質火山で 噴火活動前に火口浅部で多数発生す

る低周波火山性地震 いわゆる B型地震の震源及び発生機構は未解決の問題であった ．第 3次

及び4次計画で桜島に整備された観測井により ，SN比の良好な記録が得られ， B型地震の研

究が進展した．具体的に言えば， B型地震には火道のやや深部で発生する高周波型（BH) と

火道の浅部で発生する低周波型 (BL）があり，前者はマグマが火道に貫入する過程で，後者

はマク、マが火道から火口底へ溢出する時に発生する地震であることが分かった．また， 両者の

初動は震源域で、上下方向へ膨張するような力がかかっていることが判明し B型地震の発生は

火道を上昇しているマグマ中の火山ガスの発泡過程と深 く関わっていることが推定された

桜島の地震及び地盤変動観測施設の一応の整備は第 4次計画まででほぼ終わったので，第 5

次計画での観測施設の整備は，桜島の観測の多項目化と薩南諸島の活火山の観測の強化に重点

が置かれている ．平成 6年度には，桜島内の火山ガス ，温泉水などの観測データを収集し集中

記録するための地球化学データ伝送収録装置が設置された これに関連して， 20年来桜島の

地球化学的観測を実施してきた東京工業大学の平林順一助教授を非常勤講師に迎えた

薩南諸島の薩摩硫黄島，口永良部島 諏訪之瀬島などの火山は 過去 100年余の聞に顕著な

噴火と災害を繰 り返して きた．交通通信手段の不便なこれら火山の観測研究は，桜島火山観測

所設立当初からの懸案であった．パソコンに よる火山観測データの収録 ・伝送装置を開発し，

昭和 63年から順次この装置 と地震計な どを各火山に配置した． 平成 5年度にはGp S観測装

置も配置され， これらの火山の活動を最低限

モニターする体制ができた ．活動休止期間が

長く ，過去の活動史からみて近い将来顕著な

噴火が発生する可能性の高い口永良部島，薩

摩硫黄島を中心に移動班による各種の臨時観

測と現地調査を繰り返している ．なお，現在

の地上設置型の地震計では火山性地震の検知

能力に限界がある ので第5次計画中に観測

井による SN比の高い地震及び傾斜観測に切

り替え る整備を計画している

霧島火山帯に沿って南北方向約 400kmの範

固に地震観測点が配置されたので，地震予知

研究セ ンターの協力を得て ，島弧マグマの発

生機構を解明するために 火山帯深部の地震

活動の研究に着手した ．これまでの解析で，

姶良及び阿多カルデラの直下では，フィリッ

，警F硫黄島ハ

ロ永良部島 ）／診。υ

b 中之島

図 2・1 霧島火山帯観測網

30忙
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ピン海プレートの沈み込みに伴う深発地震の発生域の上方で，沈み込みに伴う と る

発震機講を有する地震が間欠的に発生していることが分かった．

島弧のテクトニクスと火山活動の関係 及び過去の火山活動を解明する…つの研究手法とし

て火山噴出物の磁気測定が考えられる．岩五磁気を精密に計測するために平成 5年度に磁気遮

を設備した．現在は，桜島及び薩南諸島の溶岩を試料として用い，地質学的及び古地磁気

的研究を基礎に，桜島などの溶岩の噴出年代を推定して，脊史以前の南九チ！？の火山活動史を復

元する研究を行っている．

く共同研究である集中総合観測のうち，桜島及び諏訪之瀬島については，当

観測所が観測実施計画の立案と報告書の出版を行ってきた．これまでに桜島では 8@J，諏訪之

は2問実施され，桜島では平成 8年度に第 9屈の，諏訪之瀬島では平成 10年度に第 3

自の集中総合観測が予定されている．平成 2年に噴火活動を始めた雲仙岳では， GPS 

を北大，名大，九大及び京大（理）と協力して符い，雲仙火山のマグマ供給系は，

良カルデラ・ ，複数のマグマ溜りで構成されていることを示した．更に，雲仙火

山地下へのマグマ

した．

その他の共同研究として，日

を逐次明らかにして 噴火活動の長期予測に

との火山噴火による航空機災害の軽減に関する

インドネシア火山調査所とのジャワ島の活火山の噴火予知と噴火機構に関する国際共同研究が

られる．また，抜島は関際火山学及び地球内部化学協会（IAVCEI) により「防災十年火

山（DecadeVolcano) Jに指定された．噴煙中の火山灰の挙動の研究 マグマ供給系に関す

る地球化学的研究などをおこなう閣外の研究グループに 施設利用などの便宜を計っている．

19.潮岬風力実験所

乱れの大きい自熱風中の現象は，風洞実験や数億実験で再現できるわけではないため，自然

の強風中で観測実験を実施して 自然風の性質を明らかにし 実際の家屋などの構造物に及ぼ

してゆくことは，風災害の研究上において，とても重要な意味を持つ．本

，本チ！？最南端の和歌出県串本町潮岬の紀伊半島から張り出した台地上にあり，台風ゃ

を実施することを目的として設立された．この種の実験観測施

ものであり，世界的にも，あまり例を見ない強風に関する総合観測

る．

36年，文部省災害科学研究事業費により，潮岬風力観測所として発足した．串本町の

により貸与された約 2,500m2の敷地に，制建築研究協会の寄付よる潤風塔（地上高 10

m）を持つ観測室と給水塔 民間数社の寄付による実験用家屋三棟が建設された．翌昭和 37

年には，風速計などの計測器が整い，研究活動が開始された．昭和 40年にはそれまでの借地

も含めて， 4,lOOm2の土地を購入し，翌昭和 41年には専任職員三名（助手一名，技官二名）の
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配置が認められ，名称も潮岬風力実験所と改称して防災研究所の附属施設となった．昭和 45

年には，地上高 20mの測風塔を持った鉄筋コンクリート造4階建ての研究室本館が竣工し，

野外実験場も整備されて，本格的な総合実験施設としての観測体制が整った．本実験所の施設

長は発足当時から防災研究所耐風構造部門の石崎滋雄教授が務めてきたが，定年退官のため昭

和 61年からは，同部門教授に昇進した桂顕治が併任してきた．専任の助手は花房龍男（昭

和 41～42年度）に佐野雄二（昭和 43～44年度），森征洋（昭和 45～48年度），塚本修

（昭和 49～ 51年度）である．その後昭和 52年度に林泰ーが着任し現在に至っている．

本実験所は防災研究所の耐風構造部門，暴風雨災害部門の協力を得て，強風災害の野外観測

実験的な研究分野を担当してきており，風向風速，気温湿度などの気象要素を継続的に観測し

ていくだけでなく，構造物に作用する風圧や変位を測定するための計測器も整備し，台風襲来

時などの強風の時には 実験用家屋や野外模型を利用して，観測を実施している．平成 8年度

から本実験所は災害観測実験研究センターに所属し，気象海象研究領域を白浜海象観測所と大

潟波浪観測所とともに担っていくことになった．今後は，自然風だけではなく，気象災害一般

の野外観測実験を大気災害部門と協力して遂行していくとともに，他のニつの観測所と協力し

おいて これま

(1) 

ついて，

の研究も積極的に推進していく．

てきた研究内容は次のとおりである．

一般の鼠観測に用いられてきた三杯風

よって動特性を明らかにし 実際の強風に対す

る応答を調べ，超晋波風速計との比較観測によってより正確な評価方法を提案した．

(2) 自然風の乱れ（大気乱流）の構造の研究：複数の風速計を配置した観測網で，風速変動

の空間分布やその分布の時間変化を観測し，平均的な乱渦（eddy）の形状を明らかにすると

，突風の空間構造を調べて，前面には急激に風速が増加する領域の存在を実証した．こ

の突風前線の通過の際に運動量の輸送が，きわめて効率よくなされていることが明らかになっ

た．さらに気温や湿度の時間変動も同時に観測して，突風前線や自由対流などの譲地境界層中

の非定常現象のさいの乱流の発生機構や輸送機構について研究を進めている．

(3) 構造物に作用する風圧および構造物の変位の測定：実験用家屋や野外実験場に設置した

を用いて，震根や壁面に作用する平均風圧や風圧変動の時関変化，室内圧の変化を実測し

ている．同時に実験家屋の部材や研究室本館の東西南北の四方向の広い窓ガラス面（ 2 m×2 

m）に変位計を取り付け，風による振動を測定している．これらの資料を基にして，現在の構

造物の耐風設計をより合理的にする努力をしている．

(4) 強風災害の被害調査：台風や竜巻に伴う強風による被害の実態調査は，強風災害の研究

を進めていく上で 不可欠である.1990年の台風 9019号は風台風で紀南地方に大きな被害を

もたらした．本実験所近辺の被害の実態調査をするとともに，三重，和歌山，奈良の三票につ

いて，統計的に被害を調査した.1991年の合風 9119号は被害が日本全国に広がったが，
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四国，九州地方の家屋，電力の被害調査を実施した ．さらに日本だけでなく， 1991年のバン

グラデシュのサイクロンの災害調査も実施した．竜巻は 1991年の房総半島で発生した日本

における最大級の竜巻をはじめとして 10数個の竜巻について実際に被害調査をするとともに，

1981年からの竜巻の統計調査も行った

写真 2・12 潮岬風力実験所研究室本館

（野外実験場から望む）

20.白浜海象観測所

写真一2・13 野外実験場で、の乱流輸送観測

沿岸域の災害の防止軽減のためには 高潮，津波および暴風時の海象変動を的確に予測する

ことが必要で、あると同時に，平常時の沿岸海域の動態の解明が必要で、ある ．一般に，このよう

な海象現象は時間的にも空間的にも絶えず変動しているために その連続観測と海象変動の研

究とを継続している

昭和 35年，教授速水頒一郎によって，我が国最初の海洋観測塔が，和歌山県田辺湾白浜沖

に設置され，併任助教授国司秀明らを中心とし，助手，西勝也とともに，逐次，観測装置を

整備充実し，海象の観測研究に取り掛かった ．昭和 41年4月，防災研究所附属施設として白

浜海象観測所（助手 l名，技官 2名）が認められ，施設長岩垣雄一教授（併任）と西助手が着

任した．昭和 42年白浜町堅固字畑崎に土地 459m2を購入，昭和 43年 3月観測所本館の一部

（床面積 195m2の鉄筋コンクリ ー ト2階建）が完成，その後，昭和 43年職員宿舎建築，観測

艇（しらふじ，2.4 ton）購入して観測体制充実が図られた．昭和 43年 7月岩垣の工学部への

配置換えで，研究所長矢野勝正が施設長を兼任，同年 12月より教授土屋義人が施設長（併

任）となった ．昭和 48年6月西助手の理学部への配置換え，吉岡 洋助手採用，昭和 46年お

よび 55年海洋観測塔の補修 昭和 49年観測塔への電源ケーブルが埋設された．開所以来観測

機器の開発や整備の面で当観測所に貢献された清水保隆技官が昭和 49年5月病没した ．昭和

50年 7月より 1年間 施設長は中島暢太郎教授が併任となった ．昭和 53年度，隣接の土地を

購入，現在構内敷地面積は 99lm2となった．また，翌年流速計検定装置が設置され観測精度の
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向上がはかられた．昭和 54年 9月，台風 16号により観測装置が損傷したので修理復旧した．

昭和 56年度に助手振替え助教授の定員が認められ 海岸災害部門助手中村重久が昇任配置換

えとなり，自然災害にか変わる異常潮位の研究をすすめることとなった．平成 57年 4月，

は海岸災害部門へ配置換えとなった．観測所本館増築（137m2）が昭和 57年3月完了し，

昭和 60年 3月には観測艇更新により，新造船“海象”（総トン数 3.4 ton）が配備され，観測

研究体制の一層整備充実が図られたが，平成 2年 9-11月に 4四台風の直撃のために観澗塔

の一部損傷が見られたので応急補修をした．平成 4年 10月に施設長は土屋から中村へと交替

し，さらに，平成 5年9丹に田辺中島高潮観測塔が竣工，これまでの研究成果に立脚した観測

研究計画の一層の推進が図られて来ている．高潮観測塔は，柱状で，田辺湾の沖合（水深 32

m）に海中間定観測点として位置している．平成 6年度からは 人工衛星による異常潮位の研

究を今脇資郎非常勤講師が推進している．また，平成 7年4丹に，技官芹津重厚が助手となり，

8月からは大学院理学研究科の根田昌典助手が研究担当教官として共同観測研究にあたっ

ている．平成 8年 5月の防災研究所の改組にともない，白浜海象観測所は，防災研究所附属災

ンターの気象海象研究領域となり，今後一層の観測研究進展のための研究体

られた．最近 5年間の研究の概要は以下のようである．

(1）暴風時の波浪の予知法： ら空中式超

とともに，沖合の観測塔によって得られた海上風，波浪ゃうねりの観測記

もとづき，外洋から陸棚を通って来襲する台風時のうねりと風波や冬期季節風時の高波浪

の方向スペクトルをはじめとする諸特性について解析し，波浪の発達と減衰などの実態を究明

して，異常波浪の数値予知法の確立とその応用に努めてきた．

(2) 人工衛星による異常潮位の予測研究：レーダ波を利用して沿岸域の災害と沖合や外洋の

，波浪（有義波），海面高度の相互関係が明らかになるように努めている．

(3) 台風による高潮の予測：観測塔の潮位記録とあわせて，紀伊水道および大坂湾沿岸にお

ける潮位記録の収集を行い 高潮による災害予測に必要な統計学的および力学的研究をすすめ

てきている．このような沿岸域や陸棚周辺の海底条件が重要なことも理論的にも明らかである．

と波浪との共存系の観測研究の進展に努めるところである．

(4) 地震による津波の予測：地震津波の現地調査を実施して実態を究明して，津波災害と海

岸地形や海感地形の関連の重要性を究明するとともに，津波のスペクトルと港湾の共振条件と

をあわせて考えるべきことを明らかにするために努めている．津波研究において，地震学的に

られる震源域の特性を表す地震ノfラメータをそのまま海底変動条件として考えることは必ず

しも適当ではない．これは 特に 1995年兵庫県南部地震のときの津波と地震との関係をみ

れば明らかである．それに 太平洋を横断して日本沿岸に災害をおよぽすチリ津波等について

も予測と対策に必要な研究も推進している．また，プレートテクトニツクスの問題を考慮、して，

地殻の変動が活発な近畿地方では 水準面にたいする地殻の騒起や沈下と黒潮による年平均海
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水位昇降との関係を調べて，今後の津波災害の予測と防止対策に必要な研究を進めるように努

めている．

(5) 海洋と大気との相互作用の観測研究 ：海洋観測塔によって実施されて以来，現在も継続

して推進されている．当初は海上の一測定点での観測であった ．最近では，人工衛星の赤外画

像などを利用して，広い海域についての，海面を通してのエネルギーの交換や物質の交換の検

討が可能で、ある．海洋の乱流境界層の力学的機構も今後さらに観測研究を推進して，波浪の発

達や減衰のほか，高潮と波浪の非線形相互作用の究明に努めているところである

(6) 黒潮の変動の予測 ：北太平洋西部に位置する日本では重要な問題である．とくに，高潮

や津波の問題を研究するにあたっては あらかじめ黒潮の変動を的確に把握しておく必要があ

る．現在，白浜海象観測所では，構内で直接 人工衛星 NOAAおよびGMSの海面赤外画像

を直接連続的に受信して その画像の解析によって黒潮フロントの時間的変動が理論によって

も十分力学的に説明できることが分かつて来ている ．今後，長期間にわたる人工衛星赤外画像

の解析をして黒潮変動の予測に必要な観測研究を推進するように努める

(7) 沿岸過程に関する観測研究 ：海洋観測塔と観測艇による田辺湾の海象観測とによって進

められて来た．田辺湾の海水の動態は，これ

までの観測の結果 潮流と黒潮変動とにより

強く影響されていることがはっきりして来た

田辺湾の湾軸を側線とした海象の観測からも

従来は捕らえることができなかった変動が明

らかになって来た ．現在新しい観測測器に

よる観測研究推進に努めているところである

これによって，異常潮位のような現象の構造

を明らかにし，沿岸域の災害の予測と対策と

に関する観測研究の推進に努めている

21.穂高砂防観測所

写真一2.14 田辺 ・中島高潮観測塔

土砂の移動による災害は土石流などのように急激で破壊力の大きなものから，徐々に貯水ダ

ムに土砂が堆積するような現象まで多様化している

昭和 40年度に防災研究部門が創設されたのを機に，このような災害の原因となる土砂移動

の実態を解明するために， 山地において持続的な観測を行うために本観測所が設立された．こ

のような施設は世界的にも例がなく，土砂移動現象が多様で，その頻度も高いことから ，岐車

県上宝村の神通川上流の蒲田川支流の足洗谷が試験流域となった

新部門増設設備費によって，昭和 40年度に足洗谷試験地の中に鉄筋コンクリ ート造り 68m2

の観測室および研究室が設けられ，足洗谷支流ヒル谷出口に試験ダムが設置され，昭和 41年
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度に鉄筋コンクリ ー ト造り 371112の土砂特性試験室が設けられた ．昭和 42年 6月より防災研究

所附属の研究施設として管制がしかれ 助手 l 雇員 1の定員が配属された．初代施設長は，

砂防研究部門の矢野勝正教授で 助手には砂防研究部門の奥村武信助手が配置換えとなった

その後，昭和 43年度に奥村助手が砂防研究部門へ配置換えとなり，砂防部門から津田豊明助

手が配置換えとなった ．昭和 46年度からは 矢野教授の定年退官にともなって，砂防部門の

戸旧不：jjヲJ教授が二代目施設長となった．昭和 55年度に鉄筋コンクリー ト造り の本館 (1601112)

が設ザ［された．昭和 63年度に助手定員の振替えにより津田助手が助教授に昇任した ．平成 4

年度から は，芦田教授の定年退官にともなって ，砂防部門の高橋 保教授が三代目施設長とな

った

方，観測システムの整備は足洗谷試験流域（6.5kni2) において重点的に行われている．昭

和 55年度にはヒル谷出口に自動流砂測定装置が設置され，昭和 58年， 59年度には従来の観

測機器を有線テレメ ータ化する砂防観測テレメータ ・システムが設置された．この装置は，テ

レメータ ・データ収集表示 映像監視記録 データ保存．記録装置からなっており，雨量計

( 6台），水位計（ 6台），流速計，流砂量計（ 2台） ，温度計 （3台），湿度計，日照計，電導

度計のデータをフロッピィディスクに記録し T Vカメラ （7台）の映像を土石流センサーお

よび雨i，よ，水位などの作成仰の設定によ って録画 ・保存することができる

本観測所は，砂防部門の協力のもとに，以上のような観測施設によ って山地流域における土

砂流出の実態の解明を行って きた．現在まで行われてきた主な研究内容とその成果は次のとお

りである

(1) 山岳流域における降雨と出水の実態に関する研究 ：標高 1100mから2400mまでの高

度差，地形および斜面方位などによる降雨特性に関する研究を行うとともに，土石流に関する

出水の特性，山岳流域における出水の特性を明らかにしつつある

(2) 土砂生産に関する研究 ：土砂生産の形態である崩壊，裸地侵食，ガリ侵食，渓岸侵食な

どについて ，それぞれの原因に関して観測調査を行っている．その結果，裸地侵食においては

斜而勾配と斜面構成材料の強度の関係を明ら

かにするとともに，ガリ侵食については，凍

結 ・融解が大きな役割を演じていることを明

らカ3にした

(3) 土砂流出に関する研究 ：土砂流出の形

態と河床形状の関係を明らかにし，階段状の

シュート ・プールからなる河道における土砂

流出機構に関してプールの役割を明らかにし

た．河床変動が激しくアーマコート の形成，

破壊が発生する河道における流砂機構につい 写真一2.15 穂高砂防観測所
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て，その実態を明らかにしつつある．さらに， に関しでも多く

らhており，とくに， イドログラフの変形， して

しい知見が得られた．

(4) 砂防ダムの土砂流出諦節機能に関する研究：

して土砂流出調節機能を調べている．とくに，土石流に対する

的に調べており，これまでに，ダム前後における

いる．

よび透過型の砂防ダムを対象と

(5) 地下措造に関する 大」 どを明らかにし，

との関係について研究を進めている．

22.徳島地すべり観測所

本観測所は，破砕帯地すべりの多発する

た防災研究所地すべり

，昭和 41年 11月に設置され

された．昭和壮年4月に，この観

り観測所（定員助手 1・技官 1) 

をそなえた観部所本館が完成し，

誤1・ してきている．

II （併任：昭和 45～

46 

る． まアこ

5～ 8 

り観測所となり，

44～ 50年に

4年），末峯章助教授（併任：平成 4～5年），

であった．また大部門の編成後に災害観測実験センター

5月に今本博｛建教授が所長に就任し今日に至ってい

昭和 50～平成 5 （昭平日 62

成5年に末峯助教授が地すべり部門に配置番え後，

その後向助手は平成 8年4月に地すべり部門の助教授

Tこ．

した．また防災研究所の改組で末

峯助教授が地すべり えとなった．そして小西利史が平成 8年 5月に助

した．

本館測所の自的は破砕帯地すべり災害に関する研究を現地において総合的に研究することで

ある．各地の試験地において地形・地質の現地調査弾性波探査地下水探査，ボーリン

して，物性的に地すべりの要因を調査すると共に，土地移動量・伸縮量・傾斜量・地

－地下水位・排水量など地すべり土塊の物理量の観測を行って

いる．これらの記録の解析によって，破砕帯地すべりの発生条件・発生機構・運動様式および

る基礎的研究を推し進め，そ

しつつある．

これまで九鬼・ －大神・ JIIU埼・ －
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試験地で調査観測を行い，地すべりの発生機構の解明等に努めた．しかし観測機器 ・試験機器

は未だ不十分で、ある．現在ではほとんどの観測を地すべり地内の観測小屋のーケ所に集中して

自動記録する集中観測システムの方式で実施している ．さらに昭和 61年度からは伊良原地す

べり地では観測制御およびデータの観測所本館への転送を行う テレメー夕方式で観測を実施し

た．現在は重実 ・吹の 2ケ所の地すべり地でテレメー夕方式の観測を実施している ．試験地の

観測機器の整備拡充はもとより ，各地の破砕帯地すべりにおいて地すべり土塊の物理量の観測

を行うべく推定危険地域の観測網の整備拡大を計画している．また集中豪雨時には，四国の破

砕帯地すべり地域に地すべり災害が発生することが多い．したがって直ちに現場に急行できる

機動力を兼ね備えた観測所に整備しつつある

本観測所では次の研究課題を掲げ研究活動を行っている．

(1) 破砕帯地すべりの素因および誘因の研究 ：破砕帯地すべりの主要分布地域である吉野川

水系地すべりの発生条件，活動様式の基礎になる地形地質の基礎的資料を収集し，破砕帯地す

べりの素因の究明を行っている ．四国の地すべり の自然的誘因は多量の降雨であるが，地すべ

り地における排水ボーリングや集水井からの排水量を三角堰で観測して地表 ・中間 ・地下の各

流出量の同定および，地すべり地の多数のボー リング孔の地下水観測を継続的に行い，地すべ

りの変動との関係を研究している． また数値シュミ レーションのためのモデルを基に各流出量

の機構特性の解明に努め地すべり予知を目指している

(2) 破砕帯地すべりの移動機構：吉野川流域の上記の地すべり地を試験地として伸縮計 ・傾

斜計 ・パイプ歪計 ・地下水位計 ・土圧計 ・間

隙水圧計などの観測機器を用いて，表面およ

び地中内部の変動様相 地下の水の挙動と土

地変動との関係，ならびに土圧との関係につ

いて観測的研究を行っている．特に地中歪に

ついてはこれまでほとんど行われなかった連

続観測を実施して すべり面の拡大形態 ・拡

大速度を明らかに した．また地盤の粘性係数

についての研究も試みている．また GPS 

（人工衛星測量）を使った地すべり斜面の定

期健康診断の構想について研究を行っている

写真一2・16 徳島地すべり観測所本館

(3) 地すべりのフラクタル構造 ：地すべりの構造がフラクタルで、あるかどうか解析した結果，

世界の大きな地すべりや 北海道の地すべり分布はフラク タルな構造を有していることを明ら

かにした．

(4) 防止工法 ：破砕帯地すべり地の地すべり防止工法の有力な手段として，地下水位低下工

法がある .1 m深地温探査で地温分布を測定し地下水脈の状態を推定し その地下水脈の水
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を除去する方法で対処している．地下水排水工法として有効な排水ボーリン

向は前記の方法を参考にして決定している．また地すべり

り変動を比較して その効果について調べている．地すべり

ノレを伊成して，対策工事による地下水低下の状態による

23.大潟波浪観測所

においては，

よる

をはじめ，漂砂，

などを起こしてきた．これらを予防，軽減するためには，ま

と施工後で地すべ

らモデ

も行っている．

とくに，

される．

るための継続的な波浪観測を実施するとともに，波浪による

し，その

，海浜変形な

されなければならない

日本海に面する

よ

る必要がある．その場合，強風時，高波浪時でも

39 

し7こカヨ 40 

汀線から沖方向へ約 315111

も利用して，波浪のほか潔砂な

し，

44年大潟波浪観測所として防災研究所の

となり，助手，

七ミ． え）

し，

した．その後

カヨ

当ってきた

至っている．

3年まで米国デラウエア

，昭和

してきた．その後，

に 3台 よるデルタアレイからなる外洋波

は，空中発射式超音波波高計4台よりなるライン

アレイを設置し，波浪の方向スペクトルの観測を強化するとともに，桟橋に任意に取付けられ

る12台の容量式波高計群と昭和 54年に設置した砕波観測用ピデオ装置とを用いた波浪観測シ

ステムによって，浅海における波浪の変形特性を観測してきた．

昭和 61年帝国芯油株式会社の第 1人工島桟橋が撤去されるのを契機に，

を究明する一方，浅海における波浪とそれに伴う海浜流，漂砂との協同現象としての

海浜変形の予測，制御法から海岸侵食制御論の確立のために，波浪・

新設され， をはじめ東京大学工学部， との

協同研究の推進が図られてきた．平成 8年 5月の防災研究所の改組にともない，
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害観測実験研究センターの気象海象研究領域の施設となり 研究体制の整備充実が図られた．

最近実施している主要な研究課題は次のようである．

(1) 異常波浪の観測とその予知 ：季節風，台風の通過に伴う異常波浪の発生，発達の機構と

その浅海における変形機構を観測研究によって究明するとともに，それらの予知法，波浪変形

モデルなどの適用性を研究している．とくに，前者では季節風の停滞による異常波浪の発生，

波浪の方向スペクトルの変形などの観測研究を主体としている．

(2) T型観測用桟橋をベースにした波浪海浜流 漂砂海浜変形の時空間観測 ：大潟海岸

において， nearshoredynamicsとcoastalgeomorphologyとを結びつけて，海浜過程の力学

を構築できるに値する系統的な観測を実施し 波浪 海浜流漂砂との協同現象としての海浜

変形の実態を究明する ．これらに関する各種数値モデルを実測結果と比較して検証し，近い将

来にはその適用として大潟海岸の海浜過程の予測に寄与する予定である

(3) 海岸侵食に伴う底質特性の時空間変化：直江津港の築造を契機と して，大潟海岸の海岸

侵食が著しく進んできたが その実態を調査観測するとと もに，とくにそれに伴う底質特性の

時空間変化を継続的に調査し 海岸侵食に伴う底質特性の変化と漂砂源との関係と海浜断面の

時空間変化などとの関係を広域的にかつ普遍的な法則として調べている．

(4) 砂浜海岸の地形学的特性 ：長期的なタイムスケールにおける砂浜海岸の地形変化を漂砂

源，陸棚の形成などとの関係から調査すると ともに，郷津より米山岬に至る直江津，大潟，柿

崎海岸の全域の形成過程とその変動を coastalgeomorphologyの立場から調査研究している

この場合，背後地の砂浜地帯の形成過程のみならず，最近におけるその漂砂源の後割について

も調査を発展させている．

(5) 安定海浜工法の適用性 ：波浪・漂砂観測用桟橋による観測調査の結果をはじめ， near-

shore dynamicsに関係する各種数値モデルの集積から，安定海浜の形成過程が究明されてき

たので，それに基づく海岸侵食制御として安定海浜工法が考察され，最近大潟海岸に新潟県に

よって施工中である．その適用性を調査し 必要に応じて改良するため 施工中における海浜

写真－2.17 波浪 ・漂砂観測桟橋
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変形とそ している．

24.地域防災システム研究センター

昭和 47 した防災科学資料センターは， ハソ

ンターのように資料の収集とその整理が中心の業務であった．昭和

一タベース fSAIGAUの構築と公開はこのセンターの中核的な成

され，毎年約 6千件づつの増加を図っている．

は多様な自然災害の発生をもたらし，

きくしている．そこでは，自然災害の性質ばかりでなく，

して，社会に未曽有の箔撃を与える．したがって，自然科学と

57年度より

果である．現在約 5

し

た共同研究体制が必須であり それによって初めて総合的な減災システム

そこで，これまで収集してきた災害史・資料の活用を国り，

ンターから研究センタ

し

となる．

まえた

る

ることカぎことになった．すなわち，

となった．

この発端は，

きであり，まず，

カヨ

（所長の併任）， と

より村本センター

より地域防災システム研究セン

られ，河田が教授に昇任し，

えに伴い，

力

ターに改組拡充され，新た

した．その後，

ま

リンストン大学より田中

の補助を得て，平成？

を開始し，平成 6年度より

で，紡災研究所の改組問題がクローズアップされ，こ

4 

システム研究センターと統合を臣指

まとめの作業に入った．そ

ら

れた．その後

ーへの移行を

7年に両センターの統合は白紙に戻り，当センターは在大災害研究センタ

ことになり，平成 8年度の防災研究所の共同利用研究所への移行と大部門

に伴って， E大災害研究センターの新設が認められた．このように過去 5年間で研究

体制は大きく変化し 教宮技官定員はつぎの通りである．

平成 3, 4年 防災科学資料センタ一 助教授 l，助手 1，客員教授 l，客員劫教授 l' 

技官 1
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5～ 7年 地域防災システム研究センター 上記プラス教授 1 外国人客員教授 1

8年～ 臣大災害研究センター 教授 3，客員教授 2，外国人客員教授 1' 

助教授 3，客員助教授 2，助手上技官 l

（平成 6年野田 均技官の退職に伴い定員削減）

なお，平成 5年度よりセンタ

している．また，平成 3

は田中，ついで高橋教授が，平成 8年度からは河田教授が

より客員教授は小山靖憲教授（和歌山大学教育学部），武藤

は笹本正治助教授（信州大学人文学部），西山 克助

が併任してきた．さらに，客員教授として P.K. Park （米国

, P. Shrivastava （米国パックネル大学） , G. Edwards （オーストラリア臨床心

が着任した．

この間， 1991年から約 3年間継続した雲仙普賢岳の噴火災害， 1992年のインドネシア・フ

ローレス島地震津波災害， 1993年釧路沖地震災害，北海道南西沖地震災害，

1994 ジャワ 北海道東方沖地震災害，三陸はるか

した．これらの災害調査，とくに阪

システム研究センターは総力を挙げて組織的に取り組んできた．神－

1996 においても必ずしも し，また被災あるいは近隣自

し，研究成果の社会への還元を図ってい

る．

には，防災問題に関する下記の 7つのプロジェクト研究を推進した．

1 .災害史に関する研究

2 .ファジイ理論を応用した前兆的異常現象の識別についての研究

3.災害資料を利用した崩壊災害の復元的研究

4 .水害の変遷に関する研究

5 .特定災害の資料収集・

6.年輪情報に基づいた古気候変動の再現と災害発生との関連性に関する基礎的研究

7. 自然災害国際データベースの構築

地域防災システム研究センターでは，こうした防災科学資料センターの調査研究活動と

引き継ぎ，自然外力と被災社会の地域性によって変化する巨大災害を国際的視野に

立って解明し，地域と

11からなっている

した減災システムの研究を符ってきた．研究課題は，つぎの

1 .災害激化要因の分析と二次災害防止のための比較災害研究

2 .巨大災害の復元による変遷予測

3.災害時の人間行動に関する研究

4.防災教育と防災知識移転の研究
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5.巨大災害の構造の解析

6.地域特性と国情に合った地域防災

計画の研究

7.国際災害情報研究ネットワーク論

の研究

8.国内外災害データベースの構築と

国際接

9 .災害資料の審査と質の評価

10.災害史，とくに巨大自然災害史

11.災害情報の活用に関する研究

とくに特筆すべきは平成 7年に発生し

写真一2・18 1994年東ジャワ地震津波災害のヒアリング調

査（地域防災システム研究センターとインド

ネシア気象庁との共同研究）

た阪神 ・淡路大震災に関する調査研究であって，これに関する当センター専任教官による自

然 ・社会科学分野の論文，報告書が約 60編発表され，講演は延べ 100回を超えている

平成8年度発足した巨大災害研究センターではこれらの研究をさらに発展させ， 3つの柱，

すなわち，巨大災害過程（Informationand Intelligence），災害情報システム（Prepared-

ness and Societal Reactions），被害抑止システム（UrbanDesign and Planning）の領域の

共同研究を推進する予定である．なお，当センターは発足当時より所内共同研究センターに位

置づけられており，毎年，防災研究所年報 Aに 『防災問題における資料解析研究Jとして，

研究成果を要約したものを刊行しており 平成 8年度で 23号を数えている

25.水資源研究センター

日本学術会議は第 58回総会の議に基づき，昭和 46年5月1日付で政府に対して，全国科学

者の共同利用の研究所として水資源科学研究所（仮称）の設立を勧告した ．さらに，同会議は

京都大学に対してこの共同利用研究所の附置を依頼した．それに応じ本学は，関係諸機関に諮

り附置の方針とするとともに 学内に水資源科学研究所設立準備連絡委員会を設け，防災研究

所を世話部局として昭和 48年度より概算要求を開始した．当時，日本学術会議では，水特別

委員会の委員長は故石原藤次郎名誉教授で幹事は石原安雄教授であり，学内では，上記連絡

委員会の委員長は村山朔郎教授（元所長）ついで石原安雄教授（元所長）であって，これらの

諸先生方には多大な尽力をして頂いた ．しかし，その後の社会経済情勢の変化のため，その内

容を研究所から研究センターへと縮小せざるを得なくなったが，永年にわたる関係部局 ・機関

の協力のもとに，昭和 53年4月1日付文部省令第 10号により，全国科学者の共同利用の性格

をもっ水資源研究センターが防災研究所に設置される運びとなったのである

その当時までの我国の経済成長は特にめざましく 都市と工場が急膨張して水の需要が急増

した．その結果，水量の不足，水供給の安定度の低下，水質の悪化等が大きな社会問題として
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クローズアップされるようになった．今や経務大国といわれる我国のこうした水資源問題は，

砂漠化で食糧不足を来しつつある地域におけるそれとはかなり違った側面もあるが，人々が利

用し，または利用しようとする水を人間と水との結びつきでみるという観点、からすると相通ず

るものがあるはずでトある．水資源研究センターは こうした問題に関連する課題を科学的かっ

ることを目的としており，これまで研究組織および研究活動は次の通りである．

は，当初は所内改組による披替の教授 l，助教授 l，助手 l，事務官

1と，増員による教授 I，助教授 lであったが，昭和 54年 4月からは客員教官 2 （教授上

1 ）が増員された．本研究センターの運営は，所長がセンター長を兼務し，上記の教授

助教授に加えて，防災研究所内，京都大学内，及び他大学からのそれぞれ若干名の委員で構成

される たり，またセンターの業務を処理するために主任が置かれ，初代主任石

原安雄教授の停年退官に伴い，平成 2年度より池淵周一教授がその任についている．平成 7

度からは所内センター規定の一斉の一部変更により，主任である池淵周一教授がセンター長の

任についている．また，研究担当として，設立当初より本学工学部高梓琢馬教授を迎えている．

研究組織としては，陸水収支と水資源システムの 2つの専任の研究グループと特定プロジェ

クトに対する 1つの客員の研究グループがあり さらに緊急課題を研究するために広く

として参画を依頼し 研究会等を通じて強力に研究を進めている．

なお， 8年5月の防災研究所改組に伴い，これまでの 2つの専任研究グループに内水災

に水資源研究センターに加わり，新たに地球規模水文循環領域，都市・地域水文

，地域水利用システム計画領域の 3専任領域と客員研究領域とによる新体制にて衣替

えを果たしている．なお，ここ 5年の研究体制・課題は必ずしもセンター内のグループごとに

区別できないほど融和し，センター一体となって学際的に進めている部分が多い．

陸水収支研究グ、ループ

昭和 53年 4月本研究センタ一発足時に，水文学研究部門の大部分の教宮が本研究グループ

に移行し，教授石原安雄，助教授友杉邦雄，助手下島栄ーで発足したが，平成 2年 3丹

安雄教授の停年退宮に伴い，平成 2年 10月から教授池淵周ーが水資源システム研究グループ

より移行し，平成 4年3月には下島栄一が大同工業大学助教授として転任，平成 5年4月には

とし採用して現在に至っている．

(1) 琵琶湖水資源・水環境の研究：昭和 50年より間際水文学計画（IHP 1975～）の一環

として，引き続き詑琶湖を含めた近畿地方の水害 水資源水環境の総合的調査研究を推進し

ている．とくに平成 3年度以降，琵琶湖プ口ジェクトの名のもとに進められている，水文陸菌

を中心となって精力的に進めている．一方では，琵琶湖流域での

歴史洪水や渇水を抽出して現在の状況と将来の予測とを結びつけて行くために，古水文学や古

気候学の成果をベースに 古文書や木の年輪を調査することにより 琵琶湖流域の水環境の変

遷を明らかにしてきている．
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(2) 水収支と渇水の研究：水不足を起こさないため 緊急時の補拾水の確保と

その安全率との関係，さらに異常渇水対策一般についての提言を行うとともに，平成 6年震の

全面的な大渇水の構造・被害の調査・解明を大学・省庁とともに中心的な役割を果たしながら

進めてきている．

(3) 降水分布の物理的およ －統計的特性の研究：降水の変動は気象擾乱のスケールと

その消長に起因し 気象学上の研究課題であって 関連分野の研究者との共同研究も進めてい

る．一方水資源の技術的立場からは，変動の統計的・確率論的特性を知ることも重要であり，

これまで降水量の時系列特性や空間的集中特性，相関構造などについて多くの知見を得ている．

よる地球規模の降水分荷の推定の精農評

を実施｛菌に応用している．

するとともに， シミュレーションを行い，（5）に対する

礎的な知見を得ている

(4) 建域 との水の授受は降水と によ

つ れるが，このうち ため， しユ

中心的な

役需を果たしている．

(5）貯水池制御エキスパートシステムに ：洪水や渇水時の貯水池等の制御には判

断を伴う．そこには 熟練者の経験・知恵をも というシステムとして も

ものとして含まれる．これらの具体的なものとして，

ステムに関する

の観測をも重視した形で開始し，精力的に進めている．

いた洪水制御支援シ

る研究を，

(6) 流域水環境の変化：水震に関しては， 21 1っとし きく られ

ている酸性降水，特に酸性警とそれによるアッシドショックといわれる

を進めてきている．生物との関わりとしては 客員分野と共同して河川

こ数年進めているとともに，洪水や河川水の利用と自然，社会，歴史と

を含めた河川及びその流域のあり方を模索し始めている．

7.／＜.糞源システム研究グループ

モデル化

？？ 

」ー

にとらえ，人

昭和 55年2月本学工学部より池湖周一助教授を本研究グループの教授に迎え，昭和 56年 4

月本学工学部より小尻利治助手が配置換えとなって体制を整えた．その後，小尻は昭和 56

11月，助教授に昇任したが，昭和 60年 10月，岐阜大学助教授に配置換えとなったため，代

わりに中北英ーを劫子に採用した．その後，中北は平成3年 1月，助教授に昇任し，また，前

述のように池淵教授の睦水収支研究グループへの移行に伴い 平成 3年4月より

部から時由憲夫教授を迎えたが，岡田は平成 8年 5丹の防災研究所の改組に伴い総合防災研究

リスク分野の教授に転任し現在に至っている．
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(1) 防災意識の形成・消長過程の研究：過去の災寄経験に依存して，地域によって防災意識

が異なる．ここでは，長崎大水害や平成 6 よびその後につき，開き取りや新

を行って，災害意識の伝播，消長のシステ した．

(2) おけるライフラインのリスクマネジメントのためのゲーミング・シミュレ

ション：阪神・淡路大震災を事例に複合災害の下でどのようにすればライフライン（上下水

・ガス・電気・通信など）の被害を抑止し ひいては生活への影響を最小限にできるかにつ

いて，ライフライン をプレイヤーにみたててゲーミング・シミュレーション

を行う．これにより安全な対応等を検討するための有効なツールを開発することを目的として

しユる．

(3) 水利用プロジェクトの費用割り振り問題に関する研究：多目的ダムの整備にあたっては

複数の用途（治水利水親水（観光・レクリエーション））や都市・事業体の間で事業費を

どのように公平に割り振るかが問題となる．このような問題をゲーム理論及びミクロ経済学に

基づいて分析する．その一環として，例えば，観光・レクリエーションがもっ経済的効用の測

定法の開発を目指している．

(4) 持続的発展プロセスとしてみた山間過疎地域の活性化に関する研究：山間過疎地域の活

牲化は，山間地域が果たす環境ストックならびに災害リスク回避能力としての価値を，下流域

の都市との関わりから総合的に評価することなしには不可能と考えられる．本研究はこのよう

な観点から，超長期的な時間スパンの下で山間過疎地域をどのように持続的にマネジメントす

ればよいかについてケーススタディ（鳥取県智頭町・熊本県小田町）を行っている．

(5) 降水の時空間分布特性の解明と短時間降雨予測手法の開発： 3次元レー夕、一，ドップラ

ーレーダーおよび気象衛星情報を用いた嵐速場の時空間分布特性の気象力学的研究ならびに

4・5時間後の降水量を予測する鎧時間降水予測手法の開発を行う．

(6) 降水現象と土壌水分震の長期相互過程の解析：降水過程モデル，

込んだモデ／レを用いて，そ における土壌水分量の変動と

デルを組み

よび降水分布の長期

相互過程を解析し 今後の持続的可能な水資源量の推定への基礎を構築している

客員研究グループ

客員研究グループは特定プロジェクトの研究を目的としているが，専任教官および共同研究

協力者との共同研究をも行っている．現在までの客員教官と課題は以下の通りである．

1 ）客員教授

氏 名 職 名 （当時） 研 YザE1., 課 題 客員期間

中西 ヲム 山口大学工学部教授 水の再利用・高度利用 S. 55 . 1 -55. 3 

田中宏平 九州大学 学部教授 新水源の開発 S. 55.4-57 .3 

森瀧健一郎 岡山大学文学部教授 水資源と地域経済社会の変貌 S.57.4-59.3 

水越允治 一重大学人文学部教授 気候変動 S. 59.4 61.3 



水谷義彦

竹内邦良

関 田 憲 夫

渡辺

田中

竹内

市JI!

関田

劫

誼

25. 

富山 大学理学部教授

山 梨 大学工学部教授

鳥取大学工学部教授

九州大学理学部教授

香川大学教育学部教授

記所教授

名

筑波 大学地球科学系講師

東 京大学工学部助教授

鳥取大学工学部助教授

ンター

安定問位体と水循環

潜水の生超と

混jオえとそのリスクマネジメント

地球観測技術と水文・

河川の生物的環境と物理的環境

水環境の経済分析と評儲

研究課題

－管理

109 

S. 61.4-63.3 

S. 63.4-H. 2.3 

H. 2.4-3.3 

H. 2.4-3.3 

H. 6.4-8.3 

H. 8.4－現在

客員期間

S. 55.10-57.3 

S. 57 .4-1ケ丹間

S.57.5-59.3 

S.59.4-61.3 

S. 61. 4…63.3 

S. 63. 4-H. 2. 3 

H. 2.4-4.3 

五.4.4-6.3 

H. 6.4-8.3 

H. 8.4－現在

共同研究協力者グル…プと研究会・研究集会・水資源セミナ…

る

いだそうとする研究グループであるが， 4 

とともに研究会等を通じて解決の方向を見

よりプロジェクト研究重視型にして，従来

を各プロジェクトのコアメンバーによる例会とサポートメンバーも含めたワークショ

ツ している．

りである．

年度 S.53 54 JO 56 

人数 65 94 125 105 

機関 6 20 34 32 

屈数 3 9 J 戸

（昭和 61年度以捧は 2

。7

146 

46 

;) 

そ
〉）

58 

35 

46 

7 

59 60 

128 135 

41 42 

7 5 

に研究協力者の登録改更）

61,62 63, H.l 2 , 3 

154 142 169 

49 50 57 

6, 5 3,6 5, 6 

なお，当研究センターに関係する研究者相互の研究の総括等を行う場とし

4,5 6,7 

90 88 

43 47 

9, 9 8,9 

4年度からは水資源セミナーと改称）を開催している．また 研究成果の総括的報告

と を載せた「水資源研究センター研究報告jを昭和 55年度より毎年発行し

ている．
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写真－2・20 可動式Xバンドレーダー

写真一2・19 琵琶湖プロジェクト（飛行

船による 95年度共同観測）

26.都市施設耐震システム研究センター

都市施設耐震システム研究センターは 昭和 61年の設置以来都市という複合体を総合的

に捉えて，都市地震防災をキーワードに，多分野間の共同研究を行うことを目的として活動を

続けてきた．特に，専門細分化が進んで、いた応用地震学，土木耐震工学，建築耐震工学の専任

スタップによる共同研究を推進するとともに，人文 ・社会科学，システム工学，情報工学，環

境地質学などの専門家を客員教授 ・客員助教授に任用して，共同研究を行ってきた ．こうした

活動は，平成 8年 5月に行われた防災研究所の改組の理念を先取りしたものでもあった

本センターのセンター長は防災研究所長が兼務し 他にセンター主任を置いてセンター長を

補佐している ．昭和 61年4月から昭和 63年4月まで奥田節夫教授が都市施設耐震システム研

究センター長に就任した ．昭和 61年 6月，岩井 哲が防災研究所地盤震害部門助手より，津

田純男が同研究所耐震基礎部門助手よりそれぞれ配置換えとなった ．昭和 61年 7月，赤松純

平が防災研究所地震動部門助手から助教授として着任した ．昭和 61年8月から平成 3年3月

まで米国コ ロンビア大学教授の篠塚正宣が客員教授に就任した．昭和 61年 10月，亀田弘行が

工学部交通土木工学科助教授から教授として着任した．昭和 61年 12月から平成元年3月まで

神戸大学工学部の高田至郎助教授が客員助教授に就任した ．この昭和 61年 12月の時点で，都

市施設耐震システム研究センターの専任 ・客員のスタッフ全員が揃った．昭和 62年 4月，津

田純男助手は財団法人大阪土質試験所へ転出した．替わって，昭和 62年4月に鹿島建設技術

研究所研究員の北原昭男が助手に着任した．昭和 62年 5月から平成元年4月まで柴田 徹教

授がセンター長に就任した ．昭和 62年 12月から工学部交通土木工学科の黒田勝彦助教授なら
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し，それぞれ研究に協力してきた．

ら

3月ま した．

月から

5月から

初災研究所地域防災システム研究センター

成 8年 3月ま

し，また同じく 8年 3月まで日

7年 5月から平成 8

した．都市施設耐震システム研究センターは，平成 8

された 10年の時限を迎えた．

した．

5月か

4月から

り

の

保教授がセンタ

3月 31司をもって，

図－2・1に， システム研究センターにおける研究の成果を した．

は，センターの共同研究として実施してきたテーマであり，

ブがそれぞれ中心となって実施してきた個別研究を示している

は の各スタツ

4年秋からシステム研究センターでは，時限を迎える約 3

を練り，地域防災研究センターと協議を重ね，両センター よる「（新）地域防災シ

ステム研究センタ を目指して準備を進めてきた．一方で，平成 6年夏頃から防災研

る方針が本格的になり，改組はもはや 2つのセンタ…のみの問題ではな

くなった．平成 G年 12月には，研究所を 5つの大部門と 5つの研究センター る

－大センター化と全国共同利用化を目指す改組の骨格が定められた．これに伴い，

システム研究センターと地域防災システム研究センターの統合構想、は，

ンタ－Jと名称を改めて受け継がれ，研究所全体の改組構想の中でも，両センター る

された．

中で新たに される となった f総合防災研究部

システム研究センターの研究ポテンシヤ／レを活かして協力

することが， 、同市弘前給料釆日ムムら要請された．

体的な形として， を，それまで計画していた 3分野にさらに f防災社

を力5えて， 4 とした．この防災社会構造分野は，阪神・
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年度（昭和／平成） 昭 61 昭 62 昭 63 平 1 平 2 平 3 平4 平 5 平 6 平 7

（茜鹿年） 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 

年／月 86/4 87/4 88/4 89/4 90/4 91/4 92/4 93/4 94/4 95/4 96/4 

UEHR研究領域と

都市震寄システム分析

屈際共間研究

－ロマ・プ1)iヱタ地震

．臼中共部研究（第1期）

．日中共闘研究（第2期）

学際的共爵研究

－都市災害の変貌と分析
B 地域統合z情報処理

・地域環境と地震動予測

地震被害調査・研究

地震動予測

－入力地震動

・マイクロゾーニング

・地球物理学データの高度利用

地震危険度評価

震蓄のリアルタイム推定制御

都市建築物の耐震化

－建築物群の震害予測
．耐震都市計画

・構造物の地震時損傷評価

．建物被害の GIS分析

ライフラインの耐震化

．供給処理系

・交通システム

－ライフライン構造物

－ライフライン震害の GIS分析

生活支障・心理不安

・人文・社会科学との共簡 ア

図 2・2 都市施設耐震システム研究センターにおける研究経過

後に都市施設耐震システム研究センターを中心に，地域防災システム研究センターと協力して

実施された文部省緊急プロジェクト「兵庫県南部地震をふまえた大都市災害に対する総合防災

対策の研究」の成果を骨格とするものである．その後，平成 7年 12月末の政府原案の内示に

2) 
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より部門とセンタ

分して，

助手が

を2

と

ンタ をそ う新しい体制 した．

27.地震予知研究センター

本研究センターは，

発生のメカニズムの解明とそ

ターには 6

る研究を強力に推進するために，

る研究部門・センター・観測所

として設置された．

とした多くの研究分野の緊密な協力によって，

を自在3している．このため，セン

2年 6月，

うけられた．また，

（地球内部研），

8観測所がセンタ

も

される

のアレンジなど

たため，本センターはより

し

との有機的連携に努めている．

ることに努めており，学内外の研究

けられていた．研究面では，全国的な共同研究への参加や，そ

れ

ンターへ助

をf子うことになった．

おく．次

とにおいて行われていた．特に地震予知に

故佐々憲三・同じく西村英一両教授によって行われていた．

の総合研究を行うことを目的として

くから

め

ている．昭和 33

め

ー

之

、，d
k
々

、

吋
J

’’

A
／
〉
フ

された．

（防災研）を始め，

，北陸（防災， 45

防

40 

観測所が次々 された．

については，防災研究所には，

され，

48年には微

と併せて，研究体制は大いに強北された．
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一方理学部においては 昭和 48年，地震予知計画に基づき 阿武山に地震予知観測地域セン

ターが設置され，主として近畿 ・中国 ・四園地域の地震予知観測及び研究の中心としての役割

を担うことになった．地震予知計画の推進に伴って 昭和 50年頃から 学内の関連する諸分

野での基礎研究協力が不可欠である． また 複雑にして広域的な地震発生現象を適確に捉える

には，個々の観測網独自では不十分で、あり ，それらを統合した広域観測網が必要であることが

認識されてきた．これらの要請を実現するため，理学部と防災研究所の 2部局に分かれて行わ

れていた研究 ・観測体制を再編成して，より強力な体制を作る必要が有るとの結論に達した．

昭和 63年 11月，両者の合意により， 理学部の地震予知関連の 4附属施設（地震予知観測地域

センター，阿武山地震観測所，逢坂山地殻変動観測所，徳島地震観測所）を防災研究所に移し，

防災研究所の関連 3研究部門（地殻変動 地震予知計測微小地震）及び5観測所（鳥取・北

陸微小地震観測所 上宝 ・屯鶴峯 ・宮崎地殻変動観測所）と統合して 防災研究所附属の研究

センターを構成することになった．この結果 平成 2年度に防災研究所附属地震予知研究セン

ターが設置された．平成 8年 5月の防災研究所改組に伴って，総合移動観測班をリアルタイム

地殻活動解析研究領域に変更し，他の「研究分野」から「研究領域」へと改名したものとも合

わせ 8研究領域を構成することになった ．平成 6

年 12月新研究棟が竣工し 阿武山観測所から長l

圧実験装置等が移され 人員の移動も含め実質的

な統合が完了 した ．現在の構成員数は教員 27名

（内客員 1名人職員 16名（内定員外 3名）， 学

生 33名である

以下では，初めに地震予知研究センターの各研

究領域および総合処理解析室の研究活動を述べ，

次にセンター附属の観測所に付いて述べる

地震テク卜ニクス研究分野

写真一2・21 地震予知研究センタ一新研究棟

当研究分野は，地震予知研究センタ一発足と同時に地震テクトニクス研究分野として新しく

設立され，旧地震予知計測研究部門より安藤雅孝が教授に昇任，平原和朗が助教授に昇任した

平成 8年4月には，平原助教授は名古屋大学へ教授として転出し 現在後任の選考が行われて

いる ．当分野の研究の目的は，（1）地震は，地球内部の構造や運動とどう関係し，どのような条

件下で発生するかを調べること，（2）これらの成果をもと に，地震予知への基礎研究を行うこと，

にある．具体的な研究テーマは以下のように大別される

(1) 地球内部構造の研究 ：地球内部には 日本列島下に沈み込む海洋プレート のような大規

模なものから，数k日1程度の不均質構造が存在し，地震発生の原因にもなっている．これらの不

均質構造をトモグラフィーの手法，反射波や変換波の解析，を通して研究を進めている ．現在

は，浅い地震から深発地震までを研究の対象としている
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(2) －紀伊・

込み口がある

ンター 115 

トラフにフィリピン海プレートの沈み

り返し引き起こされている．昭和 21

は，このトラフ る．最近は，次のi有海道地震はそれほ

くな

下の観測と

による

測距システムによる

ム作成の試み，およ

地殻変動研究分野

！日地かく

るため，

40 

保－

る過程の観測研究が始められている．以

を行っている．①地殻内変形の観測： Gp S観測

．②沈み込み量の推定： Gp S観測と

アルゴリズ

．④モデリング：沈

る数値シミュレーション．

を務めた．

る地殻変動と を研究す

ら

に当たっていたが，昭和 48年に微

ら高田

となり，昭和 51年には

は田

ら移って教授となった．平成元年には竹本が理学部へ移り，

になった．設置以来初年の伝統と歴史を脊していた地かく変動研究部門は，

センタ…の発足にともない，発展的に解消し，その研究と観測は新地殻変動研究分野へ引き継

がれる事となった．平成 2年 6月から教授には田中，助手には土居 光，重富田宏および大谷

文夫の 3名が配置されている．

地球ダイナミックスの観点、に立って 地球内部における

に基づいた地域的な地殻変動の解明とそれによる地震予知手法の開発を自指している．近畿地

方から

な

データ

る．

てプレ

に， GP S (Global Positioning System ：全地球測位システム）

，野外および地下坑道内における一定溢度のもとでの光波測量，

よび傾斜計観測，および地下水位計観測などを実施し，

をはじめ，地域的およ を研究してきてい

GP S観誤1からは，フィリッピン海プレートとユーラシアプレートの相対運動・近畿地方の

経年的広域変動を検出し 兵庫県甫部地震に際しては，明白な短期前兆現象は観測できなかっ

たものの，関連する異常変動を検出した．インドネシアにおいては 桜島火山観測所（現在は

火出活動研究センター）などと協力して，断居周辺の地殻変動 火山地域の地殻変動に関する
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国探共同研究を進めている. GP S測位をさらに高精度化するためには大気中の水蒸気分布に

関する研究とそのマイクロ波遅延の有効な補正が不可欠であるが このために水蒸気ラジオメ

ータによる観測研究も行っている．最近では，わが国の気象条件に適合した「マッゼング関

数Jを開発するとともに，水蒸気分布の方位依事性などの研究も進めている．

また，地球潮汐の研究も主要課題の一つで，地球内部構造と物性の研究，とくに地殻構成岩

石の弾性の時間的変化の研究に重点をおいている．

本研究分野は上宝，逢坂山，屯鶴峯 阿武山，宮崎などのセンタ一所属の観測所と共同して

地殻変動の観瀕研究を進めるとともに 地殻活動総合観測線を構成する西日本各地の観測室に

おける連続的な地殻変動観測にも携わってきている．平成 4-5年には 高知女子大学家政学

部大村誠助教授が「南海道・四国地域に於ける地殻活動」の研究で非常勤講師を務めた．

地震予知計測研究分野

当研究分野は地震予知研究センターの平成 2年6月の発足時には地震予知計測研究分野とし

された．分野名はi白地震予知計測研究部門に由来しているが，研究内容は地磁気観測な

しているに過ぎない．むしろ 旧地震予知計測研究分野の研究内容の大部分は地

クトニクス研究分野およ け継がれている.I在地震予知計測研究部門は

発足の昭和 48年以降， 助手加藤正明・安藤雅孝及び技宮 3

名の構成で，地震予知に関する理論と観測方法の確立を自標として種々の基礎的研究が行われ

てきた．主な研究課題は以下の通りであった.(1）地震予知に関する理論及び解析，特に地震活

動の時間的・空間的変化，不均質断層による数値シミュレーション，地球潮汐歪・傾斜振幅の

時開的変化の解析.(2）地震予知に関する観測 特に「地殻活動総合観測線jによる地殻歪の永

年的・短期的変化観測 「活断層総合調査jによる西南日本主要活断層のトレンチ掘削.(3）地

震発生機構の研究 特に日本列島周辺及び内陸部の浅発大地震の震源過程と デ／レ．不均

質媒質中の断層の動的破壊過程．新研究分野へは平成 2年 6月地震予知研究センタ一発足と同

時に，旧教養部より教授住友則彦が配霞替えになった．また，平成 4年2月大志万直人が助教

授に任用された．地震発生に関連した様々な前兆現象発現の機構を明らかにし，地震予知のた

めの効果的な技術を開発する目的で，主に以下の観測・研究が符われている.(1）住友と大志万

による地殻のテクトニックな応力変化による地磁気異常変化の観測・研究 山崎断層等活断層

よび周辺地域での電気伝導度構造およびその時間変化，ネットワークMT法による B本

列島の 3次元竜気伝導度構造 宮城県北部滋糞県北西部花折断層 えびの加久藤カルデ、ラ

での地震活動に関連した地殻の比抵抗構造の研究.1995年兵庸県南部地震の時に活動した淡

路島の野島断層について ボーリング抗等を利用した断層深部の精密な電気伝導度構造とその

時間変化が調べられている．兵庫県南部地震に伴って，峰山では co-seismicな磁場，朽木と

岡山では電場を観測している.(2）平成 7年4月に，当研究所附属地域防災研究システム研究セ

ンターから配置蓄えになった助手小泉尚嗣が地震発生に関連する地下水の移動，活断層周辺の
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水位や水質変化の解明の研究を分担している．鳥取県湯谷温泉では，遠地地震による

出量や水温の変化が検出されているが，その変化のメカニズムについて研究を進めている.(3) 

の時間変化の研究をリアルタイ

している．平成6年には高知大学理学部村上英記助教授が fネットワークM

T法による

よる で非

をす多めている．

地震予知情報研究分野

研究分野は平成 2

地かく変動研究部門より

松村一男助教授，地かく

として， i日

より

ら

野は， ンターに統合された 8観測所の個々の観測網から得られる をタ

るとともに，これらの観測システ

る

の下；こ以下のような研究

とその統合解析システム

ムから得られる多くのデータ

ことを目的として新しく設置された．総合処理解析室と

して研究を行っている

(1) 各種データの収録・処理システムの開発：西南司本内帯に属する上宝，北陸，

4観測所の微小地震観測網からの波形データの収録を宇治センターで準リアルタイムで

制御し， lつの統一観測網とみなし得る総合収録システムの構築，さらに西南日

る徳島，宮崎の 2観測所のデータを宇治センターに統合するため，デジタノレ回線網 INS64の

した効率的通信システムの開発，実吊イ七を行った．現在，さらに，

システムを利用し

テムの開発を行っている．

(2) 

タ交換シス

－近畿及び近畿・山陰の 2本の

－中

自のデ

を進めてータを総合的

いる.1995 

山の 4

して，広域にわたる を明らかにする

ら100km以内の阿武山・山崎・

ら5 

(3) 

ターンに変化が起こっていることを明らかにした．

データ・ベース －地下水

(4) 地震波形解析システムの開発：地震観潤記録より

ついての研究を行っているが その基礎となる波相の

と性質について明らかにした

ている

る解析システムの

に関して，
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地震活動研究分野

当研究分野は地震予知研究センターの平成2年6月の発足時は地震活動研究分野として設置

されたが，統合以前の旧微小地震研究部門の観灘・研究を引き継いで、いる．地震予知計画のー

として，微小地震の観鴻・研究を担当する部門として！日微小地震研究部門が昭和 48年度に

されたが，平成 2年6月，防災研究所前属地震予知研究センター設置に伴い，その一部と

なって発展的に解消した．旧微小地震研究部門の設置時には，地かく変動部門から教授岸本兆

方が移り（平成 2年 6月まで） 助教授としては尾治和夫が地かく変動部門助手から昇任した

（昭和 63年 11丹まで）．助手としては佃為成（昭和 48～ 49年），竹内文朗（49～ 53

渡辺邦彦（53～平成 2年6月）が任用された．平成 2年に新設された地震活動研究分野

では，発足から平成 3年3月まで，岸本が担当し，停年退官にともなって，平成 2年6月に理

学部から同研究分野に配霊換になっていた助教授渡遺 晃が平成 4年 7月に教授に昇任した．

また，平成 5年に渡辺助手が助教授に昇任した．平成 7年に助手片尾浩が総合処理解析室から

となった．出微小地震研究部門の時代は 巨大地震から微小地震まで含めて地震の起

こり方を調べ，様々な予知手法の検証や開発・研究を行うと同時に，地震発生場に関連する基

してきた．すなわち (1）微小地震の時間・空間・規模別分布，発農機構，応

ストフィーノレドにおける総合観測に

よる地震予知の実験的研究． った．

1995年兵庫県南部地震は阪神・淡路地区を中心にして甚大な災害を引き起こした．この地

震の余震活動の精密な時空間分布およびその時間的変化を通して 起震応力の余効的変動など

地震の発生機構に関する研究を続けている．さらに，この地震の前駆的現象のーっとして，近

畿地方中・北部における微小地震活動の時空間的分布の詳細な研究を行っている．大地震を発

させるためには，大きな破壊領域を必要とし，それは余震分布などに見られるように線的な

連なりをなしていることが多い．この地域において，およそ 30km以上（M>6.5に相当）の地

りは 11個存在し，これらは地下での断層運動の投影であると考えられ，将来の

350 

2i 300 
E 
コ
三m
ぷ＝
C 

@ 200 
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1α3 

50 

Northern Kinki (background) 

1980 1985 1990 1995 
year 

図 2・3 地震活動の時間的推移.A～Dは特徴

的な期間を示す

大地震の候補地とすることができる．阪神淡路地

区はこの中の一つであったことが分かった．また，

この地震活動の時間的変化（図－2・3）は広域の起

の推移を表す指標になるものであると考え

られる．図から見られるように， 1987年を境に

して，活動の傾向がそれ以前と大きく変わり，ほ

ぽ車線的に，減少を続けている.1994年になっ

て地震活動は一転して急増に転じ，およそ 50%

した時点、でこの地震が発生した．今後の実践

的な地震予知情報抽出のために，このような地震
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モデノレ化に関する研究を推進している．

る研究の他，従来と大筋

るとともに，

，このような

そ

方法は変わらない．今までよりも一層広域の地震活動に関心が向けられている．

とする場合は，限られた小地域内での観測では不十分で，問題とな

る地域のテクトニクス したL広域的観測を行う必要があるからである．本研究分野では，

をターゲットにし，これに

し，研究の進展を園るため，高南日

ータを手百用して，

している．また

して微小地震の発生数の深さ分布が精密に

向

そ

の研究

これに

した地震観鵠網を一体化し，

よる応力の時間的変化など

ることが分かつてきた．

2 

助教授が「日 よび北部ブォッサマ クトニク

スJに

地震発生機構研究分野

を務めた．

2年 6月に

（地球内部での国体物質の破壊過程）

すなわち

されるに当り，

カニズムを解明・とし

験・

壊の研究およ

には

ら

ンターか

4年 3月

6月に行竹が助教授

より助教授とし任

12月に畠田が教授

8年 l丹に櫛谷俊が日

っている．また，平成 3-4 

の成因jの研究で，

る

よ

ミック

6月から 10ヶ月間，

よる地殻のダイナ

ら引き継き，かつ

として進めている研究の概要を述べる．

ータ・地殻変動観測データに基づく，日

デル， 3 クラックモデ、ノレによる

どの理論的研究が行われた．と

の解明を自的とする

的研究も背われた．控史的には，

された．これは，

として注目される．この研究は，

ま7こ

JI民・

iき：継がれている．
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地震発生機構の研究に関連する岩石の破壊実験には三軸試

験機が用いられる ．従来の装置より高い圧力 ・温度条件下

での実験が可能な六方独立駆動式のプレスが開発され，封

圧 3.7 GPa，温度 1,000℃までの実験がなされた．これに

より，岩石の破壊の仕方が封圧が高くなると変化するなど

新しい知見が得られている ．封圧 1GPa，温度 500。Cまで

の三軸試験機の改良により，岩石の破壊直前の精密な挙動

を知ることも可能となっている ．これにより，弾性波トモ

グラフ ィーの手法を用いて，岩石の破壊前の破壊核形成な

どの破壊過程の解明により ，たとえば階層的破壊過程な ど

の前兆的挙動が解明されつつある ．これらの実験装置の主

なものは，地震予知研究センター研究棟新営を機に平成 7

年 3月阿武山観測所から新研究棟に移転され，研究 ・教育

のより効率的な進展が図られた

地球内部研究分野

写：n-2・22 高温高圧岩石破壊実験装置

当研究分野は，平成 2年6月地震予知l研究セ ンター発足時に地球内部研究分野として新設立

され，客員教授定員 ］名が配置された 平成 2年 12月より 5年 3月31日まで，名古屋大学理

学部深尾良夫氏（当時）が併任し，地震学を中心とした最先端の技術を駆使して ，詳細な地球

内部梢造の伊し測 ・研究を行っている ．例えば，地震予知計画で実施されている微小地震観測網

を利用した J-array計画を企画し，実施の中心的役割を果たした.J-arrayとは，北海道から

沖縄にかけて展開された高密度地震観測網を用いた，地球内部の構造を見るいわば口径

2,500kmの“巨大望遠鏡”である ．小さな観測網では見逃してしまう不均質構造や微細構造を

捕らえることに成功している 平成 5年 4月からは東北大学理学部教授長谷川 昭が併任し，

内陸地震予知の重要な基礎研究の一つである 地殻不均質構造の調査 ・研究を行っている．平

成 5年度には日光周辺地域において 全国大学 ・関係機関合同による大がかりな高密度の地震

観し測を実行した ．この観測から地殻内の微細構造 特に地震波を強く反射する面が複雑に分布

していること等が初めて明らかにされた ．平成 6年度には同様の観測研究が飛騨地域で予定さ

れている．平成 7年度には，東京工業大学理学部教授丸山茂徳が併任し，地球内部構造史およ

び地震断層の地質構造の研究を開始した．丸山教授は，大学院生への講義を重視し，すでに数

回の集中講義を地球ダイナミックス論を中心に実施している．本年度には，地質学，物質科学

関係者を迎えて ，断層構造に関する地震学関係者との討論会を開催し，内容の深い議論を行う

ことができた．上記のように，当分野では，それぞれの個性ある優秀な客員教授を迎えて，地

震研究に多方面からアプローチする中心的役割をになっている
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総合移動観測班

平成 2年 6月地震予知研究センタ一発足に伴って，理学部および防災研究所に配置されてい

た地震予知の総合移動班が統合され 理学部旧地震予知観測地域センターから，助手梅田康弘

が配置替えとなり 助教授に昇任し，同センター助手伊藤 潔，中村佳重郎が同じく配置替え

された ．当移動班は 異常地殻活動が発見された地域での諸観測や大地震発生直後の余震観測

などを機動的に実施し 地震予知研究を推進するため，昭和 42年に理学部に， 46年には防災

研究所に極微小地震移動観測班が付置され，梅田，見野和夫助手がそれぞれ助手に任用された

これらは，昭和 55年には理学部で， 58年には防災研究所で総合移動観測班に拡充され，中村，

平原和朗がそれぞれ助手に任用された．平成 2年6月に防災研究所附属地震予知研究センター

が設立されたことに伴い 理学部と防災研究所の 2つの総合移動観測班も一体化した．移動班

はこれまでに，松代群発地震の観測を初めとして，国内で発生したほとんどの被害地震の調査

観測に当たってきた．また，近年地殻活動が活発な伊豆半島や御前崎における諸観測も 20年

近く続けている ．最近では国際協力並びに国際貢献にも寄与し，フィリピン，インドネシア，

スイス，米国，韓国，中固など諸外国で地震 ・Gp S・重力等の分野において観測調査研究を

実施している ．平成 5年度には日光周辺地域において全国の大学などによる高密度アレイの地

震観測を実施し，地殻内の不均質精密構造を明らかにした．平成 7年兵庫県南部地震において

は全国の大学連合による「緊急地殻活動調査班」が編成され余震観測等を行ったが，当移動班

図－2・4 リアルタイム地震情報提供

総合処理解析室

はその中心的役割を果した

この時の研究成果に基づき，

同年秋から行った第 2次の

兵庫県南部合同地震観測に

おいては，震源情報などの

自動処理結果を地域自治体

や報道関係にほぼリアルタ

イムで提供することができ

た．平成 8年 5月，防災研

究所の改組に伴って移動班

をリアルタイム地殻活動観

測解析研究領域と改称した ．

平成 7年 4月に，阿武山

観測所の技官 1名が当研究

分野に配置替えになった

地震，地殻変動データを総合的に解析するため，平成 2年 6月地震予知研究センタ一発足時
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に，当解析室が設けられ，助教授竹内文朗，助手飯尾能久（平成 5年 3月まで），渋谷拓郎

（平成 8年 3月まで） 技官 1名が配置された．平成 2年 10月 助手片尾浩が採用され（平

成 7年 3月まで），平成 6年 2月には助手大見士朗が採用された．鳥取 ・北陸 ・上宝の 3観測

所の微小地震観測網が昭和 50,51両年度にテレメータ化され， 57,58年度には，これらのオ

ンライン ・リアルタイムの自動処理化が実現し 地震活動の日々の把握が宇治で行われるよう

になった．さらに 地震予知研究センターの設置に伴い 鳥取 ・北陸 ・上宝 ・阿武山の 4観測

網を統合した西南日本内帯観測網が実現した．総合処理解析室では宇治に集中された地震観測

波形データをもとに，地震の判定，波形の読み取り，震源の決定を即時に自動処理し地震波形

データファイルを作成してきた．自動処理された震源は専用回線を通して東京大学地震研究所

の地震予知観測情報センターに随時送信されている ．さらに 再検測されたデータをもとに国

立大学観測網地震カタログが作成されている．地殻変動関連の観測データは，上記の 4観測所

のほか宮崎，屯鶴峰，逢坂山観測所を含めた 18観測点、 331成分のデータが専用回線を通して

宇治に集中されている．平成 5年度より地震波形データ総合処理装置を導入し， 64Kbsディ

ジタル専用回線によって より高精度 多項目のデータを宇治に集中し地震波形の総合的な解

析を行うと同時に 地震波形データベースを構築し地震予知研究者の利用をはかっている ．ま

た，宮崎および徳島観測所の地震波形データも公衆回線を通じて宇治に集中され，準リアルタ

イムでの地震波形の処理が行われている．平成 6年度の地震予知センタ一新館竣工に伴い，そ

れまでいくつかの部屋に分散していた各処理装置を新館3階テレメータ装置室に統合し，各装

置を LA Nで接続することによって総合的な処理 ・解析が効率的に行われるよ うになった

平成 7年 1月の兵庫県南部地震の際には，全国

の合同余震観測の中核としてデータの収集 ・処

理 ・解析を行った ．平成 7年度に，鳥取，北陸，

上宝観測所との通信方法を変更し，リアルタイム

伝送データの改善が行われると同時に，徳島観測

所からも同様の方式で連続波形データが伝送され

るようになった．また 平成 8年度には衛星通信

テレメタリング地震観測設備により，全国の大学

の微小地震観測網の波形データがリアルタイムで

収集できる予定である

上宝観測所

写真－2・23 地震波形データ総合解析

平成 2年 6月，「上宝地殻変動観測所」は官制が廃止され 地震予知研究センター附属の観

測所となった．本観測所は第 1次地震予知計画にもとづき，昭和 40年に設置され，一戸時雄

（昭和 40年～ 44年），岸本兆方（昭和 44年～ 48年） ，三雲健（昭和 48年～平成 4年）の 3

教授が所長を歴任した ．現地では冨永進（昭和 40年～ 44年） 土居光（昭和 44年～平成



27.地震予知研究センター 123 

2年）の 2助手が任用され 昭和 57年に助手定員の振替により助教授が配属され，地震予知

計測部門助手加藤正明（昭和 57年～平成 2年）が着任した．また，観測所には技官 2名が配

置され常時観測に従事している．平成 3年に，総合移動班の助手伊藤 潔が助教授に昇任した

なお，現在地殻変動研究分野教授田中寅夫が所長を併任している．本観測所は地震予知研究計

画にもとづき ，中部地方北西部における地殻変動と地震発生の関連を研究することを目的とし

て，昭和 40年に設置され，飛騨地方を中心に，地震 ・地殻変動などのテレメータ観測が実施

された ．昭和 55年には名古屋大学高山観測所との地震データ交換が開始された ．さらに，昭

和 59年度から「日本海沿岸総合観測研究jが開始され，能登半島 ・富山湾周辺に観測網が拡

大され，現在では合計 11観測点（地震 7点 ・地殻変動 6点）を有することとなった．また，

地電流 ・地磁気の観測なども実施している．

岐車県北部から富山県南西部長野県，石川県，福井県にまたがる地域の地震活動，跡津川断

層系に沿う地震活動，能登半島から長野県までを対象とした広域および局所的地殻変動の観測

など多くの研究成果を挙げてきている ．また，地震活動域と電気抵抗構造の関係が調べられて

しユる

S波のスプリッティングから明らかにされた飛騨山脈下の溶融体の存在は地震の発生に直接

関係する構造として注目され，全国の研究者とともにさらに詳しい研究に着手している．また，

阿武山観測所（ABU)

屯鶴峯観測所（DON) 逢坂山観測所（OSK)

写真 2・24 8観測所とそれぞれに関係する観測点
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蔵柱観測室におけるひず、み変化は長期に亘って降雨の影響を受けていること，したがって地表

における精密測量の結果にも降雨による長期的な変形が含まれうるとの可能性を指摘し，地殻

変動記録の解釈に新しい規点を加えてきている．

北陸観測所

平成 2年6月，「北陸微小地震観測所」は官制が廃止され，地震予知研究センター附属の観

澗所となった．「地震予知計画」に基づいて，昭和 45年度防災研究所附属施設として設置され，

旧地かく変動部門教授岸本兆方が所長を併託（昭和 45年～平成 2年6月）し，助手には渡辺

邦彦（45年～ 53年）が任用された．その後竹内文朗（53年～ 60年） 見野和夫（60年～

61年），西上欽也（61年～平成 2年）が頗次劫手に任用された．現在は地震テクトニクス研究

分野の安藤雅孝教授が所長を併任し，技官 1名のみが勤務している．当観測所は，隣接して総

延長 560m に及ぶ地下観測坑を有している．本所及び 6カ所の衛星観測点における微小地震

の観測が常時実施され テレメータによって観測所へ送られ 記録・処理解析が行われている．

これらのデータは宇治の防災研究所にテレメータされ，リアノレタイムで自動処理されてい

る．この他，広帯域地震計，伸縮計や傾斜計による観測が地下観測坑内で行われている．

測網の中では， 1948年福井地震の余震活動と思われる地震活動が顕著である．そのほか，

1891年濃尾地震の余震や柳ケ瀬断層系の地震活動などが目立つ．北睦地域には観測開始から

大きな地震は発生していない．微小地震活動もほぼ定常的である．したがって，地震活動の変

化を追跡するのには最適な地域と言えよう.1976年の観測開始から，地震活動の特徴に応じ

て地域分けを行い，各サブ地域の地震活動の変化を詳細に調べ，どのサプ地域の地震活動と関

連あるかを分析した．この結果 琵琶湖西岸を境に東側の各サブ地域の地震活動の消長が極め

て似ていることがわかった．この傾向は さらに西では突然なくなり 相関がないことがわか

った．このことから，地震発生または応力区域が存在し，同じ応力区域では地震活動はほぼ…

様であると考えらる

北陸観測所では，自治体等への地震情報公開のソフトやシステム作りに，早くから取り組ん

できた．このサービス提供のための機器設置等も積極的に進めてきており，現在は，鯖江市，

福井県などをはじめ 10機関に情報を提供している．

屯鶴峯観測所

平成 2年6月， f屯鶴峯地殻変動観測所jは官制が露止され，地震予知研究センター附属の

観測所となった．当観測所は「地震予知研究計画Jに基き昭和 42年に設置され，助手・技官

各1名が自己属された．当時の地震予知計測研究部門の高田理夫教授が所長となり，尾上謙介が

助手に任用された．昭和 62年高田教授の退官にともない，所長は防災研究所長柴田 徹教授

が事務取扱として兼任，昭和 63年 5月より地かく変動部門助教授古津保が併任となった．

本観測所は，伸縮計・傾斜計による地殻変動連続観測を主として，近畿中央部の地殻変動と地

震発生との関係を明らかにする地震予知の基礎研究を行うことを目的とし，第2次大戦末期に
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掘られた防空壕跡を利用して観測を行っている．途中約 1年間の観測中断があったが，昭和

54年8月から連続観瀦が再開され現在まで続けられている．これらのデータはテレメータ化

され，観測所本館及び宇治の訪災研究所へ送られ集録・処理されている．昭和 54年度からの

地殻活動総合観瀦線の設寵にともない，北陸・近畿，近畿・山除の 2測線の交点とし

となるとともに，天ケ瀬，大浦，由良，奥吉野，紀州の 5観測点、を衛星観測点とすること

になった．さらに 各観測点局辺には光波測量の基線網を設け反復測量を実施している．現在

は，地震予知情報研究分野の古津教授が所長となり，毘上助手，技官 1名が勤務している．

逢坂山観測所

2年6月，理学部附属 f逢坂山地殻変動観測所jは官制が廃止され，防災研究所に統合

され，地震予知研究センター附属の観測所となった．理学部地球物理学教室では，第二次大戦

後間もなく，故佐々憲三教授，故西村英一教授の指導のもとに，大津市にある！日東海道本線逢

坂山トンネル（明治 13年日本人技術者のみの手によって完成された日本最初の山岳鉄道トン

ネノレであり鉄道記念物になっている）内において地殻の歪・傾斜等の地殻変動の観測を開始し

た．観測計器を独自に創案開発し，地球潮汐歪の研究では世界的に先駆的な成果をあげた．ま

た地殻変動と地震発生との関連についても先駆的研究がなされた．昭和 45年には「地震予知

により，理学部附属逢坂山地殻変動観測所として発足した．施設長に理学部教授小津泉

（昭和 45年～昭和 61年）が併任し，

所長に理学部教授三木靖男（昭和 61年～昭和 62年），

された，小津教授の停年退官後，

（昭和 62年～平成2年）が

併任した，昭和 59年には 地殻活動総合観測線計画にもとづき地殻変動観測データは防災研

究所にテレメータ伝送されることになった．現在 伸縮計・水平振子傾斜計・水管傾斜計・地

下水位計（トンネ／レ内に掘削された抗弁）による地殻変動連続観測が実施されている．訪災研

究所への統合にともなって 重富助手は地震予知研究センタ一地殻変動研究分野の助手に配置

替えとなった．田中寅夫教授が所長を併任している．

兵庫県南部地震に際しては顕著な co”seismicな変動と余効変動が観測されたが，とくに地

殻変動と地下水位変化に関する研究からは興味深い成果が得られている．逢坂山の地下水位は

特徴的な低下を示すことがあり これは近接地域における地震発生と有意に関連していると考

えられる．これまでに 8 ffUの地震に先立つ水位変化が観測されており 鋭敏な地殻ひずみセ

ンサーとしての地下水位の研究に力を注いで、いる．このほか， co働seismicな地下水位変化，潮

汐変化についても研究を進めている．

鳥取観測所

平成 2 年 6 月，「鳥取微小地震観鴻所J は官制が廃止され，地震予知研究センタ－~付属の観

測所となった．当観額所は，「本邦地震活動度の地理的分布謂査のための観測jを行うため，

昭和 39年度，防災研究所前属施設として官制がしかれ，鳥取微小地震観測所となった．当初

は地かく変動研究部門教授一戸時雄（昭和 39～ 40年）が所長を併任し， 40年には岸本兆方
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教授が交代し，平成 2年 6月まで継続して併任を勤めた．助手として，尾治和夫（昭和 39～

40年）・見野和夫（昭和 40～ 44年）・西田良平（昭和 44～ 48）・佃 為成（昭和 48年～ 54

年）・渋谷拓郎（昭和 61～平成元年）・小泉尚嗣（平成元年～ 4年）らが順次任用された．ま

た，平原和朗が移動班の助手を昭和 58年から平成元年まで勤めた．また，観測所には技官 2

名が配置され観測に従事している．現在，地震予知計測研究分野の教授住友知彦が所長を併任

しており，平成 5年，助手に地域防災システム研究センターから西上欽告が配霊替えになった．

平成 8年4月に，西上助手に代わり，センターの渋谷助手が再任した．当観測所では，微小地

震の観測を本所及び9カ所の衛星観測点において常時行い，データはテレメータにより鳥取本

所に集められ，さらに一部は宇治まで伝送されている．本観測所は，わが国でも有数の長期間

にわたる均質な微小地震震源ファイルと精度の高い地震波形データを用いた研究が，旧微小地

震研究部門の協力の下に行われ 多くの成果を上げてきた.1989年頃より間欠的に活動を繰

り返している鳥取県西部の地震活動 あるいは山崎断層局辺や湯村漉泉周辺の地震活動を臨時

観測も含め定常的に監視している．また，プロトン磁力計によ を昭和 43年以来続

けており，西日本の唯一の地磁気基準点の役割を果たしている．この｛也，極微小地震・測地・

地殻変動・地球電磁気・地下水・活新層などの総合移動観灘を行うと共に 山陰地域の地球化

学的な混泉水等の連続観測を実施している．また，現在は出崎断層に安富観測室をもち，

予知のテストフィー／レド（1978～ 1987年）計画後の諸観灘（精密地殻変動，地電流・比抵抗，

ラドンなど）を継続して行ってきている．

阿武山観測所

平成 2年6丹，理学部附属「阿武山地震観測所Jは官制が廃止され，防災研究所に統合され，

地震予知研究センター附属の観測所となった．出観視1所は，昭和 5年 10月当時，本部構内に

あった地球物理学実験室の近くを市電が通ることになり，精密観測に支障を来すようになり，

これを避けるため，原奨学金をもとに，高槻市奈佐原に地震観測所として設置され，地球物理

学教室の実験室及び研究室の一部が移された．昭和 29年 3月に当観測所は教授定員を持つ教

育実習施設となり，西堀栄三郎が教授に任用された．その後，三木晴男が教授に任用され所長

となり，関野健乃助が助教授に任用された．三木の定年退官にともない，教授山元龍三郎が所

長を併任した．

昭和 40年からの地震予知計画の実施にともない，定員増と観灘研究設備の充実がはかられ，

助手黒磯章夫（昭和 63年気象庁へ転出），飯尾能久（平成 5年 4月防災科学技術研究所へ転

出）が任用された．昭和 48年 4月には建物の一部に地震予知観測地域センターが設立され，

助手平野勇が任用された．昭和 54年 4月 このセンターは拡充改組し，阿武山地震観測所

に助手 1名，技官 1名を残し定員の大部分がセンターに移された．センターは一方では，従来

から層際的な地震観灘の事業を実施するため，短期期から長期期までの各種の地震計を稼働さ

せ，大地震の発生過程の研究や地球内部構造の研究を推進した．読みとり資料をまとめて
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Seismological Bulletin of Abuyama, Kyotoじniversity（地震観測報告）として年 2回出版

し，内外の研究機関に配布するとともに間際地震センター（I.S. C.）に報告している．地方，

センターは，昭和 38年兵庫県及び奈良県に 5儒の地震観鴻室を設置し微小地震のネットワー

ク観測を開始した．その後，近畿地方中・北部に 12個の観灘室を配置し，テレメータネット

ワークを構築して，微小地震活動状況の即時的把握に努めてきた．さらに，地下観測坑では地

殻変動の連続観測を行い，また，機動的に移動しながら，多くの項目について観測を行う総合

移動観澱斑を組織し，地震予知に有用な情報の収集を行ってきた．しかし，これらの組織や観

灘システムは平成 2年の統合以来徐々に宇治の防災研究所に移され，平成7年，新研究棟の

完成を期に，その主なものである，微小地震波形集中処理システムおよ

移設が完了した．なお，本観澱所において行われてき 中心にした地球

内部物理学的研究については，「地震発生機構jの項に記載している．

，所長は地震活動研究分野の教授渡辺 晃が併任し，技官 2名が勤務している．

宮崎観測所

2年6月， f宮崎地殻変動観測所jは官制が廃止され，地震予知研究センター附属の観

測所となった．当観測所は九ナ！？で最も活発な地震活動を示す日向灘地域の地震予知の研究を行

うことを目的に，昭和 49年に「地震予知研究計醸Jに基づき設置された．当初地かく変動部

に併任し，昭和 51年 8月に助手寺高虞弘が地かく変動部門から

えになった．昭和 62年高田教授の停年退官により所長は防災研究所長柴田 徹教授が事務取

扱として兼任，昭和 63年 5月より地かく変動部門劫教授古捧保が併任となった．本観測所

では総延長約 260mの観測坑道で伸縮計6台，水管傾斜計 3台，水平振子傾斜計4台，坑内

2台による地殻変動連続観測と共に， 3成分の短周期及び長周期地震計による地震観測，

を実施している．さらに広域の測量基線網を設置し，定期的な反復測定を行って

いる．昭和 59年から観測所を中心に宿毛，横蜂，高城，串間，伊佐，大隅の 7点、よりなる日

向灘地殻活動総合観測線を設寵して，自向灘を中心に九州東：・南部地域の地震活動と地殻変動

を総合的に研究している．データは全てテレメータにより観測所に伝送し 集中記録と解析処

理を行っている．また 平成 2年からは桜島火山観測所と共同でパソコン通信利用の地震観部

絹を九州東・南部に展開して，地震活動の広範囲・高精度の把握に勢めている．現在，

知’l寄報研究分野の古津教授が所長となり， 1名が勤務している．

2年6月，理学部附属「徳島地震観測所Jは官制が廃止され，防災研究所に統合され，

地震予知研究センター前腐の観測所となった．当観測所は，昭和 47年 5月に第 2次地震予知

計画の微小地震観測網整備の一環として設置された．徳島を中心に中央構造線をまたいで 4カ

をもち，四国東部の地震活動，とりわけ，中央構造線及び南海トラフに

関連する詳細な地震活動の観測研究を行っている．南海トラフや中央構造線に関連する西南日
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本外帯の地学的特徴を解明するため，紀伊半島から日向灘に歪る微小地震観測網（南海ネット

ワーク）が構築されているが，本所はそのデータ流通の中駆的役割を果たしている．

このネットワークによる観測データの併合処理が 1992年から 1993年にかけて行われ，広域

にわたる地震活動が調べられた．南海地域では これまでにも ブイリゼン海プレートの沈み

込みによる地殻下地震についての多くの研究があるが，今回作成した広域の震源分和からは，

プレート境界の立体的分和やその先端 (leadingedge）の形状が一層明確にされている．

しかし，このような処理だけでは，地震の立体的分布における歪みや 異なる観測所での地

震活動決定の不均質性が改善されない．さらに詳細な研究のためには，読みとりデータま

って再処理を行う必要が残されていた．その後， 1993年度に西南日本内帯観潤絹をカバーす

る波形データ総合解析処理装置が導入され，過去のデータの統合的再処理は残っているものの，

内帯観測網の広域データの収集および解析処理が可能になった.1995年兵庫県南部地震が発

生したのは，このシステムがほぼ完成し微調整を行っている最中であった．余震活動やそれに

関連する情報を収集するとともに，その情報を時々刻々，関係機関に提供し多くの成果を挙げ

ることができた．

，地震活動研究分野教授渡辺晃が所長を併任し，観測所の設置以来，現地で許斐直

助手，技官 l名が勤務している．

28.技 令~j 営三了
二玄二

平成3年 4月 1日，全学的な教育・研究支援機構として，教育・研究にかかわる専門技術の

高度化・専門化に対応するため，全学の教室系技術職員を統合する総合技術部が本学に設置さ

れた．これに伴い，本研究所においても同年4月，上記の組織の一部として， i坊災計開技術系

並びに訪災情報解析技術系の 2系からなる防災研究所技術部が設寵された．以来，本研究所独

自の技術研修会を年1回開き，職員の技術向上を函る活動を行ってきた．

さらに近年の防災学研究に対する社会の要請に応えるため，研究手法・手段も大型化，高度

化し，その研究を支える研究支援技術も複雑多岐にわたるとともにより高度の技術が要求され

るようになってきた．このため 技術系職員の資質の向上を図るとともに効率的な活用を進め

るため，平成8年 5月，研究部門及び附属研究施設に配置されている技術系職員を統合，組織

化し，新しい研究支援組織として，企画情報班，機器開発班，機器運転班及び観測班の 4班及

び8掛からなる技術室を設置し，下記の技術室組織規程に基づき，防災研究所発展のために一

層の技術向上を図っている．

京都大学防災研究所技術室組織規程（平成 8年 3月8日協議員会決定）

第 1条 この規程は 防災研究所技術室（以下「技術室Jという．）に関し必要な事項を定め

るものとする．
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第2条 技術室は，防災研究所における各種技術に関する専門的業務を処理し，組織的かつ効

率的な研究支援を行うことを目的とする．

2 技術室は，技術官及び技術官補をもって構成する．

3 技術官及び技術害補は，技術職員をもって充てる．

3条技術室に室長を護き，技術宮をもって充てる．

2 室長は技術室の業務を掌理する．

第4条技術室に次の間班及び八掛を讃く．

企闘’i育報班

企画運営掛

コンピュータシステム控卜

機器開発班

機器設計掛

試作指導掛

機器運転班

実験機器運転掛

観灘 班

観測第一掛

観測第二掛

観灘第三掛

5条企時運営掛においては，次の業務をつかさどる．

1 技術室内の業務の連絡調整に関すること．

2 技術支援の方法及び実行工程の企画に関すること．

3 技術室に係る安全管理に関すること．

6条 コンゼュータシステム掛においては 次の業務をつかさどる．

1 コンピュータシステムの運転操作及び機器の維持管理に関すること．

2 コンゼュータによる業務処理に必要なシステムの開発に関すること．

3 観澱データベースの構築に関すること．

4 技術情報の収集及び提供に関すること．

7条機器設計掛においては，次の業務をつかさどる．

1 研究用機器の設計に関すること．

2 研究用機器用素材，物品の調達及び管理に関すること．

3 研究用特殊機器の技術開発に関すること．

第 8条試作指導掛においては，次の業務をつかさどる．

1 研究用機器改良に関すること．
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2 研究用特殊機器の試作に関すること．

3 大学院生等に対する機械工作技術及び試料作成技術の指導・

9条実験機器運転掛においては，次の業務をつかさどる．

に関すること．

1 研究用装置及び機械の運転 調整及び計測に関すること．

2 計測結果の記録及び保管に関すること．

3 大学院生等に対する計測の技術的指導に関すること．

1 0条観測第一掛においては，次の業務をつかさどる．

1 気象・海象・水象・地象観測等に関すること．

2 観灘データの処理及び解析に関すること．

3 大学院生等に対する観測の技術的指導に関すること．

第 11条観測第二掛においては 次の業務をつかさどる．

1 地震・火山・地殻観測（北陸・中部・山陰地区）等に関すること．

2 観測データの処理及び解析に関すること．

3 大学院生等に対する観測の技術的指導に関すること．

1 2 おいては，次の業務をつかさどる．

1 地震・火山・地殻観測（近畿・四国・九州地毘）等に関すること．

2 観測データの処理及び解析に関すること．

3 大学院生等に対する観測の技術的指導に関すること．

第 13条各班に班長を置き，技術宮をもって充てる．

2 班長は，技術室長の命を受けて斑の業務をつかさどる．ただし，

の班の業務を助けるものとする．

第 14条各掛に掛長を置き，技術官をもって充てる．

の命あるときは， f也

2 掛長は，上司の命を受けて掛の業務を処理する．ただし，上司の命あるときは，他の掛の

業務を助けるものとする．

1 5条掛に必要に応じて主任を置くことができる．

2 主任は，技術官をもって充て，掛の業務を処理する．ただし， の命あるときは，他の

掛の業務を助けるものとする．

1 6条掛員は，掛の業務に従事する．ただし，掛長の命あるときは，他の掛の業務を助け

ものとする．

附則

1 この規程は，平成 8年 5月11日から施行する．

2 防災研究所技術部組織規程（平成 3年 2月8日協議員会決定）は，廃止する．
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29.事 務 部

防災研究所の創設と 1名でもって研究室の一隅で発足した事務部も，研究所

の発展とともに漸次整備充実され，昭和 45年 5月には研究所の宇治キャンパスへの統合によ

り，吉田キャンパスから現在の地に移転した．

その後，昭和 49年4月に事務部に部課制が施かれ，現在 2諜 4

づく事務処理を行い 防災研究所発展のために努力している．

なお，創設当初から昭和 56年までの変遷については，

二十五周年小史，三十年史に詳しく紹介されている．

（昭和 26年 10月初日

1条総務課に庶務掛及び研究助成掛を置く．

2 庶務掛においては，次の事務をつかさどる．

ること．

一 公印の管守に関すること．

コ 教授会その他の諸会議に関すること．

四 諸規則の制定，改療に関すること．

五職員の出張に関すること．

八

九

関すること．

，発送及び保存に関すること．

の他諸報告に関すること（他掛の所掌にj議するものを除く．）．

の任免に関すること．

の／給与に関すること．

職員の服務に関すること．

ること．

に関すること．

十四人事記録に関すること．

』ふA

ノ＼

七

その他他掛の所掌に属しないこと．

3 研究助成掛においては，次の事務をつかさどる．

学術奨励及び研究助成に関すること．

一 共同利用研究に関すること．

コ職務発明に関すること．

四研修員等に関すること．

五外関人研究者等に関すること．
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六海外渡航諸手続に関すること．

七 学術講演，研究集会等に関すること．

八研究報告その他自刊図書に関すること．

九 図書，資料の整理，閲覧等に関すること．

渉外に関すること（他掛の所掌に属するものを除く．）．

2条経理課に専門職員及び次のニ掛を置く．

経理 掛

施設 掛

2 専門職員は，次の事務をつかさどる．

特定謂達契約に係る事務のうち特定の専門的事項に関すること．

二物品の売払い及び購入の契約に係る事務のうち特定の専門的事項に関すること．

3 経理掛においては 次の事務をつかさどる．

予算及び決算に関すること．

一 物件費の経理に関すること（専門職員

給与等の支給に関すること．

四共済組合に関すること．

五所得税，市町村民税及び社会保険等に関すること．

六旅費の経理に関すること．

七物品の管理に関すること．

るものを除く．）．

八債権の管理に関すること（専門職員の所掌に属するものを除く．）．

九受託研究に関すること．

十委託経理に関すること．

科学研究費補助金等の申請及び経理に関すること．

十二 前各号の事務に係る調査資料その他諸報告に関すること．

4 施設掛においては，次の事務をつかさどる．

建物及び設備の新設及び模様替の実施計画並びに予算資料の作成に関すること．

部局施工に係る営繕工事の設計，積算，施工監督及び検査に関すること．

＝建物並びに給排水篭気ガス その他の諸設備の維持管理に関すること．

四 国有財産の管理に関すること．

五防火及び衛生に関すること．

六環境整備に関すること．

七前各号の事務に係る調査統計その他諸報告に関すること．

5 第 3項及び第4項の掛においては，当該項において定めるもののほか，研究所が分担する

宇治地毘共通業務のうち，各掛の所掌に係る事務をつかさどる．



29. 

第 3条各掛に掛長を置く．

2 掛長は，上司の命を受け，事務を処理する．

防期

この規程は，昭和 26年 10月初日から施行する．

〔中間の改正規程の附則は，省略した．〕

訴す 員日

この規程は，平成8年5月11日から施行する．

133 

改 正昭31.3.31，昭 41.4.1，昭 43.2.15，昭 49.5.8，昭 55.4.18，平 5.4.9，平 8.5.11
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第3章 研究所刊行物

本研究所は所員の研究業績の発表機関として Bulletin of the Disaster Prevention Re” 

search Institute，年報および記念論文集を刊行し，国内および国外の主要大学並びに関係諸機

関に寄贈している.Bulletin of the Disaster Prevention Research Instituteは平成 8年 2月

のVolume45 Part 2 3をもって子日行を終了した．

なお，別途に京都大学防災研究所十年史，十五周年小史，二十年史，二十五周年小史，

四十年史が刊行されており 当研究所のあゆみを知ることが出来る．

また防災研究所要覧（和文・英文）が刊行されていて，当研究所の沿革・組織・研究活動など

の概要が一覧できる．

に掲載分以降の刊行論文は以下の通りである．

1. Bulletin of the Disaster Prevention Research Institute 

Volume 36 (1986) 

Part 2 (June, 1986) 

No. 318 On Regional Characteristics of Seasonal Variation of Shallow Earthquake Activities in the 

World, by Kazuo Matsumura. 

No. 319 Bearing Capacity and Plastic Flow of a Rate鵬SensitiveClay under Strip Loading, by 

Mamoru Mimura and Hideo Sekiguchi. 

Parts 3-4 (December, 1986) 

No. 320 A Numerical Study of Mantle Tectonic Flow as Relevant to the Cenozoic Structural 

Development of the East Asiatic Transition Zone, by Keiichi Nishimura. 

No. 321 Stability of Slender Reinforced Concrete Columns Subjected to Biaxially Eccentric Loads, 

by Satoshi Iwai, Koichi Minami and Minoru Wakabayashi. 

Volume 37 (1987) 

Part 1 (March, 1987) 

No. 322 A Note on Numerical Evaluation of Tsunami Theats by Simple Hydrodynamic and 

Stochastic Models 弐eferringto Historical Descriptions, by Shigehisa Nakamura. 

No. 323 Dispersion of Bed Load Particles, by Kenji Sawai. 

Part 2 (June, 1987) 

No. 324 Observational Study of Landslide Mechanism in the Area of Crystalline Schist (Part 2）一

An Application of 2-D F. E. M.一， byAkira Suemine. 

No. 325 Hazard Zone討appingin Respect to the Damages to Wooden Houses due to Breaking of 

Levee, by Tamotsu Takahashi and Hajime Nakagawa. 
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Part 3 (September, 1987) 

No. 326 A Numerical Prediction of Semidiurnal Current Patterns in Tanabe Bay, by Shigehisa 

Nakamura. 

No. 327 Infiltration into a Uniform Sand Column with a Central, Small and Cylindrical Space 

Filled with a Coarser Sand, by Y asuo Ishihara, Eiichi Shimojima and Yujin担inobe.

Part 4 (December, 1987) 

No. 328 Laboratory Tests of the Single-and羽ulti-scatteringModels for the Generation to Seismic 

Coda Waves, by Koji孔fatsunami. 

No. 329 Analysis and Synthesis of Typhoon Wind Pattern over Japan, by Y asushi Mitsuta and 

Takeshi Fujii. 

Volume 38 (1988) 

Part 1 (March, 1988) 

No. 330 Laboratory Measurements of Elastic Wave Attenuation by Scattering due to Random 

Heterogeneities, by Koji羽atsunami. 

No. 331 The Relation between Seismic Activities and Earth Tides in the Case of the Matsushiro 

Earthquakes Swarm, by Kazuo Oike and Keisuke Taniguchi. 

Part 2 (June, 1988) 

No. 332 Characteristics of Seismicity Distribution along the Sunda Arc: Some New Observations, 

by Ranajit Ghose and Kazuo Oike. 

No. 333 Properties of the Stress Field in and around West China Derived from Earthquake Mecha-

nism Solutions, by Jiren Xu, Zhixin Zhao, Yuzo Ishikawa and Kazuo Oike. 

No. 334 Geodetic Monitoring of the Crustal Movements across the Yamasaki Fault, Southwest 

Japan, by Makoto Omura, Kunio Fujimori, Shigeaki Otsuka, Kajuro Nakamura and Yutaka 

Tanaka. 

Part 3 (September, 1988) 

No. 335 Crustal羽ovementsRelated to the Earthquake on March 18, 1987 in Hyuganada, by Fumio 

Ohya. 

No. 336 Shell Model FEM Analysis of Buried Pipelines under Seismic Loading, by Rihui Yang, 

Hiroyuki Kameda and Shiro Takada. 

No. 337 Time Comparisons between Video and Seismic Signals from Explosions in the Lave Lake 

of Erebus Volcano, Antarctica, by Raymond R. Dibble, Simon I.D. Barrett, Katsutada Kaminuma, 

Satoshi Miura, Juergen Kienle, Charlotte A. Rowe, Philip R. Kyle and William C. McIntosh. 

Part 4 (December, 1988) 

No. 338 Random Response of Inelastic Space Structures Subjected to Bi-Directional Ground Mo-

tion, by Teizo Fujiwara and Takashi Hosokawa. 

Volume 39 (1989) 

Part 1,2 (June 1989) 

No. 339 On the Duration Time of Aftershock Activity, by Kunihiro Watanabe. 

Part 3 (September, 1989) 

No. 340 A Laboratory Experiment on the Evaporation from Bare Land with an Underlying Unre-
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stricted Water Table, by Yasuo Ishiahara and Eiichi Shimojima. 

No. 341 Damage Assessment of Steel Elements for Seismic Reliability Estimation of Structurヨl

Systems, by Ulrich Bourgund, Satoshi Iwai，日iroyukiKameda, and Taijiro Nonaka. 

No. 342 Computation of Spatial Coefficients of Vorticity and Divergence from羽TindData for Use 

in Spectral Atmospheric Models, by Venkata Bhaskarrao Dodla. 

Part 4 (December, 1989) 

No. 343 Recurrence of the Large Earthquakes Associated with the Fukui Earthquake Fault, as 

Derived from Subsurface Structure, Topography and the Present Day Seismic Activiry, by Fumiaki 

Takeuchi. 

Volume 40 (1990) 

Part 1 (March, 1990) 

No. 344 Rainfall Infiltration and Macropores in a Hillside Slope, by Taro Oka. 

No. 345 Numerical Calculations of Linear Wave Propagation in the Coastal Zone, by Takao 

Yamashita, Y oshio Tsuchiya, Masafumi Matsuyama and Tsuyoshi Suzuki. 

Part 2 (June, 1990) 

No. 346 Microseismic Activity and Spatial Distribution of Coda-Q in the Westernmost Part of the 

North Anatolian Fault Zone, Turky, by Kin’ya Nishigami, Y oshihisa Ito, Cemil Gurbuz, Ali Pinar, 

Naz Aybey, S. Balamir Ucer, Yoshimori Honkura and A. Mete Isikara. 

No. 347 Nephanalisis of the GMS Imagery Data, by Pingping Xie. 

No. 348 The Spectral Characterisitics of Atmospheric Turbulence in an Urban Area of Complex 

Terrain, by Jiemin Wang. 

Part 3 (September, 1990) 

No. 349 Techniques for Sediment Discharge Measurement in Laboratory, by Kenji Sawai. 

No. 350 A Year”round Test Meteoroloical Observation in the Desert of HEIFE Area, Northwest 

China, by Jiro Inoue and Yasushi Mitsuta. 

Part 4 (December, 1990) 

No. 351 Intercomparison of Fast Response Carbon Dioxide Sensors under Filed Conditions, by 

Y asusi Mitsuta, Eiji Ohtaki, Osamu Tsuiζamoto, Toshihiko Maitani, Yu, A. Volkov, L.G. Elagina 

and R.L. Desjardins. 

No. 352 Discharge of Suspended Sediment and Solutes from a Hilly Drainage Basin in Devon, UK, 

as Analysed by a Cascade Tank抗odel,by Kazuo Okunishi, Des. E. Walling and Takashi Saito. 

Volume 41 (1991) 

Part 1 (March, 1991) 

No. 353 Temporal Change of Stress Tensors and Gutenberg-Richter’s b Value during the After副

shock Sequence following the Kameoka Earthquake (1987, M=4.9) in Southwestern Japan, by 

N aoki Maeda and Hikaru Watanabe. 

No. 354 Strain Variations of the Yamasaki Fault Zone, Southwest Japan, Derived from Exterト

someter Observations Part 1-0n the Long-term Strain Variations-, by Kunihiko Watanabe. 

Part 2 (June, 1991) 

No. 355 Strain Variations of the Yamasaki Fault Zone, Southwest Japan, Derived from Exten-

someter Observations Part 2-0n the Short-term Strain Variations Derived from Strain Steps-, by 
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Kunihiko Watanabe. 

No. 356 Attenuation of S Waves and Coda Waves in the Inner Zone of Southwest Japan, by 

Masaki Kanao and Kiyoshi Ito. 

No. 357 Rainfall Estimation in the Midlatitudes from GMS Infrared Imagery Date, by Pingping 

Xie. 

No. 358 An Independent Method to Determine the Surface Roughness Parameter, by Jia-Yi Chen, 

Jie-Ming Wang and Yasushi Mitsuta. 

Part 3 (September, 1991) 

No. 359 Transverse Mixing in a River with Complicated Channel Geometry, by Yoshiaki Iwasa and 

Shirou Aya. 

No. 360 Formation and 史eductionProcesses of River Deltas; Theory and Experiments, by Hossam 

El-din A.A. Refaat and Yoshito Tsuchiya. 

Part 4 (December, 1991) 

No. 361 Design Aspects of Neutron Moisture Cone Penetrometer, by Toru Shibata, Mamoru 

Mimura, Abhay K. Shrivastava and Masayuki Nobuyama. 

No. 362 Variation of the Friction Angle of Granular Materials in the High-Speed High-Stress Ring 

Shear Apparatus-Influence of Re-orientation, Alignment and Crushing of Grains during Shear-, 

by Hiroshi Fukuoka. 

Volume 42 (1992) 

Part 1 (March, 1992) 

No. 363 Estimation of Rainfall on the Japanese Islands and Their Adjacent Ocean from Satellite 

(GMS) Infrared Imagery, by Pingping Xie. 

No. 364 Comparison of Rainfall on the Japanese Islands and Their Adjacent Ocean, by Pingping 

Xie. 

Part 2 (June, 1992) 

No. 365 Attenuation of Coda Waves in the Source Area of the 1990 July 16 Luzon Earthquake, 

Philippines, by Masaki Kanao and Kiyoshi Ito. 

No. 366 Three Dimensional Assimilation of Tropical Wind Field by MASCON Model, by Yurie 

Heta. 

No. 367 Precision and Relative Accuracy of a Phased Array Doppler Sodar, by Masato Takehisa, 

Y oshiki Ito, Tsuyoshi Kataoka and Y asushi Mitsuta. 

Part 3 (September, 1992) 

No. 368 Rule働BasedReservoir Operation Considering Long Range Forecast, by Carlos de Oliveira, 

Galvao and Shuichi Ikebuchi. 

No. 369 Correlation between Coda Q-1 and Seismicity in Central Japan, by Y oshihiro Hiramatsu, 

Masataka Ando, and Fumiaki Takeuchi. 

Part 4 (December, 1992) 

No. 370 An Analysis on the Vertical Structure of Wind Field Sounded by Doppler Sodar at 

Huayin, by Tao Pan, Yingiao Hu, Peishun Lin and Yasushi Mitsuta. 

No. 371 A Phenomenon of Inverse Humidity Gradient and Negative Vapor Flux over the Desert in 

the Daytime as Observed from Mast Profile, by Xuanli Yang, Yinqiao Hu, Jun Cai, Ken Sahashi 

and Y asushi Mitsuta. 
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Volume 43 (1993) 

Part 1 (March, 1993) 
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No. 372 Mechanism of Landslides Triggered by the 1990 Iran Earthquake, by Zieaoddin Shoaei and 

Kyoji Sassa. 

No. 373 Satellite Thermal Monitoring of Storm Flood Spreading around Kuroshio Flow, by 

Shigehisa Nakamura. 

Part 2, 3 (September, 1993) 

No. 37 4 On the Generation Mechanism of the X Phase, by W ataru Morii. 

No. 375 Solitary Internal Waves in Lake Biwa, by Chunmeng Jiao, Michio Kumagai and Kenji 

Okubo. 

Part 4 (December, 1993) 

No. 376 Utilization System of Waste Slurry from Construction Works, by Masashi Kamon, 

Takeshi Katsumi and Hidekimi Imanishi. 

No. 377 An Analysis of the Typhoon Eye Formation, by Yurie Heta. 

Volume 44 (1994) 

Part 1 (March, 1994) 

No. 378 Basic Study on the Shear Behavior of Landslides during Earthquakes-Excess Pore Pres-

sure Gene1・ationin the Undrained Cyclic Loading Ring Shear Tests-, by Zieaoddin Shoaei and 

Kyoji Sassa. 

No. 379 Estimation of Strong Ground Motions on Hard Rock and Soft Sediment Sites in the 

Ashigara V elley using the Empirical Green’S Function拭ethod,by Jorge Aguirre, Kojiro Irikura 

and Kazuyoshi Kudo. 

Part 2 (June, 1994) 

No. 380 Experimental Study on Sedimentation over the Floodplain due to River Embankment Fail-

ure, by Zahurul Islam, Kenji Okubo, Y oshio Muramoto and Hiroshi Morikawa. 

No. 381 Application of Manifold Cell Model in Rainfall-Runoff Analysis of a Hydrologic System, 

by Ruyin Wang and Shuichi Ikebuchi. 

Part 3 (September, 1994) 

No. 382 Shallow Crustal Structm・eBeneath Taal Volcano, Philippines, Revealed by the 1993 Seis-

mic Explosion Suれ1ey,by Kin'ya Nishigami, Takuo Shibutani, Takahiro Ohkura, Masaya Hirata, 

Haruo Horikawa, Kouichi Shimizu, Shigemi tu Matsuo, Setsuro Nakao, Masataka Ando, Bartolome 

C. Bautista, Ma Leonila P. Bautista, Edito S. Barcelona, Ramses Valerio, Angelito G. Lanuza Ar-

nold V. Chu, Jason Jude Villegas, Ariel R. Rasdas, Enrico A. Mangao, Elmer Gabinet, Baby Jane 

T. Punongbayan, Ishmael C. Narag, Felix Marte and Raymundo S. Punongbayan. 

No. 383 Formation of Stable Sandy Beaches and Beach Erosion Control: A Methodology for Beach 

Erosion Control Using註eadlandsand Its Application, by Y oshito Tsuchiya. 

Part 4 (December, 1994) 

No. 384 Petrography, K-Ar Age, and Chemistry of Yoshino-dai Lavas in the Air・aCaldera, by 

Hisashi Inoue, Tetsumaru Itaya and Yoshiyuki Tatsumi. 

No. 385 Ocean Bottom Seismometer Handled by Submersible Vessel and Its Observation Prior to 

the 1993 Hokkaido Nansei-Oki Earthquake, by Hiroshi Katao, Masataka Ando, Shigemitsu Matsuo 

and Hideyuki Murakami. 



140 

No. 386 Development of a New Ocean Bottom Seismometer (Model IV of Kyoto University), by 

Koichiro Obana, Hiroshi Katao, Shigemitsu Matsuo and Masataka Ando. 

Volume 45 (1995) 

Part 1 (March, 1995) 

No. 387 Conspicuous Phases between P and S Arrivals Observed in the DPRI Seismic Network, by 

Mamoru Nakamura and Masataka Ando. 

Part 2, 3 (February 1996) 

No. 388 Eddy Correlation Measurements of Carbon Dioxide Flux over Coastal Sea Surface, by 

Xiaohu Liu, Haruna Ito, Y asushi Mitsuta, Sigehisa Nakamura, Hiroshi Yoshioka, Taichi Hayashi, 

Shigeatsu Serizawa and Eiji Ohtaki. 

No. 389 Active Riff System in the Okinawa Trough and Its Northern Continuation, by Masaaki 

Kimura. 

No. 390 Mesoscale Numerical Study over the HEIFE Area Part 1: Three Dimensional Wind Field, 

by Zhong Chen, Jiayi Chen, Yasushi Mitsuta and Hirohiko Ishikawa. 

No. 391 A Simple Water Balance羽odelfor a Mesoscale Catchment Based on Heterogeneous Soil 

Water Storage Capacity, by Nirupama, Yasuto Tachikawa, Michiharu Shiiba and Takuma 

Takasao. 

Part 4 (March, 1996) 

No. 392 The Generation Mechanism and Some Properties of the X Phase, by Wataru Morii. 

No. 393 A Study on the Apparent Friction Angle Mobilized during the Undrained Loading in Long 

Run-out Landslides, by J ong-hak Lee and Kyoji Sassa. 
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第4章新体制の研究部門・センターの研究概要

防災研究所は，平成 8年5月11日に改組され，「災害に関する学理の研究及び訪災に関する

総合研究jの自的の下に， 5大研究部門 5研究センターより構成される全国共同利用研究所と

して新発足をした．新体制の各研究部門・センターの研究内容の概略は次のとおりである．

1 .総合防災研究部門

本研究部門は，阪神・淡路大震災における複合的都市災害の経験と，近年の都市構造の発

・拡大の現実をふまえ，より総合的かつ長期的な視点、に立脚する防災科学の研究を狩う．特

に，災害リスクの評価と防災マネジメントの方法論（安全の質），多元的な防災社会構造の提

示とその形成論（社会の質），災害時の居住空間の安全性と都軍機能の確保の方策（生活の

質），および社会開発と環境変化ならびに防災施策を共生させる開発企画のあり方（環境の

を研究することにより，災害対策の総合化課題の達成に貢献する．本部門では，以下のよ

うな研究を行う．

リスクマネジメント研究分野： 1）災害リスクの評価・分析法 2）社会的合意形成過

程， 3）災害による社会・経済的インパクト， 4）リスク評価による訪災マネジメント， 5)

災害文化の育成・継承．

防災社会構造研究分野： 1）防災対策の多元的構造の解析と総合化 2）防災情報管理シス

テム論， 3）防災地理情報システムの開発， 4）広域都市圏被災シミュレーション， 5)

からの復出・復興計画論．

都市空間安全制御研究分野： 1）生活空間の安全制御， 2）都市住空間の総合防災計画，

3）都市空間構成要素のデータベース化と災害予測， 4）都市の開発・再開発の指針， 5）広

域応答ネットワークによる観測・解析．

自然・社会環境訪災研究分野： 1）環境変化による災害発生機構 2）環境保全型防災シス

テム， 3）環境影響評価への防災科学の導入計画， 4）環境汚染災害の解明と対策， 5）環境

防災における社会・経済的要国．

国際防災共同研究分野（外出入客員） : 1 ）先端的関災共同学術研究の推進， 2）社会・文

化環境適合災害対策の研究 3）災害多発国に対する防災教育法．

2.地震災害研究部門

本研究部門は，地震波の発生・伝播特性，地震動の構造物への入力特性構造物基礎の動特

性，構造物ならびに構造物群の地震時挙動の基礎的学理の究明を行うとともに，地震災害の防

止・軽減を図るための総合的研究を推進することを 研究の目的としている．
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，構造物震害，耐震機構の 4研究分野から構成されており，主な研究課題は以下に示

すとおりである．

強震動地震学研究分野：地震動災害の予測と軽減を自的とし，地震波の生成・伝播に関して，

－伝播経路・サイトに関する諸特性を解明する．

耐震基礎研究分野：地盤と構造物の動的相互作用を明らかにし 構造物基礎や下部構造に対

する耐震理論の体系化をはかるとともに，耐震化工法の開発と合理的な耐震設計法の確立をめ

ざす．

構造物震害研究分野：建築構造物のなかでも特に大空間構造に重点、をおいて，地震動の構造

物への入出力特性や構造物の地震時挙動を究明する．

耐震機構研究分野：建築構造物の耐震性能を理論的・実験的両面から解明するとともに，よ

り高度な構造物酎震設計法の確立をめざす．

3.地盤災害研究部門

本研究部門は，平野部における動的現象や人間活動に基づいた各種の地盤災害を防ぐための

を推進するとともに，山地や都市周辺の傾斜地における降雨・地震・開発に伴う各種の地

表変動現象による災害を防止・軽減するための研究を学際的に行う．本研究部門は，地盤防災

解析，山地災害環境，地すべりダイナミクス，傾斜地保全の 4研究分野から構成される．

地盤防災解析研究分野：主として平野部における地盤変形問題・動的問題の解析とその災害

防止対策の研究，地盤調査法，そして廃棄物など人間活動に基づいた地盤環境の劣化と地盤環

境の保全の研究をすすめる．

山地災害環境研究分野：山地における地形，地質，地中水，植生などの相互作用の解明，山

地における斜面変状と地形発達，及び災害のない山地土地利用法の研究を行う．

地すべりダイナミクス研究分野：地震時の地すべりの発生機構と発生予測の研究や高速地す

べりの運動機構と運動予測の研究，およびそのための土質強度試験機の開発を行う．

傾斜地保全研究分野：都市開発に伴い頻発する斜面災害や急傾斜地の崩壊・落石の研究，そ

して災害を軽減するための危験斜面の判定と監視システムの開発ならびに崩壊災害の社会的影

る研究を行う．

4.水災害研究部門

内・外水氾濫，高潮，津波，土石流など 河川流域都市および沿岸域における水・土砂災

害に関わる現象の解明と，これらによる災害の発生機構の究明を行うとともに，災害の防止・

軽減を図る計画と方策を確立することが水災害研究部門の研究目的であり，当研究部門に属す

る，土砂流出災害，洪水災害，都市耐水，および鵜岸・海域災害の 4研究分野が，互いに有機

的連携を保って総合的に研究を推進する．
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土砂流出災害研究分野：土砂の生産過程と輸送・堆積過程に関わる諸現象を研究するととも

に，その成果をもとに，土砂流出の不均衡に基づく災害の予測と妨止・軽減のための科学的基

礎を得ることを自標としている．

洪水災害研究分野：洪水災害の発生要国と発生機構の究明と その予瀕手法ならびに洪水災

害の防止・軽減を留る方策を得ることを目標に研究を進める．

都市耐水研究分野：都市部における洪水，高潮津波波浪 内水や それらの重畳による

水災害の発生機構，海面上昇や埋立などの境界・環境条件の変化が水災害に及ぽす影響，水災

る誼接・間接防御策の立案と評価を研究の対象とし，都市部における防災・減災シス

テム構築の基礎を与えることを自的としている．

海岸・海域災害研究分野：シーアロントである海岸域と沿岸海洋における災害の原図となる

自然外力の予知と発生要因の究明 海岸・海域災害の予防と軽減，人間活動の進展に伴う

－軽減，ならびに環境保全を図るため

もとにした応用・実用研究を行う．

を行うとともに，その成果を

5 .大気災害研究部門

本研究部門は， 台風などの異常気象や気候変化の機構の解明 および強風・乱流など

が建築物に与える影響の解明など総合的立場から大気災害防止・軽減を目的とし

ょび耐嵐構造の 3研究分野において以下の研究を行う．

災寄気候研究分野： 1）大気組成の変牝とその気候への影響 2）大気オゾンの変動にとも

なう紫外線の変動， 3）大気大循環の異常による異常気象の発生 4）大規模な海部・陸面と

大気の相互作用， 5）東アジアのモンスーンの消長， tこ関する研究を行う．

暴風雨研究分野： 1）台風の構造とそれにともなう暴風雨の規模と台風災害の予測法， 2)

とこれにともなう気象災害， 3）集中豪関，竜巻，ダウンパーストなど

の瞬発的異常気象現象の解明， 4）人工海星を用いた異常気象の実時間監視法の確立， 5）人

とその地形による変化について，の研究を行う．

耐風構造研究分野： 1) よる建築物の破壊機構の解明， 2）建築物の周辺および都市

おける気流， 3）建築物まわりの風の中での渦の発生機構， 4)

る掠動の制御， 5）建築物の耐風設計法の確立， tこ関する研究を行う．

6.災害観測実験研究センター

よ

全国共同広域観測や大型実験等による共同研究を推進し 自然災害の予測・防止・軽減に関

する理論・実験・観測的研究を行うセンターであり，災害水象観測実験領域，土砂環境観測実

験領域，気象海象観鴻実験領域および地震動観測実験領域に関する研究を， 2実験所， 4観測

所の施設を用いて行う．
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災害水象研究領域：豪雨による洪水災害，合嵐による高潮災害，あるいは地震による津波災

どのいわゆる水災害の発生機構ならびに被害の防止・軽減方法について，観測および水理

実験の手法を用いて研究する．さらに，自然環境を保全し，適切な開発を行うために，重力流，

風成流，潮汐流，密度流の特性などについても観測・実験を行う．この領域では，穏々の流れ

の水理学特性に関する基礎的実験と，実際の水理現象を空間的時間的に縮小して再現させる模

とを宇治川水理実験所にて行っている．

土砂環境研究領域：地すべり，山崩れ，土石流，土砂氾濫災害など種々の土砂災害や，山地

荒廃および環境劣化を引き起こしている土砂移動現象について，斜面土層の風化・侵食などに

よる不安定土砂の生成過程と滑動・流動などの移動過程の連続観測とその各々の過程における

各層の特性に関する現地観測を行い，これらの現象の特性とその原菌について以下の 2観測施

設で得られる結果を用いて研究する．穂高砂防観瀕所では 活火山焼岳を源流とする足洗谷に

おいて土砂の生産流出過程，海道特性の変化ならびに土砂流出の制御調節機能などに関する観

測を行っている．徳島地すべり観測所では，構造線沿いの破砕帯地すべりの連続観測および地

すべり規模の推定に関する実験などを符っている．

した台風，低気圧などによって生じる暴風雨の立体構造や強風の特

性，それによって生じる高瀬，異常波浪の発生・発達機構，および地震津波の発生・イ云播と，

これらを外力とする構造物の振動・破壊，海浜変形などを観測する．これにより，災害現象の

解明やモニタリング，さらには観測と数値モデ、ノレ，物理モデルとの併用・同化による災害のリ

アルタイム予灘，長期予測のための基礎研究を行う．潮岬風力実験所では 台風の来襲および

強風の発生頻度の高いことから，強風の特性・構造物に作用する嵐庄力分布の特性・風の変動

に対する構造物の応答・風による災害の発生機構について観測実験を行うともに，強風の原因

となる台風・竜巻などの現象について観測している．白浜海象観測所では，高潮観測塔および

観測艇により沖合での長期海象観測を実施して，黒潮域から大阪湾にいたる海域における

潮・津波を初めとする異常海象の観測や，沿岸海洋環境の長期変動の観測を行うとともに，海

象観測技術の開発実験を行っている．大潟波浪観測所では，波浪・漂砂観灘用桟橋により，中

部日本海の侵食海岸における沿岸海象および底質，漂砂，海浜変形の観測を行い，海岸侵食機

構を究明するとともに，海浜の安定化による海岸侵食鋭御工法（安定海浜工法）の大潟海岸へ

の適用性の理論的研究および施工部分の海浜変動のモニタリング観測を行っている．

地震動研究領域：この領域の主な研究課題は以下のようである． 1) ft帯域強振動観測，

2）地震波による地盤調査， 3）振動実験による大型構造物の耐震特性， 4）大型構造物の載

荷・応答特性， 5）遠心力載荷実験による地盤の応答変形特性．

7.地震予知研究センター

国体地球科学に関する基礎研究と広域的かつ総合的観測に基づく研究の有機的結合により，
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地震テクトニクスと地震発生の原因・メカニズムを解明し 防災研究のための地震予知法の確

立を目的として 8研究領域（客員 1), 1解析室， 8観測所において以下の研究を行う．

地震テクトニクス研究領域：地震は，地球内部の構造や運動とどのように関係し，どのよう

な特別な条件下で発生するかを調べ，これらの成果をもとに，地震予知への基礎研究を行う．

地震発生機構研究領域：地震発生の基礎的メカニズムを解明・理解し，実験・理論を主とす

る地震予知の基礎研究を行うため， おける岩おの破壊実験を三軸試験機などを用い

て符う．

地殻変動研究領域：地球ダイナミックスの観点、に立って，地球内部における力学的過程の理

解にもとずいた地域的な地殻変動の解明と，それによる地震予知手法の開発をめざし地殻変動

連続観測やGp S観測による研究を行う．

地震活動研究領域：南海トラフ沿いの巨大地震をターゲットにする．これに関連する 1995

年の兵庫県南部地震のような諮南日本の地震・地殻活動を正確に把握する．西南日本に広く展

開された地震観測網の高精度データの利用により，地震活動の時空分布や，波形による応力の

時間的変化等を研究する．

地震予知計測研究領域：地震発生に関連した様々な前兆現象発現の機構を明らかにし，

予知のための効果のある技術を開発する目的の観測・研究を行う．

地震予知情報研究領域：｛畠々の観測縮から得られる各種データを統合して広域統合観測網と

その統合解析システムを構築するとともに，これらの観測システムから得られる多くのデータ

を基に，異常現象の検出と地震予知につながる判定方法を確立する研究を行う．

地球内部研究領域（客員）：地震学を中心とした詳細な地球内部構造の観測研究並びに地殻

及びマントルの力学的諸性質の研究を行う．

リアルタイム地殻活動解析研究領域：大地震発生地などに機動的に出動し，効果的かつ多種

自の臨時観測を行い， どの自動処理結果を地域自治体等ヘリアルタイムで提供する

システムの開発，強震計群列観測による陪時的災害予測システムの研究を行う．

総合処理解析室：西南日本内帯観測網の地震波形データの読み取り， 自動処理

とデータベースの構築及び解析ソフトの開発に関する研究を行う．

8観鴻所：上宝，北陸，阿武山，鳥取の 4観測所は主として内睦直下の地震を対象として内

帯総合観測網を形成し センターの総合処理解析室にオンライン・リアルタイムで結ばれ，地

－地殻変動・地球電磁気・地下水・放射能などの連続観測や瀦地測量などを行う．屯鶴蜂，

逢坂LLr観測所では 内陸直下の地震とブイリゼン海プレートの沈み込みによる稽深発地震を対

象として近畿中南部の地殻変動の観測を，徳島観瀕所では南海観測網の一環として，主として

盟国東部及び南海沖の臣大地震を対象とした観測を，さらに，宮崎観測所では，主として臼向

灘及び九州東南部の地震を対象とした地殻変動や地震の観測を行う．
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8.火山活動研究センター

我が国で最も活動的な火山である桜島を全国的レベルでの野外観測拠点、として，学際的実験

観測を総合的に推進し，島弧火山活動のダイナミクスに関する研究を行うとともに，桜島，薩

南諸島及びジャワ島の活火山を対象に，火山の爆発機構とそれに関連する観測研究を行う．

な研究課題は以下のとおりである．

火山噴火予知研究領域： 1）噴火予知子法の開発， 2）火山体浅部のマグマの挙動， 3）火

山体の地下構造とマグマ供給システム， 4）霧島火山帯の深部活動と火山活動の相互関連性，

5）島弧火出の噴火機構に関する比較研究， 6）霧島火山帯の噴出物に関する古地磁気学的研

’プ也
プ1.,.

9.水資源研究センター

地球規模および都市・地域規模での水資源を取り巻く自然・社会現象とその変化を多角的に

とらえ，ジオシステム・ソシオシステム・エコシステムの総体としての水資源の保全と開発の

システムを総合的に研究することを目的としている．

地球規模での水文循環の予測技術の開発過去から現在にわたる長期的な水文循環の変遷を

明かにし，地球規模における水・熱循環を学際的・総合的に研究する地球規模水文循環研究領

域，都市化による流出形態の変化，水環境とそれに重大な影響を及ぽす水・熱収支を定量的に

評価し，とくに都市域で逼迫している水資源の開発・保全・永続的利用を図る研究をする都

市・地域水文箔環研究領域，今後の都市閣に求められる水環境質の保全・向上を計調目的に加

えた水利用システムのマネジメントの方法について研究する地域水利用システム計画学研究領

域の 3専任研究領域と，外部の研究者を客員として迎え，一定期間集中的に行う水資源共同ネ

ットワーク研究領域（客員）がある．さらに専任・客員が共同して学内外の全国からの研究協

力者の参加を得ていくつかのプロジェクト研究を進める．主要な研究課題は以下のとおりであ

る．

地球規模水文循環研究領域： 1）衛星・地上リモートセンシングによる地球規模水文量分布

の推定， 2）陸面・大気の棺互作用の解明， 3）スケール効果を含めた地球規模の水文循環の

解明と予測技能の開発， 4）古気候・古水文学に基づいた水文循環の長期変動の解明， 5）酸

性雨・酸性雪の流出メカニズムの解明， 6）降雨予測と定性推論を結合したダムの管理・操作

方法の開発．

都市・地域水文循環研究領域： 1）都市・丘陵山林地・低平地および地下の水の挙動解析と

都市化による流出形態の変化， 2）高分解能リモートセンシングデータと地理’情報システムの

都市水文学への応用， 3）水・熱収支を考慮、した都帯域の水文循環モデルの構築， 4）降雨の

都市内貯留・浸透・科用システム， 5）健全な水文循環の再生．
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地域水利用システム計菌研究領域： 1）地域水利用システムの計画論の構築， 2）多目的ダ

ムの整備や水源地域の活性化を含めた上下流のコンブリクト調整， 3）水循環の価値分析とマ

ネジメント論， 4）リサイクル型水利用システム．

水資源共同ネットワーク研究領域（客員） : 1 ）水環境の経済的分析と評価， 2）河川

食・堆積環境と生物の棲み場所構造の関係， 3）琵琶湖水資源・水環境調査研究， 4）広域陸

菌・大気相互作用観灘・実験（琵琶湖プロジェクト）．

10.巨大災害研究センター

わが国のような先進国では，都市社会構造の高度化によって，また発展途上田では，人口，

経済，環境というトリレンマの下で，災害脆弱性が大きくなっている．そのため，巨大災害の

されている．巨大災害は，異常な自然外力のみならず，極めて人間的な要国によっ

て発生・拡大する．したがって，自然科学と社会科学の研究を融合させた閣内・間際共同研究

を行い，総合減災システムを確立する必要がある．本研究センターでは，！日前災科学資料セン

ター， i民地域防災システム研究センターによって行われてきた園内外突発災害調査などの文献，

資料の収集・保管を継続しており，また，自然災害データベース fSAIGAUを構築し，自然

災害総合研究班の活動を支援することになっている．また，庄大災害研究会を年数回，公開で

開催するとともに 日本自然災害学会の事務局を担当している．研究では， 1）災害による人

を軽減を図る巨大災害過程研究領域 2）災害発生後の効果的な対応を可能にする災害

情報システム研究領域， 3）災害による社会的被害を軽減するための被害抑止システム研究領

域を 3つの柱としている．さらに 災害史・災害変貌機構研究領域（客員），自然災害研究・

情報ネットワーク研究領域（客員），間際災害情報ネットワーク研究領域（外国人客員）の研

を行う．これらによって，国内の共同研究の推進はもとより，総合的な防災社会システムの

を自的とした国際ワークショップを毎年開鑑し，この方面の研究の世界の 1大拠点を目指

す．
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